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Ⅰ.はじめに 

                   

 本県では、「行政評価システムに関する基本方針」により、 

① 効率的で質の高い行政の実現を図る 

② 県民の視点に立った成果重視の行政の実現を図る 

③ 県民に対する行政の説明責任を果たす 

ことを目的として、行政評価システムを導入し、総合発展計画の進行管理等の役割を担わせながら

運用しています。 

 この報告書は、こうした、本県の行政評価システムの大まかな仕組みや運用開始からこれまでの

経過、平成２８年度の評価結果などの取組みの成果などをとりまとめたものです。 
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Ⅱ.本県の行政評価システムの概要 

 

１．行政運営と行政評価システム 

（１）行政運営における行政評価の位置づけ（新たな行政運営の中核的ツール） 

 本県では平成１４年に策定した「新行政システム推進計画」の中で、「行政評価システムを新

たな行政運営の中核的ツールとして位置づけ、評価結果やデータなどの情報を共有化することに

より、業務の重複を排除しながら、予算編成、組織・定員管理、総合計画の立案・進行管理と相

互に連携したマネジメントシステムを構築する」こととしてスタートしました。 

  その後、定量的な評価に加えて定性的な評価も行うなど、行政評価の手法や活用方法の見直し、

効率化などを図った結果、現在は、県政運営の基本方針である島根総合発展計画の進行管理を「行

政評価」の主たる役割としています。そして、県が実施した施策評価の結果については、県議会

で説明を行うとともに、県のホームページで公開しています。 

 また、平成２２年度からは、県議会において、県の決算と併せて施策評価結果の説明を行い、

予算・決算との一層の連携に努めています。 

 

（２）総合発展計画と行政評価との関係 

 平成２０年３月に策定した「島根総合発展計画」では、概ね１０年後における本県の目指すべ

き将来像「豊かな自然、文化、歴史の中で、県民誰もが誇りと自信を持てる、活力ある島根」と

その実現に向けた３つの基本目標「活力あるしまね」「安心して暮らせるしまね」「心豊かなし

まね」を掲げています。併せて、この基本目標の実現に向けた第１次実施計画として、全ての「政

策」・「施策」に平成２３年度までに達成すべき目標を設定しました。 

 その後、平成２４年３月には第２次実施計画、平成２８年３月には第３次実施計画を策定し、

それぞれ最終年度までに達成すべき目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《基本目標Ⅰ》 
活力あるしまね 

《基本目標Ⅱ》 
安心して暮らせるしまね 

《基本目標Ⅲ》 
心豊かなしまね 

活発な産業活動が展開され、若

者が活き活きと働き、国内外か

ら多くの人が訪れる、活力ある

社会を目指します。 

県民誰もが、生涯にわたり安心し

て生活を送ることができる社会を

目指します。 

地域を愛し、次代を担う心豊かな

人材を育成するとともに、県民が

心豊かで生きがいのある人生を実

感できる社会を目指します。 

島根総合発展計画とは･･･ 

 島根の可能性と活力を最大限に引き出し、全体が連携し調和を図りなが

ら総合的な発展を目指す計画です。 

県の行政運営の方針としてだけでなく、広く県民の皆様が目標を共有できる計画 

【島根の将来像】 

 『豊かな自然、文化、歴史の中で、県民誰もが誇りと自信を持てる、活力ある島根』 

目指すべき将来像に向けて県民の総力を結集して取り組む３つの基本目標 
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 【計画の構成と期間】 

        基本構想と実施計画の２層構成 

      基本構想：平成２０～概ね平成３０年度 

第１次実施計画：平成２０～平成２３年度（４年間） 

第２次実施計画：平成２４～平成２７年度（４年間） 
第３次実施計画：平成２８～平成３１年度（４年間） 

 

【島根総合発展計画のイメージ図】 

 

 

  この目標の達成を確実なものとするためには、一年ごとにその歩みをチェックし、３つの基本

目標の実現に向けた、より良い事業展開を図っていくことが重要となります。 

 「施策評価」をはじめとした行政評価は、この総合発展計画の進行管理の役割を担っています。 

  島根総合発展計画は、第１次実施計画が平成２３年度に、第２次実施計画が平成２７年度に終

了したことに併せ、４年間の「政策」ごとの施策評価結果をとりまとめ、県議会や県のホームペ

ージで発表しました。 

  平成２８年度からは、第３次実施計画の進行管理を行っています。 

 

「マネジメントサイクル（行政評価システム）のイメージ」 

 

  ④Action 
 ・施策の改善 

   (事業・予算等) 

・島根県議会 

・島根県総合開発審議会 

③Check 
 ・評価 

   (成果の検証・評価) 

②Do 
 ・施策（事務事業） 

の実行 

①Plan 
 ・第３次実施計画 
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（３）行政評価を推進するねらい 

   本県では、「行政評価システム導入に関する基本方針」で、下記の３点と定めました。 

 

 ① 効率的で質の高い行政の実現を図る。 

    厳しい財政状況の中で、限られた財源、人、モノなどの行政資源を、より効率 
   的かつ効果的に活用し、政策形成能力の向上を図りながら、県民が求める質の高 
   い行政を実現します。 
 

 ② 県民の視点に立った成果重視の行政の実現を図る。 

    行政活動を実施した結果、県民に対してどのような成果がもたらされたかとい 
   う「成果志向」に基づく行政運営を行い、県民にとって満足度の高い行政を実現 
   します。 
 

 ③ 県民に対する行政の説明責任を果たす。 

     県民の行政活動に対する関心や参加意識が高まっている中で、県が実施する施 
   策や事業の内容や成果をできるだけ分かりやすく県民に説明し、県政の透明性を 
   高め、説明責任を果たします。 

 

 ①は、その際に、財源などの行政資源に限りがある以上、成果とそれにかかった（かかる）コ

ストのバランスを考えながら仕事を進めていこうということです。 

 また、その過程で職員の政策形成能力の向上が期待できるということです。 

 ②は、従来とかく「どれだけの量の仕事をやったか（やるか）」ということを意識しがちだっ

たのを改め、「その結果として、県民に対してどのような成果をどれだけもたらすことができた

のか（できるのか）」を重視しようということです。 

 ③は、行政評価シートの公表などで事業内容やその成果を分かりやすく情報提供することによ

って、行政活動への理解促進や県民との協働につなげていこうということです。 
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２．取組内容 

（１）行政評価の評価階層 

 危機的な財政状況のもとでは、限られた行政資源を効果的に配分し、県全体として最も成果が

上がる（全体最適となる）よう行政活動を展開していく必要があります。 

 このため、施策それぞれにおいて最も成果が上がるよう、「施策」・「事務事業（活動を含む）」

の２階層で評価を実施します。 

 

 

[注意] 
 「施策評価」という用語はそれぞれの自治体において様々に定義されていますが、
本県では以下のとおりとしています。 
 総合発展計画で定めた「施策」の目的の達成に向けて、より良い展開内容を検討し
ていくもの。具体的には、毎年、総合発展計画（実施計画）に定めてある「施策」の
成果参考指標の達成状況や、取組の成果や現状を踏まえ、その課題を明らかにしたう
えで、その課題の解決に向けて、「施策」を構成する「事務事業」をどのように実施
すべきかを考え、翌年度事業展開にあたり行政資源の再配分に活用しようとするもの。 

一つの成果が現れる仕事の単位

政策を実現するための

具体的な方策や対策

県と県民・市町村・国が

力を合わせて実現するもの

政策展開の

基本方向を

示したもの

【 事 務 事 業 】

【基本目標】

【 施　　策 】

【 政　　策 】 政

策

評

価

事

務

事

業

評

価

施

策

評

価

総

合

発

展

計

画

行

政

評

価

基本目標を

達成する

ための手段

政策の

目的を達成する

ための手段

施策の

目的を達成する

ための手段

政策を実施した

ことによる成果

施策を実施した

ことによる成果

事務事業を

実施した

ことによる成果

政策施策階層と政策評価・行政評価との関係
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（２）評価対象 

 ①施策評価 

  総合発展計画の目指すべき将来像である「豊かな自然、文化、歴史の中で、県民誰もが誇りと

自信を持てる、活力ある島根」を実現するための３つの基本目標に属する６１施策及び計画の推

進に向けた県の基本姿勢に関する５施策の計６６施策すべてを毎年度の評価対象としています。 

 ②事務事業評価（活動含む） 

  総合発展計画の施策の手段として位置づけられているもので、予算の打ち出しのあるもの（予

算事業）を対象としています（その他の事務事業（施策の手段でないもの、予算のないもの、予

算編成事務や支出事務及び庁舎管理事務等の内部管理事務）については、所属の判断で評価)。 

   また、評価にあたっては次年度以降の‘アクション'に繋げることを重視して、前年度体系では

なく、評価を実施する現年度の体系のもとで評価しています。 

 

（３）評価の手法 

 ①評価の流れ 

 まず、事務事業について、事業実施課で事務事業評価を行います（下図ア）。そのうえで、そ

の結果を持ち寄って、施策ごとに施策評価会議を開催して施策評価を行います（下図イ）。そし

て、１０月に年度の上半期経過後の実績や状況変化を踏まえて、施策及び事務事業の追加評価を

行い、評価をとりまとめて、次年度の予算編成につなげます。（下図ウ） 
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②施策評価会議の進め方 

 施策評価は、事務事業所管部局長、関係次長、関係する事務事業担当課長で構成する施策評価

会議において行います。 

  具体的には、施策の目的・目標水準について共通認識を持った上で、事務事業担当課長が施策

に関する事務事業の執行状況と今後の取組方針について説明し、施策の目的達成に向けて残され

た課題や懸案事項を議論した上で、今後の施策全体の進め方と取組みの方向性を取りまとめます。 

③価項目 

   事務事業評価、施策評価において、「Ｐlan(計画）→Ｄo(実行)→Ｃheck（検証）→Ａction(改

革改善)」のマネジメントサイクルを念頭に置きながら、貢献度、有効性や効率性等について評価

を行っています。 

  （評価シートは、「Ⅴ．資料」の資料１－１～１－２のとおりです） 

 

（４）評価責任者 

①施策評価 

 施策の目的達成の手段である「事務事業」を所管する部局の長（以下、「事務事業所管部局長」

とする。）を評価責任者とします。 

 複数の部局にまたがる施策については、円滑で総合的な施策評価を実施するため、施策毎に幹

事部局を置きます。 

 （平成２８年度の事務事業所管部局長一覧は、「Ⅴ．資料」の資料２のとおりです） 

②事務事業評価 

 事務事業を担当する課長（＝課長・室長）（以下、「事務事業担当課長」とする。）を評価責

任者とします。 

 

（５）行政評価の推進体制 

- 7 -



３．本県の取組みの特長 

  行政評価システムは、数多くの自治体で導入されていますが、その取組内容は一様ではなく、自

治体の実情を踏まえ、工夫を加えながら実施されています。 

  本県においても、いかに有効に機能させるかという視点で独自に構築しており、以下の特長があ

ります。 

 

（１）総合発展計画の政策・施策体系と評価体系とを一体化している 

 島根総合発展計画において整理した「政策〜施策〜事務事業」の体系を目的と手段との関係で

一本の体系に整理しています。 

   これにより、以下のような取組みが可能となっています。 

 ① 施策評価・事務事業評価を的確に行うことにより、島根総合発展計画の進行管理が一体的

にできる。 

 ② 部局を越えて総合発展計画の施策単位で施策評価を実施できる。 

 
（２）一つの成果（アウトカム）が現れる仕事の単位を行政評価の「事務事業」と定

義し、同じ目的の仕事をグループ化している 

 他の自治体では既存の予算事業をそのまま行政評価を行う単位としてしまうケースが見られ

ますが、本県ではそれぞれの行政活動を目的と手段の関係から一つの成果が現れる仕事の固まり

に再整理し、行政評価の「事務事業」としています。 

 これは、「求める成果が本当に必要とされているのか」、「誰に利益をもたらしているのか」、

「成果はコストに見合っているのか」、「成果をあげるうえで、複数の仕事のうちでどれが重要

であるか」といった「成果志向」の視点を持ちやすくすることをねらいとしています。 

 

（３）そのうえで行政評価の「事務事業」単位を元にして予算事業の単位を設定して
いる 

 予算は一定の目的（成果）を達成するための手段ですので、上記（２）で「成果が現れる単位」

として整理した行政評価の「事務事業」に合わせて予算事業の単位を設定することを原則として

います（「予算事業の単位をもって行政評価を行う」のではなく「行政評価の事務事業を単位と

して予算編成の作業を行う」）。 

 これは、行政評価の結果（改善改革案）を予算に反映しやすくすることをねらいとしています。 
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４．２８年度までの取組み状況 

  検討・準備段階を経て、平成１５年度から事務事業評価、平成１７年度からはこれに加えて施

策評価を実施し、平成１９年度には政策評価を実施しました。また、平成２０年度からは島根総

合発展計画の策定に併せて見直しを行い、平成２８年度から島根総合発展計画第３次実施計画の

進行管理を行っています。概要は以下のとおりです。 

 

 

行政評価のこれまでの取組（主な改正点）

〈１３年度〉
●制度設計、活用方法等の検討、導入の決定

〈１４年度〉
●一つの成果が現れる行政活動の単位を「事務事業」に設定
●目的と手段の関係により、基本事務事業、事務事業、活動の３階層に体系化
●すべての基本事務事業と事務事業に成果指標と目標値を設定

〈１５年度〉
●旧年度体系に基づいて事務事業評価（基本事務事業・事務事業・活動）を開始
●「事務事業」単位をもとに「予算事業」単位を設定
●「県総合計画」の政策･施策体系と基本事務事業以下の評価体系を連結

〈１６年度〉
●電算システムの運用開始
●「総合計画」において政策・施策に成果指標と目標値を設定、１６本の優先施策を選定
●「中期財政改革基本方針」において７０本の施策を３グループに分け、部局調整予算枠（一般施策経費）に関して１８年度までの傾斜配分
率を決定
●すべての施策ごとに施策責任者を決定

導
入
・
事
務
事
業
評
価

の
実
施

〈１７年度〉
●新年度体系に基づいて事務事業評価を実施
●１８年度における行政資源の配分にあたっての施策評価結果の活用に関する考え方の決定
●施策体系の見直し及び施策指標を追加
●「定員削減計画」において２０年度までの部局別人員削減数を決定
●地方機関職員を対象としてＮＰＭ研修を実施

〈１８年度〉
●１９年度における行政資源の配分にあたっての施策評価結果の活用に関する考え方の決定

〈１９年度〉
●政策評価を実施

島
根
総
合
計
画
の
評
価

島
根
総
合
計
画
の
期
間

島
根
総
合
発
展
計
画
の
期
間

第
１
次
実
施
計
画

の
評
価

〈２０年度〉
●「総合発展計画」において政策・施策に成果指標と目標値を設定
●評価階層を変更（基本事務事業評価、活動評価の廃止）
●評価対象事業を変更（「総合発展計画」の施策の手段である予算事業を対象）
●評価内容の変更（行政資源の投入量の方向性判断から質的向上のための判断を重視）
●評価スケジュールを変更（追加評価を行うことにより評価から予算要求までのタイムラグを解消して、予算への活用を図る）

〈２２年度〉
●評価手法の変更（定量的な評価に加えて定性的な評価も重視）
●評価結果の県議会への説明方法の変更（予算執行の実績と併せて、施策評価結果の説明）

〈２３年度〉
●「第２次実施計画」策定にあたり、これまでの取組の成果を検証・評価し、課題を抽出するため、政策評価を実施

第
２
次
実
施
計
画

の
評
価

〈２４年度〉
●「島根総合発展計画 第３次実施計画」（H24～H27)に基づく施策評価・事務事業評価の年度別目標値等を設定
●指標について、定量的な評価に加え定性的な評価も加味するため、成果指標から成果参考指標に変更
●施策評価は成果参考指標の達成状況に加え、目的達成に向けた取組みの成果を踏まえた総合的な評価（予測）を実施

〈２７年度〉
●成果主義と課題解決をより重視した評価へ修正（成果評価と課題解決に重点化した考察手順に沿った評価書に修正。併せて記入項目を簡素化）
●一度受講した説明会の重複受講を廃止
●「主要施策の成果」と一体的に作業ができるように評価時期を見直し
●「第３次実施計画」策定にあたり、これまでの取組の成果を検証・評価し課題を抽出するため、政策評価を実施

第
３
次
実
施
計
画

の
評
価

〈２８年度〉
●「島根総合発展計画 第３次実施計画」（H28～H31)に基づく施策評価・事務事業評価の年度別目標値等を設定
●島根県総合戦略の検証や、島根県国土強靱化計画の進行管理に活用
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Ⅲ.平成２８年度の取組結果 

１．施策評価以下の評価対象本数 

     平成２８年度に評価を行った対象本数は次のとおりです。 

 
「基本目標
Ⅰ～Ⅲ」に属
するもの 

「計画の推
進に向けた
県の基本姿
勢」に属する

もの 

小計 
施策に位置
づけられて
いないもの 

総計 

施策 ６１ ５ ６６ － ６６ 

事務事業 ６１２ ３１ ６４３ ３ ６４６ 

 

 

２．施策評価結果の概要 

平成２８年度は、第３次実施計画の初年度であり、計画期間内における実績数値や

事業実績がでていないことから、前年度の状況と概ね上半期までの取組みの成果に、

今年度実施する予定の事業の成果や外部環境の変化予測等を見込んだうえで、今後の

取組みの方向性も含め評価を実施しました。 

（１）施策の目標達成状況 

１）施策の現状及びその評価（総合的な評価） 

    ６６本の施策について各事務事業所管部局長のもとで施策の総合的な評価を行

った結果、「達成できる」と評価した施策は７本、「概ね達成できる（見直す点が

ある）」と評価した施策は５８本でした。 

      一方、「達成は困難」と評価した施策は１本でした。 

 今年度末の施策目
的の達成度予測 

 A:達成できる 
 B:概ね達成できる 

（見直す点もある） 
C:達成は困難 

７ ５８ １ 

 

２）平成３１年度の施策目的の達成状況（予測） 

６６本の施策のうち、平成３１年度の施策目的の達成状況を「達成できる」と予

測した施策が８本、「概ね達成できる」と予測した施策が５８本でした。  

また、「達成は困難」と予測した施策は０本でした。 

 ３１年度の施策目
的の達成状況予測 

 A:達成できる  B:概ね達成できる C:達成は困難 

 ８  ５８  ０ 
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（２）施策目的の達成に向けた進行状況と取組みの方向性 

   各施策について、成果参考指標の実績値と目標値、評価時点での総合的な評価、今

後の施策全体の進め方と取組みの方向性を一覧にしています。 

（「Ⅴ．資料」の資料３のとおりです）    

 

 

３．事務事業評価結果の概要 

（１）各事務事業の「平成２８年度投入コストの状況」について 

  投入コストについては、評価対象事業にかかる事業費を算定しています。  

（事務事業の平成２８年度コストの状況は、「Ⅴ．資料」の資料５－１～５－２の

とおりです） 

 

 

４．評価シートの公表 

行政評価導入のねらいの一つは、県が実施する施策や事業の内容、成果を分かりやすく県民

に説明し、県政の透明性を高めて説明責任を果たしていくことにあります。 

   こうしたことから、「施策」・「事務事業」の各評価シートのすべてを、県ホームページで

公表するとともに、ホームページを通じて評価結果等に対する意見を募集しました。また、県

政情報センター及び県立図書館において、「施策」以下の評価シートを冊子供覧等により公表

しました。 
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５．平成２８年度実施日程 

 

 

  

時　間 研修名 対     象 内     容

１時間

２コマ
施策評価推進員説明会 施策評価推進員

・施策評価推進員の役割
・今年度のスケジュール等

月   日

5月18,20日
１時間

２コマ
・評価の視点等

施策評価の実施

事務事業評価の実施

・課長・室長
（新たに対象となった職員、又は今まで研修を受けた

ことがない職員）

・施策評価推進員（傍聴）

・施策評価の留意点

・課原案作成にあたっての留
意点

２時間半

計1コマ
事務事業担当課長研修会

5月19日

7月22日

行政評価総括リーダー
（評価総括リーダーのうち、新たに対象となった職

員、又は今まで研修を受けたことのない職員）

行政評価説明会

５月下旬 「事務事業評価」 スタート

Ｈ２９予算編成

評価結果の公表

１１月１８日 「事務事業」追加評価期限

施策評価、事務事業評価シートの公表
行政評価の実施・活用に 関する職員アンケート

行政評価報告書の作成・公表

こ
の
う
ち
の

一
コ
マ
受
講

９月議会決算特別委員会にて報告

７月8日 「事務事業評価」期限、「事務事業評価シート」提出

７月中旬 「施策評価」スタート

８月５日 「施策評価」期限、「施策評価シート」提出

こ
の
う
ち
の

一
コ
マ
受
講

こ
の
う
ち
の

一
コ
マ
受
講

総合戦略の評価
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Ⅳ. 職員アンケート等から見た課題と対処方針 

 
 

■アンケート実施期間  平成２９年２月１５日 ～２月２０日 

■回答数 

 ・行政評価に関するアンケート    事務事業担当課長ほか   １２９名 

 ・行政評価の活用に関するアンケート   各部・各課予算担当者    １６名 

 ・施策評価に関するアンケート     施策評価推進員     ６名 

 

 

１．行政評価の実施に関する課題 

（１）管理者からの情報提供 

事務事業評価及び施策評価の実施に関して、政策企画監室からの情報提供、実施手

順の提示、指示内容等は適切でしたか。 

 

 

「適切であった」と回答する人が全体の約７９．１％（前回調査６９．６％）で

した。 

    不十分な点は、「評価シート作成にあたっての視点の周知」、｢行政評価の意義、

目的の周知｣でした。 

 

引き続き、説明会や研修会の開催に加えて、成果指標の考え方や予算要求との関係が

より分かり易くなるよう行政評価の手引きを修正するなど、必要な見直しを進めます。 

 

  

0

10

20

30

40

50

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

1 2 0 1 02
5 7 6

1

27
27

37

10

1

0
0

1

1

0

管理者の情報提供

Ａ 不十分な点が多かった Ｂ やや不十分な点があった Ｃ 適切であった Ｄ 事務事業評価や施策評価には関わっていない
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２．事務事業評価及び施策評価会議に関する課題 

（１）事務事業評価に関する課内議論の内容 

事務事業評価で実際に時間を費やされた議論はどういった内容が多かったですか。

（主なものを２つ以内で選択） 

 

  

事務事業評価にあたっての課内議論では、「成果・残っている課題」や「今後の方向

性」等に関する議論が多く行なわれました。 

また、第３次実施計画の初年度であったことから、「事業目的や成果参考指標」を新た

に設定するための議論も多く行われました。 

一方、「ほとんど議論はできなかった」「議論をそもそもしなかった」と回答した人は、 

３．５％であり、その理由は、「業務多忙」「普段から議論している」などでした。 

 

 

  

Ａ 事業目的や成果参考

指標

25.0%

Ｂ 評価時点での現状

14.3%

Ｃ 成果、残っている課題

30.4%

Ｄ 今後の方向性

25.9%

Ｅ ほとんど議論できな

かった

2.2%

Ｆ 議論をそもそもしなかっ

た

1.3%
Ｇ 事務事業評

価には関わって

いない

0.9%
Ｈ その他

0.0%

課内議論の内容（複数回答)

Ａ 事業目的や成果参考指標 Ｂ 評価時点での現状

Ｃ 成果、残っている課題 Ｄ 今後の方向性

Ｅ ほとんど議論できなかった Ｆ 議論をそもそもしなかった

Ｇ 事務事業評価には関わっていない Ｈ その他
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（２） 事務事業評価の内容 

より良い事業展開にむけて、事務事業の目的の整理や現状分析、成果の把握、課題整

理はできましたか。 

 

 

事務事業評価については、より良い事業展開に向けた課題整理等が「できた」「ど

ちらかというとできた」と回答した人が８５．３％（前回調査８４．５％）でした。 

また、「あまりできなかった」「できなかった」とする人が９．３％（前回調査

１３．７％）であり、その理由は「事業内容が評価になじまない」「日常の業務を

通じて整理している」「業務多忙」などでした。 

 

事務事業評価シートの作成や行政評価の活用にあたっては、課（室）内で十分議論

をしていただくことが重要です。 

引き続き、研修等により有効な議論が進むよう支援します。 

 

  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

20.0%
26.5%

17.8%
11.1%

50.0%

73.3% 58.8%
66.7%

66.7%
0.0%

3.3%

2.9% 6.7% 16.7%

0.0%

0.0%

2.9% 4.4%
5.6%

0.0%

3.3%
8.8%

4.4%
0.0%

50.0%

事務事業評価

Ａ できた Ｂ どちらかというとできた Ｃ あまりできなかった Ｄ できなかった Ｅ その他

- 15 -



 

（３）施策評価会議 

 施策評価は、「総合発展計画に定めてある施策の成果参考指標の達成状況等を検証し、

課題を明らかにした上で、その課題の解決にむけて、施策全体の進め方と翌年度に向け

た取組みの方向性を決定・共有し、翌年度の事業展開に活用すること」を目的としてい

ます。今年度の施策評価会議はその目的に合致した有用な会議でしたか。 

 

 

事務事業担当課長のうち、施策評価会議が「有用な会議であった」とするものが

２０．０％（前回調査３１．６％）、また、「改善すべき点がある」とするものが

１０．０％（前回調査７．９％）でした。 

施策評価会議は開催されなかったとの回答は、２３．３％（前回調査３４．２％）

でした。 

 

施策評価会議については、有用な意見として、情報の共有、上司との意見交換、振

り返りや今後の方向性の確認などが挙げられる一方、同じ部・課の事務事業のみの施

策であり日頃から議論されていること、他部の施策はよく分からない、などの意見が

ありました。 

また、同じ部内の事務事業のみの施策は会議形式によらない場合もあることなどが

見受けられました。 

施策評価会議が有用なケースを明示するなど、効果的に施策評価が行われるよう支

援していきます。 

 

 

  

Ａ 有用な会議であった, 

20.0%

Ｂ 改善すべき点がある, 

10.0%

Ｃ 会議は不要である, 

3.3%

Ｄ 施策評価会議は開催さ

れなかった, 23.3%

Ｅ 施策評価には関わって

いない, 40.0%

Ｆ その他, 3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事務事業

担当課長

施策評価会議

Ａ 有用な会議であった Ｂ 改善すべき点がある

Ｃ 会議は不要である Ｄ 施策評価会議は開催されなかった

Ｅ 施策評価には関わっていない Ｆ その他
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３．行政評価の活用に関する課題 

（１）成果志向 

 行政評価の目的の一つに「仕事を提供するサービス量ではなく、行政活動を実施した

結果、県民に対してどのような成果がもたらされたかという「成果志向」による行政運

営を行い、県民にとって満足度の高い行政を実現する」ことがあります。この「成果志

向」についてあなたはどの程度理解していますか。 

 

 

成果志向は、大半の職員が「理解」しており、そのうち、「成果志向を念頭におい

て実践している」人は、６９．８％（前回調査７２．６％）でした。 

また、「理解しているが実践まで至っていない」人は、１０．９％（前回調査   

８．９％）であり、その理由は、「県民の満足度の把握が困難」「アウトカム指標

が取り入れがたい事業」「国庫補助事業や法令による義務的な事業であり成果志向

の考え方になじまない」「内部管理事務である成果としての住民が直接見えない」

などでした。 

 

 

  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

76.7%
67.6% 71.1%

61.1%
50.0%

10.0%

11.8% 4.4% 22.2% 50.0%

10.0%
14.7% 17.8%

16.7%

0.0% 0.0%

成果志向

Ａ 理解しており、成果志向を念頭に置いて実践している Ｂ 理解しているが、実践まで至っていない

Ｃ 理解しているが、担当業務は成果志向の考え方になじまない Ｄ ほとんど理解できていない
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（２）他の職員の理解度 

   他の職員の理解度は、どうですか。 

 

 

成果志向に対する他の職員の理解度については、「全体的に理解して

いると思う」人は３４．１％（前回調査３１．５％）、「一部の課員は理解して

いるが、全体としての理解は低いと思う」人は５５．８％（前回調査６０．１％）で

した。 

 

成果志向の考え方は、行政評価導入から１０年以上経過したこともあり、概ね理解が

進んでいると考えられる一方、まだ理解が十分でないと推測される部分もあります。 

成果指標の考え方について行政評価の手引きで詳しく説明するなど、職員の理解が進

むように努めます。 

  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

50.0%

26.5% 28.9% 33.3%
50.0%

50.0%

55.9%
62.2% 50.0%

50.0%

0.0%

17.6%
8.9%

16.7%
0.0%

成果志向 他の職員の理解度

Ａ 全般的に理解されていると思う

Ｂ 一部の課員は理解しているが、全体としての理解度は低いと思う

Ｃ ほとんど理解されていないと思う
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（３）予算要求への活用 

   予算要求書の原案作成にあたり、事務事業評価を活用しましたか。 

 
 

予算要求書の原案作成にあたり、「評価結果を参考にした」「一部

参考にした」人は、５１．９％（前回調査５０．６％）であり、その内容は「成

果参考指標の達成度度合いを確認し、手厚くする事業や縮小する事業の選別に利用

した」「整理した成果・課題を踏まえて事業内容を精査・整理した」などでした。 

また、「参考にしなかった」と回答した人は、３２．６％（前回調査３５．７％）

であり、その理由は、「予算要求と直結していない」「課全体では要求額が決まっ

ており議論にならない」「国庫補助事業や法令による義務的な事業であり評価を反

映させづらい」などでした。 

 

  

0%

20%

40%

60%

80%

100%

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

10.0%
20.6% 22.2% 22.2%

0.0%

40.0%
29.4% 26.7%

44.4%

50.0%

33.3% 32.4% 33.3%

33.3%

0.0%

16.7% 17.6% 17.8%

0.0%

50.0%

事務事業評価の予算要求への活用

Ａ 評価結果を参考にした Ｂ 一部参考にした Ｃ 参考にしなかった Ｄ その他
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（４）予算編成への活用 

 予算担当者は予算編成にあたり、事務事業評価を活用しましたか。 

 

 

 

予算担当者を対象としたアンケートによると、予算編成にあたり、「事務事業評

価結果を参考にした」「一部参考にした」人は、８１．３％（前回調査６０．０％）

であり、活用した内容は、「事務事業の目的、事業概要の内容」「今後の方向性」

「成果があったこと、及びまだ残っている課題」「成果参考指標・現状」でした。 

「参考にしなかった」人は０％（前回調査２６．７％）でした。 

 

 

（５）予算編成上、重視する点 

  予算編成をする上で、事務事業のどのような点を重視して確認していますか。（３つ

以内で複数回答） 

 

 

予算担当者を対象としたアンケートによると、予算編成をする上で、重視して確

認する点として、「事務事業の必要性（背景、現状、課題等）」「事業の実施の成

果・効果」などが挙げられました。 

   

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ 評価結果を参考にした, 

25.0%

Ｂ 一部参考にした, 56.3%

Ｃ 参考にしなかった, 0.0%

Ｄ 事務事業評価シート

の添付がなかった, 12.5%

その他, 6.3%

予算編成への活用

Ａ 評価結果を参考にした Ｂ 一部参考にした Ｃ 参考にしなかった Ｄ 事務事業評価シートの添付がなかった その他
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（６）行政評価の活用 

   行政評価（事務事業評価）を、あなたは何に役立てていますか。（３つ以内で選択） 

 

 

「事業の目的の明確化」に役立てていると回答した人は４８．８％（前回調査４

４．０％）、「事業の振り返りと改善」に役立てていると回答した人は５７．４％

（前回調査５３．６％）でした。 

一方、「ほとんど役に立っていない」とする人は、１７．１％（前回調査     

２３．２％）でした。 

  

0%

50%

100%

150%

200%

250%

事務事業

担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

46.7% 52.9% 55.6%
33.3%

0.0%

33.3% 23.5% 26.7%

33.3%

56.7% 58.8% 55.6%
61.1%

50.0%

30.0% 35.3% 28.9%
22.2%

0.0%

行政評価の活用

Ａ 事業の目的の明確化 Ｂ 仕事の進行管理
Ｃ 事業の振り返りと改善 Ｄ 事業に関する議論の機会（目的、手段、指標等）
Ｅ 予算要求時の事業の取捨選択 Ｆ 政策形成能力の向上
Ｇ 組織要求、人員管理 Ｈ 事業についての県民への説明
Ｉ ほとんど役に立っていない Ｊ その他
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（７）施策評価結果の反映 

   予算要求書の現案作成にあたり、施策評価結果を考慮しましたか。 

 

 
 

「確認した（反映されていた）」「確認した（反映するよう検討した）」と回答

した人は３８．０％（前回調査なし）でした。 

一方、「確認をしなかった」と回答した人は、５４．３％（前回調査なし）でし

た。 

 

評価結果をできるだけ予算に活用できるよう、制度の周知や予算編成との関係を明

確にしていきます。 
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担当課長

行政評価

総括リーダー

行政評価

リーダー

担当 施策評価

推進員

33.3%
20.6% 22.2% 16.7%

0.0%

13.3%

5.9%
15.6% 27.8%

50.0%

3.3%

17.6%
4.4%

5.6%

50.0%
55.9% 57.8%

50.0% 50.0%

施策評価結果の反映

Ｄ 確認をしなかった

Ｃ 施策評価結果の「今後の方向性」に書かれている内容が予算要求に反映されているか確認した（反映されていない内容

が一部あったが特段の対応はしなかった）
Ｂ 施策評価結果の「今後の方向性」に書かれている内容が予算要求に反映されているか確認し、反映されていない内容は

反映するよう検討した
Ａ 施策評価結果の「今後の方向性」に書かれている内容が予算要求に反映されているか確認した（反映されていた）
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（８）総合戦略や国土強靱化計画の評価 

   「島根県総合戦略」の検証や「島根県国土強靱化計画」の進行管理について行政評価

を活用していますが、作業の負担状況はいかがですか。 

 

 

「負担減が図られている」と回答した人は３８．８％（前回調査なし）でした。。 

一方、「負担減が図られているとは思えない」と回答した人は、１６．３％（前

回調査なし）、「これら２つの計画の事務担当ではない」と回答した人は４１．９

％でした。 

 

「島根県総合戦略」の検証や「島根県国土強靱化計画」の進行管理は、今年度から

始めたところです。 

効果的で効率的に評価ができるよう事務の改善に努めます。 

 

 

 

 

４．その他の課題 

  自由意見として、「行政評価の意義・必要性」「簡素化・負担軽減」「評価手法等の

見直し」「シート設計等の改善」など多数の意見がありました。引き続き、改善のため

の検討を進めていきます。 
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行政評価

総括リーダー

行政評価
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担当 施策評価

推進員

43.3% 41.2% 37.8% 33.3%

0.0%

0.0% 2.9%
2.2%

5.6%

50.0%

10.0%
20.6%

11.1%

27.8%

46.7%
35.3%

48.9%

33.3%

0.0%

総合戦略・強靭化計画の評価

Ｄ 「島根県総合戦略」「島根県国土強靱化計画」に関連する事務の担当ではない

Ｃ 負担減が図られているとは思えない

Ｂ Ａのとおり負担減が図られているが、見直す点もある

Ａ 「島根総合発展計画」の評価・検証を活用しており、それぞれの計画ついて個別に評価するよりも負担減が図られて

いる
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資料１-１ 施策評価シートの様式 

 

 

電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 実績値

達成率 ％ 達成率 ％

目標値 目標値

取組目標値 取組目標値

実績値 実績値

達成率 ％ 達成率 ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④今年度末の施策目標の達成度予測

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

施策評価シート（評価実施年度：平成２８年度）
事務事業所管部局長

（幹事部局）
健康福祉部長　原　仁史 0852-22-5230

小規模福祉活動組織の設置

数（累計）

件

①施策の目的等

施策の名称

２８年度の施策目的の
達成度予測

Ａ:達成できる

Ｂ:概ね達成できる（見直す点が

ある）

Ｃ:達成は困難

1

A

判断 その理由

定性目標

平成24年度～平成27年度

施策Ⅱ－２－２　地域福祉の推進

数値目標

目的
○福祉サービスの確保と質の向上を図るとともに、公的サービスとボランティアや地域の活動、地域住民の連携により、日常生活を支える地域福祉の仕組みづくりと住民

が相互に支え合う社会の構築を目指します。

課題解決に向けての今
後の取組みの方向性

1

成果参考指標の実績等
の補足説明（任意記
載）

必要に応じて記載（任意記載）

評価時点で施策目的に
対する現状
（客観的事実・データ
などに基づいた施策の
現状や取組状況）

（１）平成３１年度末
の施策目的の達成状況
（予測）

Ａ:達成できる

Ｂ:概ね達成できる

Ｃ:達成は困難

判断 その理由（④の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

A

（２）施策の目的達成
に向けての課題

1

数値目標

1

事務事業所管部局長〔幹事部局）の職・氏名、電話番号が記入してあります。

「島根総合発展計画」第３次実施計画（平成２８年３月策定。以下「実施計画」という。） で定めた６６本の施策の名称が記入してあります。

実施計画で整理したこの施策の目的（施策を実施することによって、効果、効用を及ぼそうとしている具体的名対象や、その対象をどのようにしたいか）が記入してありま

す。

実施計画で定めたこの施
策の成果参考指標が記入
してあります。

年度ごとの成果参考指標の目標値及び実績値が記入してあります。

①実施計画で定めた目標値を達成し、かつ新たな目標値となる「取組目標値」を設定した場合に

は、その目標値が記入してあります。

②Ｈ２７目標値に数字が入っている成果参考指標は、「まち・ひと・しごと創生 島根県総合戦略」

（以下「総合戦略」という。）のＫＰＩと同じものです。

③Ｈ２７の数値が（ ）書きのものは、②の指標のうち実施計画、総合戦略の期間中の累計が目標

値となっている場合の総合戦略初年度の数値です。

④成果参考指標が五つ以上ある場合は、「別紙１」があります。

⑤関連する事務事業については「別紙２」 に記載しています。

この施策の成果参考指標に定性目標が設定してある場合、記入してあります。

成果参考指標について、補足説明が必要な場合や取組目標値を設定した場合の考え方などが記入してあります。

客観的事実や関連するデータなどを用いて、施策目的に対する現在の状況（成果参考指標以外の要素）が記入してあります。

前年度の状況と概ね上半期まで
の取組の成果に、今年度実施す
る予定の事業の成果や外部環境
の変化予測等を見込んだうえで、
今年度末の施策目標の達成度を
予測したものです。

左の評価の判断理由について、事務事業所管部局長の考え方が記入してあります。見直す点や順調に進んでいない理由についても記入してあります。

平成３１年度末において、施策目
的が達成可能かどうか予測して、
表頭の選択肢から選んで記入し
てあります。

平成３１年度の施策目的の達成状況について、これまでの状況や今度投入できるであろう行政資源量や外部環境の変化予測などを踏まえて判断した結

果が、④の結果と異なる場合について、その理由が記入してあります。

施策の目的を達成するために解決しなければならない課題が記入してあります。

この施策の目的を最も効果的・効率的に達成するために、上記で整理したいくつかの課題に、どのような方向性で取り組むべきかについ て、考え方が記入してあります。
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資料１-２ 事務事業評価シートの様式 

 

 

１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

成果参考指標名等

指標名

1

2

①困っている「状況」

①困っている「状況」

％

前年度の課題を踏まえた改

善策の実施状況
(未選択)事　業　費（b）（千円）

単位

1

1

うち一般財源（千円）

２６年度実績 ２７年度計画

３０年度 ３１年度年度 2７年度

目標値

1

①困っている「状況」

目

的

（１）対象 1

（２）意図 1

事務事業の名称 1

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２８年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 1

1

電話番号 1

2８年度 2９年度

1
実績値

達成率 ％

1

実績値

取組目標値

指標名
目標値

取組目標値

式・

定義

1

達成率

式・

定義

６.成果があったこと（改善されたこと）

事

業

概

要

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既存の事業説明資
料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいように、「５．評価時点
での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れとなるよう、わかりやすく、ストー
リー性のあるシート作成に努めてください。

この事務事業が属する上位の施策名が記入し

てあります。

事務事業担当課長の職、氏名、電話番号が記入してあります。

事務事業の名称が記入してあります。

この事務事業を実施することによって、効果、効用を及ぼそうとしている具体的な対象が記入してあります。

上記（１）の対象をどのような状態（効果、効用）したいのかが記入してあります。

この事務事業が、どのような考えで、誰に対しどのような事業を展開しているのか記入してあり ます。

事務事業の目的の達成状況を判断するための参考となる指標が記入してあ

ります。

成果参考指標の式や定義が記入してあります。

この事務事業の事業費が記入してあります。

①順調に進んでおり課題がないため検討していない

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含む） ③改

善策を検討中 ④課題はあるが検討していない ⑤新

規 から選択してあります。

事務事業目的に対する現在の状況を、客観的事実や関連する データなどを用いて記入してあります。

これまでの取組状況を踏まえ、成果参考指標を含めた総合的な

成果が記入してあります。

事務事業の目的を達成していくうえで、困った状況が記入してあります。

上記①の困った状況が発生している原因が記入してあります。

上記②の原因を解消するための課題が記入してあります。

上記７③の課題に対し、今後、どのよ うな方向性で取り組んでいくのか、事務事業担当課長の考え方が記入してあります。

施策評価結果や評価後の状況の変化を踏まえ追加評価した場合に、その内容が記入してあります。

年度ごとの成果参考指標の目標値及び実績値が記入してあります。

①当初定めた目標値を達成し、かつ新たな目標値となる「取組目標値」を設定した場合には、そ

の目標値が記入してあります。

②Ｈ２７目標値に数字が入っている成果参考指標は、「まち・ひと・しごと創生 島根県総合戦略」

（以下「総合戦略」という。）のＫＰＩと同じものです。

③Ｈ２７の数値が（ ）書きのものは、②の指標のうち実施計画、総合戦略の期間中の累計が目

標値となっている場合の総合戦略初年度の数値です。

④成果参考指標が三つ以上ある場合は、「別紙１」があります。
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資料２ 平成２８年度施策別関係部局一覧 

 

 

１．企業の競争力強化 ○ ● ○ ○
２．新産業・新事業の創出 ●
３．ソフト系ＩＴ産業の振興 ●
４．企業立地の推進 ● ○
１．売れる農林水産品・加工品づくり ● ○ ○
２．県産品の販路開拓・拡大の支援 ○ ●
３．農林水産業の担い手の確保・育成 ●
１．地域資源を活用した観光地づくりの推進 ●
２．情報発信等誘客宣伝活動の強化 ●
３．外国人観光客誘客の強化 ●
１．経営革新及び経営基盤の強化の支援 ● ○
２．円滑な事業承継の推進 ●
１．雇用・就業の促進と人材の確保 ● ○
２．人材の育生・定着 ●
３．Ｕ・Ｉターンの促進 ● ○
１．高速道路網の整備 ●
２．航空路線の維持・充実 ●
３．空港･港湾の維持・整備 ●
１．危機管理体制の充実・強化 ● ○
２．消防防災対策の推進 ○ ● ○ ○
３．原子力安全・防災対策の充実・強化 ● ○
４．治安対策の推進 ○ ●
５．交通安全対策の推進 ● ○ ○
６．消費者対策の推進 ● ○
７．災害に強い県土づくり ○ ●
８．食の安全の確保 ● ○
１．健康づくりの推進 ●
２．地域福祉の推進 ●
３．高齢者福祉の推進 ●
４．障がい者の自立支援 ●
５．生活衛生の充実 ●
６．生活援護の確保 ●
１．医療機能の確保 ●
２．県立病院における良質な医療提供 ●
３．医療従事者の養成・確保 ●
１．結婚支援の充実 ●
２．妊娠・出産支援の充実 ●
３．子育て支援の充実 ●
４．子育て福祉の充実 ●
１．道路網の整備と維持管理 ○ ●
２．小さな拠点づくり ●
３．地域生活交通の確保 ● ○
４．地域情報化の推進 ● ○
５．農山漁村の多面的機能の維持・発揮 ●
６．居住環境づくり ○ ○ ● ○
１．学校・家庭・地域の連携協力による教育の充実 ●
２．発達段階に応じた教育の振興 ○ ●
３．青少年の健全な育成の推進 ● ○
４．高等教育の充実 ●
１．生涯を通じた学習と社会貢献活動の推進 ○ ●
２．スポーツの振興 ●
３．文化芸術の振興 ● ○
１．人権施策の推進 ● ○ ○
２．男女共同参画の推進 ● ○
３．国際化と多文化共生の推進 ●
１．多様な自然の保全 ● ○
２．自然とのふれあいの推進 ○ ● ○
３．景観の保全と創造 ●
４．文化財の保存・継承と活用 ●
５．環境保全の推進 ● ○ ○ ○
６．再生可能エネルギーの利活用の推進 ● ○ ○

施策：６１本

１．県民の総力を結集できる行政の推進 ● ○ ○ ○
２．市町村との更なる連携による行政の推進 ○ ●
３．財政健全化に向けた改革の推進 ○ ●
４．迅速に活動できる組織の運営 ●
５．政策推進システムの充実 ●

教
育
庁

警
察

本
部

土
木
部

５．雇用・定住の促進

防
災
部

３．観光の振興

（注）着色している施策は、「まち・ひと・しごと創生　島根県総合戦略」と関連の深いものを指す

「●」：幹事部局

地
域

振
興
部

環
境

生
活
部

病
院
局

５．生活基盤の維持・確保

企
業
局

２．健康づくりと福祉の充実

商
工

労
働
部

健
康

福
祉
部

政　　策

２．自然が育む資源を
活かした産業の振興

総
務
部

農
林

水
産
部

計画推進に向けた県の基
本姿勢

６．産業基盤の維持・整備

４．自然環境、文化・歴史
の保全と活用

施　　　策

２．多彩な県民活動の推進

３．人権の尊重と相互理解
の推進

１．安全対策の推進

産
　
業
　
振
　
興

１．ものづくり・ＩＴ産業
の振興

４．結婚・出産・子育て支援
の充実

Ⅲ
・
心
豊
か
な
し
ま
ね

政策：１５本

基本
目標

政
策

企
画
局

４．中小企業・小規模
企業の振興

１．教育の充実

Ⅰ
・
活
力
あ
る
し
ま
ね

Ⅱ
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
し
ま
ね

３．医療の確保
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値

製
造

業
に

対
す

る
競

争
力

強
化

施
策

に
よ

る
従

業
者

の
増

加
数

（
４

年
間

の
累

計
）

人
H
2
7
:
8
6

1
2
5

5
0
0

製
造

業
の

従
業

員
１

人
当

た
り

年
間

付
加

価
値

額
万

円
H
2
9
.
2
頃

公
表

9
2
0

9
5
0

産
学

官
連

携
や

異
業

種
・

異
分

野
連

携
に

よ
る

新
製

品
・

サ
ー

ビ
ス

等
の

創
出

数
（

累
計

）
件

8
1
0

3
0

産
業

競
争

力
強

化
法

に
基

づ
く

創
業

支
援

に
よ

る
創

業
者

数
人

2
1
5

2
1
0

3
0
0

Ⅰ
－

１
－

１
企

業
の

競
争

力
強

化

　
特

徴
あ

る
県

内
産

業
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
活

か
し

な
が

ら
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

企
業

の
競

争
力

を
高

め
、

収
益

力
を

向
上

す
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
県

内
も

の
づ

く
り

企
業

の
経

営
、

技
術

、
販

路
な

ど
の

個
別

課
題

へ
の

対
応

、
及

び
新

た
な

事
業

を
展

開
す

る
た

め
の

研
究

開
発

、
販

路
確

保
、

設
備

投
資

等
に

対
す

る
支

援
の

実
施

と
継

続
的

な
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
雇

用
、

付
加

価
値

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

・
他

方
、

世
界

経
済

の
景

気
動

向
や

為
替

相
場

な
ど

の
外

的
環

境
の

変
化

に
よ

る
影

響
や

、
有

効
求

人
倍

率
が

高
い

水
準

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

労
働

力
の

安
定

的
な

確
保

な
ど

が
懸

念
さ

れ
る

。

・
経

営
環

境
の

変
化

に
対

応
し

た
経

営
・

技
術

・
販

売
力

強
化

に
向

け
た

総
合

的
な

支
援

や
、

新
分

野
参

入
、

企
業

連
携

、
生

産
性

向
上

な
ど

の
新

た
な

取
組

み
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。
・

グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の

対
応

と
し

て
、

県
内

企
業

の
海

外
展

開
の

検
討

か
ら

、
計

画
策

定
、

進
出

、
進

出
後

の
事

業
運

営
に

至
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
、

Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ

Ｎ
進

出
企

業
に

対
し

て
は

、
タ

イ
の

ビ
ジ

ネ
ス

サ
ポ

ー
ト

・
オ

フ
ィ

ス
に

よ
り

経
営

上
の

課
題

解
決

に
向

け
対

応
す

る
。

ま
た

、
Ｊ

Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ

や
現

地
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
活

用
に

よ
り

、
海

外
の

最
新

情
報

や
バ

イ
ヤ

ー
等

の
ニ

ー
ズ

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
県

内
の

貿
易

支
援

機
関

の
体

制
強

化
を

図
る

。
・

集
積

産
業

の
基

盤
強

化
の

た
め

、
成

長
分

野
へ

の
参

入
や

人
材

確
保

・
育

成
、

企
業

連
携

、
設

備
投

資
、

情
報

発
信

な
ど

を
産

学
官

及
び

外
部

専
門

家
が

連
携

し
て

継
続

的
に

支
援

す
る

。

商
工
労
働
部

単
位

「
島

根
総

合
発

展
計

画
」

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測
と

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

施
策

名
目

的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

Ⅰ
－

１
－

２
　

新
産

業
・

新
事

業
の

創
出

　
産

学
官

連
携

や
異

業
種

・
異

分
野

連
携

に
よ

り
、

島
根

発
の

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

の
技

術
・

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
等

の
創

出
や

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
の

担
い

手
と

な
る

起
業

家
の

育
成

を
行

い
、

県
内

企
業

の
新

事
業

展
開

を
促

進
し

ま
す

。

Ｂ

・
先

端
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

５
カ

年
の

計
画

期
間

の
４

年
目

を
迎

え
て

お
り

、
技

術
移

転
が

見
込

め
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

も
６

件
と

な
り

、
具

体
的

な
事

業
化

に
向

け
た

動
き

が
加

速
し

て
い

る
。

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

支
援

事
業

で
は

、
前

年
度

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

案
件

を
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

し
、

事
業

化
に

結
び

付
け

て
い

く
。

・
島

根
大

学
・

松
江

高
専

・
県

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

と
県

内
企

業
と

の
共

同
研

究
・

受
託

研
究

件
数

は
、

過
去

数
年

順
調

に
伸

長
し

て
い

る
。

・
創

業
支

援
事

業
計

画
策

定
団

体
も

、
平

成
2
8
年

６
月

に
新

た
に

３
団

体
認

定
さ

れ
、

1
3
団

体
と

な
り

、
市

町
村

を
単

位
と

し
た

包
括

的
創

業
支

援
体

制
の

整
備

が
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

・
先

端
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
よ

り
多

く
の

案
件

を
事

業
化

す
る

た
め

市
場

ニ
ー

ズ
の

変
化

に
対

応
し

た
技

術
開

発
・

事
業

化
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

支
援

事
業

で
は

、
普

及
啓

発
か

ら
事

業
化

に
至

る
ま

で
産

学
官

金
が

連
携

し
て

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

・
先

端
技

術
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

市
場

動
向

を
見

極
め

な
が

ら
企

業
と

の
共

同
研

究
開

発
を

推
進

し
、

早
期

事
業

化
を

目
指

す
。

・
ヘ

ル
ス

ケ
ア

ビ
ジ

ネ
ス

創
出

支
援

事
業

は
、

協
議

会
に

お
い

て
課

題
解

決
に

向
け

た
連

携
を

深
め

、
セ

ミ
ナ

ー
を

通
じ

て
普

及
啓

発
を

図
る

。
ま

た
、

モ
デ

ル
構

築
支

援
事

業
や

事
業

者
向

け
の

人
材

育
成

講
座

の
実

施
に

よ
り

、
事

業
化

の
促

進
と

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

の
創

出
を

目
指

す
。

・
「

学
」

の
シ

ー
ズ

と
「

産
」

の
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
機

会
を

増
や

す
と

と
も

に
、

県
内

企
業

と
高

等
教

育
機

関
の

連
携

強
化

に
つ

な
が

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
事

業
を

実
施

す
る

。
・

こ
れ

ま
で

県
東

部
で

し
か

開
催

し
て

い
な

か
っ

た
起

業
家

を
育

成
す

る
ス

ク
ー

ル
事

業
を

、
西

部
で

も
実

施
し

、
起

業
マ

イ
ン

ド
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
各

地
域

の
包

括
的

創
業

支
援

体
制

の
充

実
強

化
を

図
る

た
め

、
新

た
に

関
係

機
関

連
絡

会
や

支
援

者
向

け
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。

商
工
労
働
部

・
２
８
年
度
末
の
達
成
度
予
測

「
Ａ
」
達
成
で
き
る

「
Ｂ
」
概
ね
達
成
で
き
る
（
見
直
す
点
が
あ
る
）
「
Ｃ
」
達
成
は
困
難

・
成
果
参
考
指
標

目
標
値
の
う
ち
２
段
書
き
に
な
っ
て
い
る
数
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

上
段
：
再
設
定
し
た
取
組
目
標
値

下
段
の
括
弧
内
数
字
：
総
合
発
展
計
画
第
３
次
実
施
計
画
の
目
標
値

資
料
３

－
1
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

ソ
フ

ト
系

Ｉ
Ｔ

産
業

の
技

術
者

数
人

1
,
2
8
4

1
,
3
2
4

1
,
5
5
0

ソ
フ

ト
系

Ｉ
Ｔ

産
業

の
年

間
売

上
高

億
円

2
2
8

2
4
0

2
8
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
支

援
に

よ
り

確
保

し
た

技
術

者
数

（
４

年
間

の
累

計
）

人
H
2
7
：

2
5

2
0

8
0

企
業

立
地

に
よ

る
新

規
雇

用
者

計
画

数
（

４
年

間
の

累
計

）
人

H
2
7
:
8
2
7

5
4
0

2
,
1
6
0

上
記

の
う

ち
中

山
間

地
域

・
離

島
（

４
年

間
の

累
計

）
人

H
2
7
:
2
5
0

2
2
0

8
8
0

Ⅰ
－

１
－

４
　

企
業

立
地

の
推

進

　
県

外
か

ら
の

新
規

立
地

や
県

内
企

業
の

再
投

資
を

促
す

こ
と

に
よ

り
、

県
内

産
業

の
高

度
化

と
雇

用
の

場
の

創
出

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
昨

年
度

の
企

業
立

地
計

画
の

新
規

認
定

は
県

外
企

業
と

県
内

企
業

あ
わ

せ
て

3
2
件

で
、

平
成

４
年

度
の

制
度

開
始

以
降

の
最

高
と

な
り

、
新

規
雇

用
者

計
画

数
は

8
2
7
人

で
あ

っ
た

。
こ

の
う

ち
、

中
山

間
地

等
の

立
地

は
1
4
件

で
、

新
規

雇
用

計
画

数
は

2
5
0
人

で
あ

っ
た

。
・

引
き

続
き

今
年

度
も

製
造

業
、

ソ
フ

ト
系

Ｉ
Ｔ

産
業

と
も

に
新

規
立

地
に

向
け

て
積

極
的

な
誘

致
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
今

年
度

か
ら

拡
充

し
た

雇
用

助
成

を
ア

ピ
ー

ル
し

、
中

山
間

地
域

等
へ

の
企

業
立

地
を

働
き

か
け

て
い

る
。

・
た

だ
し

、
新

規
立

地
に

つ
い

て
は

他
県

と
の

誘
致

競
争

が
激

化
し

て
お

り
、

ま
た

、
製

造
業

が
前

年
度

に
比

し
て

設
備

投
資

の
勢

い
が

低
下

し
て

い
る

こ
と

や
、

ソ
フ

ト
系

Ｉ
Ｔ

産
業

を
含

め
人

材
確

保
が

厳
し

い
こ

と
か

ら
、

減
少

が
見

込
ま

れ
る

。

・
全

国
的

に
誘

致
競

争
が

激
し

く
な

っ
て

お
り

、
企

業
に

と
っ

て
魅

力
あ

る
立

地
環

境
の

整
備

を
進

め
る

。
・

人
材

確
保

や
イ

ン
フ

ラ
整

備
な

ど
、

企
業

の
ニ

ー
ズ

に
き

め
細

や
か

に
対

応
す

る
た

め
、

市
町

村
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
一

層
深

め
る

。
・

空
き

店
舗

や
廃

校
、

古
民

家
等

を
活

用
し

た
Ｉ

Ｔ
企

業
の

立
地

や
、

本
社

機
能

の
地

方
移

転
の

促
進

支
援

な
ど

、
地

域
の

特
性

や
資

源
を

活
か

し
た

企
業

立
地

を
推

進
す

る
。

・
中

山
間

地
域

等
へ

立
地

す
る

企
業

の
雇

用
助

成
を

拡
充

す
る

な
ど

、
企

業
立

地
に

よ
る

雇
用

創
出

効
果

が
中

山
間

地
域

等
へ

も
波

及
す

る
よ

う
な

取
組

み
を

進
め

る
。

・
Ｉ

Ｔ
企

業
の

集
積

を
県

西
部

や
離

島
・

中
山

間
地

域
へ

も
広

げ
る

た
め

、
移

住
体

験
ツ

ア
ー

や
Ｉ

Ｔ
個

人
事

業
主

の
開

業
支

援
を

市
町

村
と

連
携

し
て

進
め

る
。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

１
－

３
ソ

フ
ト

系
Ｉ

Ｔ
産

業
の

振
興

　
多

様
化

、
高

度
化

す
る

顧
客

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
情

報
産

業
群

の
形

成
に

向
け

、
Ｉ

Ｔ
技

術
者

を
育

成
す

る
と

と
も

に
、

大
都

市
か

ら
の

業
務

の
獲

得
を

支
援

し
、

県
内

の
ソ

フ
ト

系
Ｉ

Ｔ
産

業
の

技
術

開
発

力
・

競
争

力
の

強
化

、
ビ

ジ
ネ

ス
拡

大
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
県

内
Ｉ

Ｔ
企

業
の

シ
ス

テ
ム

開
発

件
数

が
増

加
し

て
お

り
、

ま
た

、
新

規
立

地
及

び
事

業
拡

大
に

よ
る

設
備

投
資

も
堅

調
に

伸
び

て
い

る
こ

と
か

ら
、

技
術

者
数

・
売

上
高

と
も

増
加

が
見

込
ま

れ
る

。
・

全
国

的
な

技
術

者
不

足
の

状
況

か
ら

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
に

よ
る

人
材

確
保

は
厳

し
さ

を
増

す
と

見
込

ま
れ

る
。

・
自

社
製

品
を

開
発

し
販

売
す

る
な

ど
収

益
性

の
高

い
ビ

ジ
ネ

ス
を

展
開

す
る

こ
と

や
、

異
業

種
と

連
携

し
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

を
創

出
す

る
企

業
が

少
な

い
。

・
し

ま
ね

ソ
フ

ト
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
先

駆
的

技
術

の
開

発
、

高
度

Ｉ
Ｔ

人
材

の
育

成
・

集
積

、
地

域
産

業
に

お
け

る
Ｉ

Ｔ
利

活
用

を
促

進
す

る
。

・
受

注
開

発
の

多
様

化
、

自
社

製
品

の
開

発
・

販
売

、
異

業
種

と
の

連
携

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
創

出
を

促
進

す
る

た
め

、
事

業
の

多
様

化
、

技
術

・
開

発
力

の
向

上
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
企

業
を

支
援

す
る

。
・

サ
ー

ビ
ス

を
実

際
に

提
供

す
る

事
業

者
と

一
体

（
パ

ー
ト

ナ
ー

）
と

な
っ

て
、

新
た

な
市

場
獲

得
を

目
指

す
取

組
み

や
、

今
後

の
市

場
展

望
を

意
識

し
た

技
術

習
得

等
を

支
援

す
る

。
・

首
都

圏
等

か
ら

の
技

術
者

の
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

促
進

、
県

内
の

高
校

や
専

門
学

校
等

で
の

人
材

育
成

に
よ

り
Ｉ

Ｔ
人

材
の

確
保

に
引

き
続

き
取

り
組

み
、

Ｒ
ｕ

ｂ
ｙ

な
ど

を
使

っ
た

オ
ー

プ
ン

ソ
ー

ス
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
等

の
実

践
的

な
講

座
を

開
催

し
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
を

育
成

す
る

。

商
工
労
働
部

－
2
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

主
食

用
米

の
契

約
的

取
引

率
％

5
6

6
0

6
5

主
要

園
芸

品
目

の
契

約
的

取
引

率
％

2
3
.
3

2
4

3
0

有
機

農
業

・
特

別
栽

培
農

産
物

の
栽

培
面

積
h
a

1
,
9
5
4

2
,
7
6
0

3
,
7
8
0

和
牛

子
牛

年
間

生
産

頭
数

頭
6
,
6
8
6

6
,
7
5
6

7
,
0
0
0

生
乳

年
間

生
産

量
（

暦
年

）
万

ｔ
6
.
5

6
.
5

6
.
9

県
産

原
木

自
給

率
（

暦
年

）
％

3
8

3
9
.
5

4
4

原
木

年
間

生
産

量
（

暦
年

）
万

㎥
4
7
.
5

5
2
.
0

6
4
.
0

苗
木

年
間

生
産

量
万

本
1
0
6

1
2
0

1
7
0

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
に

関
連

す
る

雇
用

者
数

人
8
5

1
0
0

1
0
0

漁
業

年
間

生
産

額
（

暦
年

）
億

円
2
1
7
.
0

2
2
2
.
6

2
3
4
.
0

多
様

な
事

業
者

が
連

携
し

た
６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
事

業
体

数
（

４
年

間
の

累
計

）
事

業
体

H
2
7
:
1
6

3
5

1
3
9

多
様

な
事

業
者

が
連

携
し

た
６

次
産

業
化

の
取

組
み

に
よ

る
新

規
雇

用
者

数
（

４
年

間
の

累
計

）

人
H
2
7
:
1
3

2
1

8
4

Ⅰ
－

２
－

１
　

売
れ

る
農

林
水

産
品

・
加

工
品

づ
く

り

　  
農

林
水

産
物

の
生

産
や

加
工

、
流

通
に

つ
い

て
、

消
費

者
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

つ
つ

、
高

品
質

化
と

安
定

生
産

に
向

け
た

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

消
費

者
が

安
心

し
て

農
林

水
産

物
を

購
入

で
き

る
よ

う
、

生
産

段
階

で
の

安
全

管
理

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
島

根
の

特
色

を
活

か
し

た
売

れ
る

農
林

水
産

品
・

加
工

品
づ

く
り

を
促

進
し

ま
す

。

Ｂ

【
農

畜
産

業
の

振
興

】
・

米
に

つ
い

て
は

、
市

場
ニ

ー
ズ

が
高

い
「

つ
や

姫
」

へ
の

転
換

、
1
.
9
㎜

選
別

網
目

の
導

入
等

に
よ

り
食

味
・

品
質

の
向

上
を

推
進

し
て

お
り

、
主

食
用

米
の

契
約

的
取

引
率

は
伸

び
て

い
る

が
、

平
成

3
0
年

か
ら

の
生

産
調

整
廃

止
に

向
け

て
今

後
激

し
さ

が
増

す
産

地
間

競
争

に
勝

ち
抜

く
た

め
、

業
務

用
の

拡
大

に
向

け
た

取
組

み
等

が
必

要
に

な
っ

て
い

る
。

・
園

芸
に

つ
い

て
は

、
リ

ー
ス

ハ
ウ

ス
・

団
地

事
業

に
よ

り
新

規
生

産
希

望
者

を
支

援
し

て
お

り
、

主
要

園
芸

品
目

の
契

約
的

取
引

率
は

伸
び

て
い

る
。

一
方

、
高

齢
化

の
進

行
等

に
よ

り
農

家
数

・
栽

培
面

積
が

減
少

し
て

お
り

、
意

欲
的

な
新

規
就

農
者

が
安

定
し

継
続

で
き

る
経

営
体

へ
発

展
し

て
い

く
た

め
の

支
援

が
急

務
で

あ
る

。
・

有
機

農
業

・
特

別
栽

培
農

産
物

に
つ

い
て

は
、

組
織

化
や

技
術

の
普

及
等

の
課

題
解

決
に

よ
り

さ
ら

な
る

拡
大

が
期

待
で

き
る

。
特

別
栽

培
農

産
物

の
う

ち
「

つ
や

姫
」

に
つ

い
て

も
順

調
に

面
積

拡
大

し
て

い
る

。
・

畜
産

で
は

全
国

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
種

雄
牛

の
造

成
、

肉
用

牛
の

低
コ

ス
ト

生
産

対
策

等
に

よ
り

生
産

頭
数

は
下

げ
止

ま
っ

て
い

る
。

更
に

、
集

落
営

農
組

織
が

放
牧

経
営

に
取

り
組

む
機

運
が

高
ま

り
つ

つ
あ

り
、

そ
れ

に
対

応
し

た
支

援
が

必
要

に
な

っ
て

い
る

。

【
林

業
・

木
材

産
業

の
振

興
】

・
県

産
原

木
の

自
給

率
は

向
上

し
、

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

開
始

に
伴

い
林

地
残

材
の

利
用

が
進

み
、

ま
た

、
雇

用
者

も
順

調
に

増
え

て
い

る
。

・
原

木
生

産
は

着
実

に
増

加
し

、
大

口
需

要
先

へ
の

計
画

的
・

安
定

的
な

原
木

供
給

に
向

け
た

取
組

み
が

進
み

つ
つ

あ
る

。
・

一
方

、
県

産
原

木
の

需
給

ギ
ャ

ッ
プ

は
ま

だ
大

き
い

た
め

、
更

な
る

原
木

増
産

に
向

け
た

生
産

基
盤

の
整

備
、

生
産

コ
ス

ト
等

の
縮

減
に

よ
る

伐
採

収
益

の
確

保
や

再
造

林
の

低
コ

ス
ト

化
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
水

産
業

の
振

興
】

・
浜

田
地

域
の

沖
合

底
び

き
網

漁
業

の
構

造
改

革
等

を
進

め
て

い
る

。
宍

道
湖

の
シ

ジ
ミ

は
、

資
源

管
理

強
化

の
取

組
み

な
ど

に
よ

り
漁

獲
量

が
増

加
傾

向
に

あ
る

。
・

一
方

、
依

然
と

し
て

水
産

物
の

消
費

低
迷

が
続

い
て

い
る

。
ま

た
、

操
業

経
費

の
増

嵩
、

魚
価

の
低

迷
等

に
対

応
し

た
構

造
改

革
を

進
め

て
お

り
、

そ
の

着
実

な
推

進
に

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

【
６

次
産

業
の

推
進

】
・

６
次

産
業

を
推

進
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

市
町

村
と

の
連

携
強

化
が

進
み

、
個

々
の

企
業

・
農

家
に

お
い

て
具

体
的

な
取

組
み

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
や

方
向

性
等

の
共

有
化

が
進

み
つ

つ
あ

る
。

・
ま

た
、

個
別

事
業

者
の

連
携

に
留

ま
ら

ず
、

地
域

が
主

体
と

な
っ

た
広

が
り

の
あ

る
６

次
産

業
の

取
組

み
を

拡
大

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

【
共

通
】

・
美

味
し

ま
ね

認
証

の
普

及
に

取
り

組
ん

だ
結

果
、

認
証

数
は

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

・
美

味
し

ま
ね

認
証

の
一

層
の

拡
大

と
認

知
度

向
上

が
必

要
で

あ
る

。

【
農

畜
産

業
の

振
興

】
・

米
に

つ
い

て
は

、
産

地
間

競
争

に
勝

ち
残

れ
る

よ
う

、
消

費
者

や
実

需
者

と
結

び
つ

い
た

契
約

的
取

引
の

拡
大

を
推

進
す

る
な

ど
、

「
売

れ
る

米
づ

く
り

」
に

向
け

た
販

売
対

策
を

よ
り

一
層

強
化

す
る

。
・

園
芸

に
つ

い
て

は
、

意
欲

の
あ

る
生

産
者

が
園

地
の

集
積

や
労

働
力

の
確

保
を

安
定

的
に

実
施

で
き

る
よ

う
法

人
化

を
進

め
、

産
地

再
生

を
担

う
中

心
的

な
経

営
体

と
な

る
よ

う
誘

導
し

て
い

く
。

・
有

機
農

業
に

つ
い

て
は

、
生

産
者

の
組

織
化

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

が
開

発
し

た
技

術
の

普
及

や
Ｊ

Ａ
を

通
じ

た
販

売
の

拡
大

、
消

費
者

理
解

を
進

め
る

た
め

の
情

報
発

信
等

を
行

う
。

・
畜

産
に

つ
い

て
は

、
新

た
な

担
い

手
の

確
保

、
放

牧
な

ど
に

よ
る

低
コ

ス
ト

生
産

の
推

進
や

、
分

業
化

を
進

め
る

た
め

の
共

同
子

牛
育

成
施

設
の

整
備

等
生

産
基

盤
の

強
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
優

良
な

種
雄

牛
の

作
出

等
に

取
り

組
む

。

【
林

業
・

木
材

産
業

の
振

興
】

・
川

上
・

川
下

の
事

業
体

に
よ

る
原

木
安

定
需

給
協

定
の

締
結

な
ど

を
進

め
る

と
と

も
に

、
高

性
能

林
業

機
械

や
林

道
、

林
業

専
用

道
、

森
林

作
業

道
、

高
付

加
価

値
加

工
施

設
な

ど
の

整
備

、
優

良
苗

木
の

増
産

、
林

業
機

械
の

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

な
ど

の
人

材
育

成
、

県
外

販
路

の
開

拓
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

【
水

産
業

の
振

興
】

・
国

事
業

を
活

用
し

た
漁

業
の

構
造

改
革

の
取

組
み

へ
の

支
援

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

水
産

技
術

セ
ン

タ
ー

で
消

費
者

ニ
ー

ズ
や

産
地

の
動

向
等

を
踏

ま
え

た
高

品
質

化
の

た
め

の
技

術
開

発
を

行
い

、
Ｊ

Ｆ
し

ま
ね

や
加

工
業

者
と

連
携

し
て

本
県

産
水

産
物

を
利

用
し

た
商

品
開

発
を

進
め

る
。

ま
た

、
宍

道
湖

の
シ

ジ
ミ

に
つ

い
て

は
、

漁
業

者
、

国
、

市
、

大
学

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
と

連
携

し
て

、
調

査
研

究
、

環
境

改
善

、
資

源
管

理
等

の
取

組
み

を
推

進
す

る
。

【
６

次
産

業
の

推
進

】
・

市
町

村
が

中
心

と
な

っ
た

広
が

り
の

あ
る

６
次

産
業

の
展

開
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
事

業
者

や
現

場
の

状
況

に
迅

速
に

対
応

す
る

た
め

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

、
サ

ポ
ー

ト
体

制
づ

く
り

を
進

め
る

。

【
共

通
】

・
美

味
し

ま
ね

認
証

等
に

よ
る

生
産

工
程

管
理

の
推

進
、

消
費

者
Ｐ

Ｒ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
食

育
推

進
組

織
と

連
携

し
て

販
路

開
拓

や
消

費
者

理
解

を
推

進
す

る
。

農
林
水
産
部

－
3
－

- 30 -



２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

し
ま

ね
県

産
品

販
売

パ
ー

ト
ナ

ー
店

に
お

け
る

県
産

品
年

間
販

売
額

百
万

円
1
,
1
5
8

1
,
3
3
3

1
,
5
3
0

に
ほ

ん
ば

し
島

根
館

の
年

間
販

売
額

百
万

円
4
3
7

4
3
0

(
3
8
5
)

4
3
0

(
3
8
5
)

県
内

企
業

の
貿

易
実

績
企

業
数

事
業

所
1
8
3

1
8
5

2
0
0

学
校

給
食

に
お

け
る

県
産

品
の

使
用

割
合

％
5
8
.
6

5
9
.
7

6
3

県
外

へ
の

年
間

木
材

製
品

出
荷

量
(
暦

年
)

万
㎥

1
.
2

1
.
3

1
.
5

農
林

水
産

業
新

規
就

業
者

数
（

４
年

間
の

累
計

）
人

H
2
7
:
3
2
1

2
8
0

1
,
1
2
0

農
業

法
人

数
（

累
計

）
法

人
H
2
7
:
3
8
5

4
2
5

5
0
0

林
業

就
業

者
数

（
暦

年
）

人
9
2
6

9
1
3

1
,
0
0
0

年
間

漁
業

生
産

額
3
0
0
万

円
以

上
の

自
営

漁
業

者
数

（
暦

年
）

人
2
7
5

2
3
8

2
5
0

Ⅰ
－

２
－

２
　

県
産

品
の

販
路

開
拓

・
拡

大
の

支
援

　  
消

費
者

や
流

通
関

係
者

の
ニ

ー
ズ

を
商

品
づ

く
り

に
活

か
す

と
と

も
に

、
島

根
の

農
林

水
産

品
・

加
工

品
を

「
価

値
あ

る
商

品
」

と
し

て
売

り
込

む
力

を
強

化
し

、
生

産
者

や
製

造
事

業
者

の
多

様
な

流
通

・
販

売
チ

ャ
ネ

ル
の

開
拓

、
販

路
拡

大
に

よ
る

顧
客

づ
く

り
と

消
費

の
拡

大
を

図
り

ま
す

。

Ｂ

・
島

根
フ

ェ
ア

開
催

支
援

及
び

バ
イ

ヤ
ー

へ
の

商
品

提
案

に
よ

り
、

県
産

品
の

県
外

へ
の

取
引

が
拡

大
し

て
い

る
。

・
生

産
者

・
製

造
業

者
向

け
基

礎
講

座
や

消
費

者
モ

ニ
タ

ー
の

活
用

を
通

じ
て

、
商

品
力

強
化

に
取

り
組

む
事

業
者

は
増

え
て

い
る

。
・

に
ほ

ん
ば

し
島

根
館

は
、

首
都

圏
消

費
者

に
対

す
る

島
根

の
情

報
発

信
拠

点
と

し
て

有
効

に
機

能
し

て
い

る
。

・
し

ま
ね

食
品

輸
出

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
と

現
地

輸
入

卸
が

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
見

本
市

・
展

示
会

出
展

、
小

売
店

で
の

フ
ェ

ア
開

催
な

ど
に

よ
り

、
県

産
品

の
競

争
力

を
高

め
、

輸
出

拡
大

に
繋

げ
る

体
制

が
整

備
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

・
学

校
給

食
に

お
け

る
県

産
品

の
使

用
割

合
が

着
実

に
増

え
て

い
る

。
・

平
成

2
4
年

度
に

県
も

参
画

し
て

設
立

し
た

木
材

製
品

県
外

出
荷

し
ま

ね
事

業
体

連
合

は
、

大
阪

、
名

古
屋

、
東

京
、

広
島

で
の

展
示

・
商

談
会

に
出

展
す

る
こ

と
で

認
知

度
を

向
上

さ
せ

、
県

外
へ

の
木

材
製

品
の

出
荷

を
伸

ば
し

た
。

・
販

路
拡

大
の

取
組

み
に

つ
い

て
は

、
小

規
模

の
生

産
事

業
者

や
製

造
事

業
者

が
多

く
、

個
々

の
事

業
者

単
独

で
の

販
路

拡
大

に
は

、
人

的
・

資
金

的
な

面
で

制
約

が
あ

る
た

め
、

今
後

も
関

係
団

体
と

連
携

し
た

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

【
県

産
品

の
販

路
拡

大
】

・
県

産
品

を
取

り
扱

う
小

売
店

や
飲

食
店

な
ど

へ
取

扱
い

を
増

や
す

よ
う

継
続

的
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

商
品

力
強

化
の

た
め

の
消

費
者

の
ニ

ー
ズ

把
握

、
研

修
事

業
の

実
施

、
Ｗ

ｅ
ｂ

物
産

展
の

開
催

な
ど

に
よ

る
営

業
力

向
上

の
た

め
の

支
援

を
行

う
。

・
農

林
水

産
品

に
お

け
る

生
産

側
と

実
需

者
と

の
連

携
の

強
化

を
図

る
。

・
事

業
者

の
商

談
率

を
上

げ
る

た
め

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

も
含

め
た

実
効

性
の

あ
る

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

や
、

多
様

な
販

路
開

拓
を

支
援

を
行

う
。

特
に

小
規

模
事

業
者

な
ど

に
対

し
て

は
、

商
工

団
体

な
ど

と
連

携
し

必
要

な
支

援
を

行
う

。
【

食
品

産
業

の
総

合
支

援
】

・
食

品
産

業
を

プ
ロ

セ
ス

に
応

じ
て

支
援

し
、

個
々

企
業

の
競

争
力

を
高

め
る

取
組

み
を

行
う

。
特

に
、

今
後

い
っ

そ
う

生
産

工
程

管
理

や
衛

生
管

理
水

準
の

向
上

が
求

め
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
に

対
応

し
た

支
援

を
行

う
。

【
地

産
地

消
】

・
直

売
所

の
品

揃
え

充
実

等
に

よ
る

魅
力

あ
る

店
づ

く
り

、
生

産
者

な
ど

と
給

食
施

設
が

一
体

と
な

っ
た

組
織

体
制

づ
く

り
、

観
光

客
等

に
評

価
さ

れ
る

地
元

な
ら

で
は

の
魅

力
あ

る
レ

シ
ピ

作
り

や
メ

ニ
ュ

ー
提

供
な

ど
に

よ
り

、
地

産
地

消
を

推
進

す
る

。
【

貿
易

】
・

海
外

市
場

で
の

販
路

開
拓

・
拡

大
を

見
込

め
る

品
目

・
対

象
国

・
地

域
を

精
査

し
、

重
点

的
な

輸
出

振
興

の
取

組
み

を
強

化
す

る
。

・
セ

ミ
ナ

ー
、

商
談

会
、

テ
ス

ト
輸

出
へ

の
支

援
な

ど
に

よ
り

、
輸

出
促

進
に

向
け

た
機

運
の

醸
成

、
県

内
産

地
間

の
連

携
強

化
、

新
規

輸
出

品
目

の
掘

り
起

こ
し

を
図

る
。

【
県

産
材

の
利

用
拡

大
】

・
県

産
材

に
つ

い
て

は
、

高
品

質
化

、
高

付
加

価
値

化
に

よ
り

競
争

力
を

強
化

す
る

。
・

県
産

木
材

住
宅

の
見

学
会

な
ど

に
よ

り
、

県
産

木
材

を
使

用
す

る
こ

と
の

意
義

な
ど

を
Ｐ

Ｒ
し

た
り

、
製

材
加

工
施

設
の

整
備

や
木

材
乾

燥
、

製
材

Ｊ
Ａ

Ｓ
の

品
質

確
保

な
ど

を
推

進
す

る
。

・
地

方
創

生
へ

の
取

組
み

と
し

て
、

支
援

対
象

を
子

育
て

世
帯

に
限

定
し

た
「

木
の

家
で

す
く

す
く

子
育

て
応

援
事

業
」

を
実

施
す

る
。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

２
－

３
　

農
林

水
産

業
の

担
い

手
の

育
成

・
確

保

　
新

規
就

業
者

を
掘

り
起

こ
し

、
そ

の
研

修
や

経
営

の
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
担

い
手

と
な

る
生

産
者

の
経

営
改

善
や

安
定

化
に

向
け

た
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

農
林

水
産

業
の

担
い

手
を

育
成

・
確

保
し

ま
す

。

Ａ

・
新

規
就

業
者

数
は

、
農

・
林

・
水

産
業

と
も

に
近

年
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
　

農
業

は
、

平
成

2
7
年

度
に

1
6
9
人

と
過

去
２

番
目

の
確

保
数

と
な

っ
た

。
　

林
業

も
、

県
内

林
業

事
業

体
で

積
極

的
な

求
人

が
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
や

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
タ

ー
の

き
め

細
か

い
対

応
も

あ
り

、
平

成
2
7
年

度
は

1
2
5
人

の
新

規
就

業
者

が
あ

っ
た

。
　

水
産

業
は

、
平

成
2
7
年

度
は

2
7
人

と
前

年
よ

り
若

干
減

少
し

た
が

、
近

年
は

比
較

的
高

い
水

準
で

推
移

し
て

い
る

。
　

今
年

度
も

高
校

と
の

連
携

、
就

業
相

談
活

動
、

技
術

研
修

等
を

引
き

続
き

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
増

え
る

見
込

み
で

あ
る

。
・

農
業

法
人

に
つ

い
て

は
、

計
画

づ
く

り
の

支
援

や
研

修
会

の
開

催
等

設
立

支
援

に
取

り
組

ん
だ

結
果

、
平

成
2
7
年

度
は

目
標

値
の

農
業

法
人

を
育

成
す

る
こ

と
が

で
き

、
平

成
2
8
年

度
も

増
え

る
見

込
み

で
あ

る
。

・
年

間
漁

業
生

産
額

3
0
0
万

円
以

上
の

自
営

漁
業

者
数

は
、

年
間

を
通

じ
て

比
較

的
魚

価
の

高
い

魚
種

の
生

産
量

が
堅

調
に

推
移

し
た

こ
と

に
よ

り
、

平
成

2
7
年

度
は

一
時

的
に

実
績

値
が

上
昇

し
た

。

【
農

業
】

・
自

営
、

雇
用

、
半

農
半

Ｘ
、

企
業

参
入

な
ど

、
多

様
な

農
業

者
の

確
保

に
向

け
た

就
農

相
談

活
動

の
取

組
み

を
一

層
強

化
す

る
。

　
ま

た
、

就
農

後
に

必
要

な
知

識
を

習
得

す
る

た
め

の
「

し
ま

ね
ア

グ
リ

ビ
ジ

ネ
ス

実
践

ス
ク

ー
ル

」
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
充

実
、

技
術

・
経

営
指

導
と

い
っ

た
就

農
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
効

率
的

・
効

果
的

に
行

う
体

制
づ

く
り

に
取

り
組

み
、

新
規

就
農

者
の

育
成

・
定

着
を

支
援

す
る

。
・

農
業

者
に

対
し

て
法

人
化

の
メ

リ
ッ

ト
の

周
知

を
図

っ
て

い
く

。
ま

た
、

法
人

設
立

や
経

営
規

模
拡

大
を

計
画

し
て

い
る

農
家

へ
の

支
援

策
を

検
討

し
て

い
く

。
【

林
業

】
・

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

就
業

相
談

や
現

場
体

験
の

実
施

、
雇

用
先

と
な

る
事

業
体

に
対

す
る

就
労

条
件

の
改

善
や

労
働

災
害

の
防

止
に

向
け

た
経

営
指

導
や

支
援

を
引

き
続

き
行

う
。

　
ま

た
、

農
林

大
学

校
に

お
け

る
学

生
や

事
業

体
の

就
業

者
に

対
す

る
高

性
能

林
業

機
械

の
養

成
・

研
修

機
能

の
充

実
を

図
る

。
【

水
産

業
】

・
新

規
就

業
者

へ
の

漁
労

技
術

習
得

や
経

営
資

金
の

支
援

等
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
・

雇
用

型
に

つ
い

て
は

、
基

幹
漁

業
の

構
造

改
革

を
通

じ
て

経
営

の
維

持
・

安
定

化
を

図
り

、
自

営
型

に
つ

い
て

は
、

新
規

漁
法

の
導

入
、

漁
法

や
経

営
の

複
合

化
を

通
じ

て
「

も
う

か
る

沿
岸

漁
業

」
を

目
指

す
。

ま
た

、
着

業
後

の
自

立
に

向
け

た
支

援
体

制
づ

く
り

を
行

う
。

・
県

内
水

産
高

校
か

ら
の

就
業

に
つ

い
て

は
、

高
校

側
と

十
分

な
意

見
交

換
・

調
整

を
行

い
な

が
ら

、
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
。

農
林
水
産
部

－
4
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

観
光

入
込

客
年

間
延

べ
数

（
暦

年
）

千
人

3
3
,
1
5
8

3
3
,
5
3
0

3
4
,
0
0
0

宿
泊

客
年

間
延

べ
数

（
暦

年
）

千
人

3
,
6
8
7

3
,
7
1
0

3
,
7
5
0

年
間

観
光

消
費

額
（

暦
年

）
億

円
1
,
3
6
7

1
,
4
0
0
.
6

1
,
4
5
0

観
光

満
足

度
（

暦
年

）
％

5
7
.
9

6
0
.
1

7
0
.
0

石
見

神
楽

定
期

公
演

鑑
賞

者
数

万
人

1
.
8

1
.
8

2
.
0

隠
岐

入
島

者
数

万
人

1
3
.
3

1
3
.
2

1
4
.
0

都
道

府
県

魅
力

度
ラ

ン
キ

ン
グ

位
以

内
4
0

3
5

2
0

島
根

県
へ

の
来

訪
意

向
割

合
％

1
1
.
5

1
2
.
0

1
5

主
要

観
光

施
設

の
外

国
人

利
用

者
数

（
暦

年
）

万
人

1
1
.
5

1
0
.
9

1
6

外
国

人
宿

泊
客

延
べ

数
（

暦
年

）
万

人
5
.
2

5
.
0

8

消
費

税
免

税
店

舗
数

店
舗

4
4

5
8

1
0
0

Ⅰ
－

３
－

１
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
観

光
地

づ
く

り
の

推
進

　
県

内
各

地
域

の
観

光
資

源
を

活
用

し
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く

り
を

推
進

し
ま

す
。

Ｂ

・
観

光
入

込
客

年
間

延
べ

数
は

平
成

2
6
年

3
3
,
2
0
7
千

人
か

ら
平

成
2
7
年

3
3
,
1
5
8
千

人
に

、
宿

泊
客

年
間

延
べ

数
は

平
成

2
6
年

3
.
6
8
8
千

人
か

ら
3
,
6
8
7
千

人
と

ほ
ぼ

横
ば

い
（

微
減

）
だ

が
、

年
間

観
光

消
費

額
は

0
.
5
億

円
増

え
て

1
,
3
6
7
億

円
（

微
増

）
と

な
っ

た
。

・
平

成
2
7
年

度
に

は
「

松
江

城
」

が
国

宝
に

指
定

さ
れ

、
「

津
和

野
町

今
昔

～
百

景
図

を
歩

く
～

」
が

日
本

遺
産

に
認

定
さ

れ
た

。
さ

ら
に

平
成

2
8
年

度
に

は
「

出
雲

國
た

た
ら

風
土

記
」

が
日

本
遺

産
に

認
定

さ
れ

、
誘

客
へ

の
効

果
が

出
て

い
る

。
・

石
見

地
域

と
隠

岐
地

域
は

、
松

江
・

出
雲

圏
域

に
比

較
し

て
入

込
客

が
少

な
い

。
・

国
内

の
旅

行
市

場
は

、
観

光
客

の
ニ

ー
ズ

が
多

様
化

し
、

地
域

間
競

争
が

激
化

し
て

い
る

。

・
地

域
が

主
体

と
な

っ
た

観
光

地
づ

く
り

が
さ

ら
に

進
展

し
、

島
根

な
ら

で
は

の
観

光
資

源
を

観
光

客
が

体
感

し
満

足
し

て
も

ら
う

た
め

、
市

町
村

や
観

光
協

会
、

観
光

事
業

者
な

ど
が

実
施

す
る

商
品

づ
く

り
や

総
合

的
な

観
光

地
づ

く
り

へ
の

取
組

み
を

継
続

し
て

支
援

す
る

。
　

ま
た

、
観

光
協

会
や

観
光

事
業

者
な

ど
地

域
の

観
光

を
担

う
官

民
の

人
材

育
成

を
強

化
し

て
い

く
。

・
石

見
地

域
や

隠
岐

地
域

へ
の

観
光

誘
客

を
進

め
る

た
め

、
隠

岐
ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

を
契

機
と

し
た

誘
客

や
、

食
を

は
じ

め
様

々
な

観
光

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
、

石
見

神
楽

や
温

泉
な

ど
地

域
資

源
を

活
用

し
た

魅
力

づ
く

り
な

ど
、

個
人

客
の

満
足

度
を

向
上

さ
せ

、
リ

ピ
ー

タ
ー

と
し

て
繰

り
返

し
来

訪
し

て
い

た
だ

け
る

取
組

み
を

強
化

し
て

い
く

。
・

競
争

が
激

化
す

る
市

場
に

対
応

す
る

た
め

、
観

光
事

業
者

な
ど

が
取

り
組

む
新

た
な

分
野

へ
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

対
し

、
支

援
し

て
い

く
。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

３
－

３
外

国
人

観
光

客
誘

客
の

強
化

　
ア

ジ
ア

地
域

や
欧

米
地

域
を

対
象

に
、

訴
求

力
の

高
い

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
や

情
報

発
信

、
受

入
環

境
整

備
な

ど
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

今
後

、
増

加
が

見
込

ま
れ

る
外

国
人

観
光

客
の

誘
客

を
促

進
し

ま
す

。

Ｂ

・
主

要
観

光
施

設
の

外
国

人
利

用
者

数
は

平
成

2
6
年

7
.
5
万

人
か

ら
平

成
2
7
年

1
1
.
5
万

人
と

約
1
.
5
倍

に
、

外
国

人
宿

泊
延

べ
数

は
平

成
2
6
年

3
.
0
万

人
か

ら
5
.
2
万

人
と

1
.
7
倍

に
増

え
た

。
・

や
ま

な
み

街
道

や
し

ま
な

み
海

道
、

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
な

ど
が

注
目

さ
れ

、
人

の
流

れ
が

増
え

つ
つ

あ
る

。
ま

た
、

Ｊ
Ｒ

西
日

本
及

び
中

国
五

県
と

連
携

し
た

着
地

旅
行

商
品

の
整

備
や

、
広

島
を

訪
れ

る
外

国
人

観
光

客
の

誘
致

が
進

み
つ

つ
あ

る
。

・
平

成
2
8
年

度
に

山
陰

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

機
構

が
設

立
さ

れ
、

「
縁

の
道

～
山

陰
～

」
が

広
域

観
光

周
遊

ル
ー

ト
に

認
定

さ
れ

た
。

・
外

国
人

観
光

客
の

誘
客

を
着

実
に

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

同
機

構
の

さ
ら

な
る

推
進

体
制

の
強

化
や

関
係

機
関

と
の

連
携

が
必

要
で

あ
る

。

・
団

体
旅

行
客

お
よ

び
個

人
旅

行
客

そ
れ

ぞ
れ

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
旅

行
商

品
の

造
成

、
販

売
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
に

よ
る

効
果

的
な

情
報

発
信

を
行

う
。

・
韓

国
、

台
湾

、
タ

イ
の

現
地

法
人

に
委

託
し

て
、

海
外

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

円
滑

に
行

う
。

・
山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
と

の
連

携
や

関
係

団
体

と
の

共
同

で
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
、

W
i
-
F
i
ス

ポ
ッ

ト
、

消
費

税
免

税
店

、
広

域
で

の
二

次
交

通
の

整
備

、
通

訳
案

内
士

等
の

育
成

な
ど

、
海

外
か

ら
の

観
光

客
の

受
入

環
境

を
整

備
す

る
。

・
国

が
認

定
し

た
広

域
観

光
周

遊
ル

ー
ト

「
縁

の
道

～
山

陰
～

」
を

活
用

し
て

外
国

人
観

光
客

の
誘

致
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
山

陰
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
機

構
と

県
が

連
携

し
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

効
率

的
な

実
施

に
努

め
る

と
と

も
に

、
機

構
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

ま
た

、
同

機
構

の
一

般
社

団
法

人
化

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

て
い

く
。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

３
－

２
情

報
発

信
等

誘
客

宣
伝

活
動

の
強

化

　
「

歴
史

」
「

自
然

」
「

文
化

」
「

伝
統

芸
能

」
な

ど
島

根
県

独
自

の
魅

力
を

、
様

々
な

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

国
内

外
に

向
け

複
合

的
に

情
報

発
信

し
、

認
知

度
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

Ｂ

・
タ

レ
ン

ト
を

起
用

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
映

像
や

ポ
ス

タ
ー

の
制

作
、

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

素
材

を
活

用
し

た
情

報
発

信
な

ど
に

よ
り

、
首

都
圏

に
お

け
る

「
ご

縁
の

国
し

ま
ね

」
の

認
知

度
や

来
訪

意
向

が
上

昇
し

て
い

る
。

・
松

江
城

天
守

の
国

宝
指

定
、

「
津

和
野

今
昔

」
・

「
出

雲
國

た
た

ら
風

土
記

」
の

日
本

遺
産

認
定

な
ど

島
根

の
「

本
物

」
の

魅
力

が
認

め
ら

れ
て

い
る

。
・

都
道

府
県

魅
力

度
ラ

ン
キ

ン
グ

は
、

平
成

2
6
年

度
に

出
雲

大
社

平
成

の
大

遷
宮

が
多

く
の

マ
ス

コ
ミ

に
取

り
上

げ
ら

れ
、

情
報

接
触

度
が

大
幅

に
高

ま
っ

た
こ

と
に

よ
り

過
去

最
高

だ
っ

た
が

、
平

成
2
7
年

度
は

前
年

度
か

ら
の

反
動

や
北

陸
新

幹
線

開
通

も
あ

り
、

低
下

し
た

。

・
「

ご
縁

」
や

「
神

々
の

国
」

と
い

っ
た

島
根

の
イ

メ
ー

ジ
を

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
を

通
じ

て
力

強
く

情
報

発
信

す
る

と
も

に
、

あ
ら

ゆ
る

世
代

に
向

け
た

情
報

発
信

や
誘

客
策

を
推

進
し

て
い

く
。

・
首

都
圏

や
関

西
、

四
国

、
九

州
な

ど
大

都
市

圏
か

ら
の

誘
客

や
海

外
か

ら
の

誘
客

に
向

け
、

縁
結

び
の

地
、

石
見

神
楽

、
温

泉
、

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
な

ど
、

そ
の

地
で

し
か

味
わ

え
な

い
本

物
の

魅
力

を
積

極
的

に
情

報
発

信
し

、
全

県
へ

の
観

光
誘

客
に

つ
な

げ
て

い
く

。
・

外
国

人
旅

行
誘

客
に

む
け

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

を
積

極
的

に
行

う
と

と
も

に
、

団
体

向
け

旅
行

商
品

の
充

実
、

個
人

旅
行

者
向

け
情

報
発

信
の

強
化

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

商
工
労
働
部

－
5
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

経
営

革
新

計
画

の
年

間
承

認
件

数
件

3
9

5
0

5
0

商
工

団
体

に
よ

る
県

内
中

小
企

業
の

年
間

巡
回

相
談

対
応

件
数

件
4
0
,
8
8
1

3
8
,
5
0
0

3
8
,
5
0
0

島
根

県
物

産
協

会
で

の
伝

統
工

芸
品

の
年

間
販

売
額

万
円

6
,
8
9
1

6
,
5
0
0

(
6
,
0
0
0
)

6
,
5
0
0

(
6
,
0
0
0
)

小
売

店
等

の
店

舗
整

備
の

年
間

件
数

件
1
3
1

1
1
0

1
1
0

建
設

産
業

の
異

分
野

進
出

に
よ

る
雇

用
創

出
数

（
４

年
間

の
累

計
）

人
H
2
7
:
5

2
0

8
0

Ⅰ
－

４
－

２
円

滑
な

事
業

承
継

の
推

進

　
企

業
の

持
続

的
発

展
に

向
け

円
滑

な
事

業
承

継
を

推
進

し
、

長
年

に
わ

た
り

中
小

企
業

・
小

規
模

企
業

に
蓄

積
さ

れ
た

経
営

資
源

が
引

き
継

が
れ

、
雇

用
の

場
を

維
持

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。
Ｂ

・
今

年
度

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
た

事
業

承
継

計
画

の
策

定
支

援
に

つ
い

て
は

、
支

援
機

関
と

連
携

を
深

め
る

こ
と

に
よ

り
施

策
が

浸
透

し
、

相
談

者
が

増
え

つ
つ

あ
る

。
一

方
、

推
進

員
は

経
験

を
重

ね
る

こ
と

に
よ

り
、

ノ
ウ

ハ
ウ

の
蓄

積
と

相
談

者
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
つ

つ
あ

る
。

今
年

度
６

月
末

時
点

の
相

談
数

3
0
社

、
計

画
策

定
済

み
８

社
で

あ
る

。

・
地

域
単

位
と

し
て

は
、

市
町

村
に

出
向

い
た

施
策

説
明

な
ど

の
普

及
啓

発
活

動
や

市
町

村
単

位
で

の
対

策
会

議
へ

の
参

画
支

援
を

行
う

。
・

商
工

団
体

と
連

携
し

、
き

め
細

か
な

相
談

対
応

や
事

業
承

継
計

画
策

定
支

援
、

後
継

者
確

保
に

向
け

た
マ

ッ
チ

ン
グ

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

支
援

等
を

行
う

。
・

業
界

単
位

で
は

、
業

界
団

体
で

自
発

的
に

実
施

す
る

事
業

承
継

の
取

組
み

を
支

援
す

る
。

・
承

継
後

の
経

営
を

持
続

さ
せ

る
た

め
、

次
世

代
の

若
手

経
営

者
や

後
継

者
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
機

会
を

確
保

す
る

。

事
業

承
継

計
画

を
策

定
し

、
後

継
者

を
確

保
し

た
企

業
数

(
累

計
)

社
―

5
0

2
0
0

商
工
労
働
部

高
校

卒
業

生
の

県
内

就
職

率
％

7
5
.
1

8
0
.
3

8
4
.
0

県
内

高
校

の
進

学
予

定
者

の
う

ち
し

ま
ね

学
生

登
録

者
の

割
合

％
7
0
.
4

7
7
.
8

1
0
0
.
0

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

し
ま

ね
で

の
大

学
生

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
件

数
人

4
2
5

4
5
0

4
5
0

県
内

企
業

の
採

用
計

画
人

数
の

充
足

率
％

8
1
.
1

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

県
内

企
業

に
対

す
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
確

保
支

援
の

実
施

件
数

（
４

年
間

の
累

計
）

件
0

3
0

1
2
0

Ⅰ
－

４
－

１
経

営
革

新
及

び
経

営
基

盤
の

強
化

へ
の

支
援

　
中

小
企

業
・

小
規

模
企

業
へ

の
経

営
相

談
や

事
業

資
金

の
融

資
を

行
う

と
と

も
に

、
新

商
品

開
発

・
販

路
開

拓
な

ど
の

取
組

み
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
小

企
業

・
小

規
模

企
業

の
経

営
革

新
及

び
経

営
基

盤
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

Ｂ

・
経

営
革

新
計

画
の

年
間

承
認

件
数

は
伸

び
て

い
る

。
・

商
工

団
体

の
巡

回
相

談
体

制
を

強
化

し
た

こ
と

か
ら

、
平

成
2
7

年
度

に
相

談
件

数
が

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

・
地

域
商

業
の

支
援

に
つ

い
て

は
、

小
売

店
等

持
続

化
支

援
事

業
の

補
助

対
象

と
し

て
事

業
承

継
計

画
を

有
す

る
中

小
企

業
者

又
は

個
人

を
追

加
、

ま
た

、
移

動
販

売
支

援
事

業
等

で
対

象
範

囲
を

中
山

間
地

域
か

ら
全

県
へ

拡
大

す
る

等
、

要
件

の
拡

充
を

進
め

て
い

る
な

か
で

、
地

域
商

業
機

能
の

維
持

に
取

り
組

む
市

町
村

が
増

え
て

き
て

い
る

。
・

建
設

業
の

異
分

野
進

出
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
8
年

度
か

ら
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

過
去

1
0
年

間
で

延
べ

7
8
事

業
者

に
て

4
5
2
名

の
新

規
雇

用
が

あ
り

、
一

定
の

成
果

が
あ

っ
た

と
判

断
し

て
い

る
。

昨
年

度
か

ら
は

中
山

間
地

域
等

の
雇

用
創

出
に

特
化

し
た

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
こ

れ
に

よ
り

５
名

の
新

規
雇

用
が

あ
っ

た
。

・
経

営
改

革
及

び
経

営
基

盤
の

強
化

に
向

け
て

は
、

新
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

の
ノ

ウ
ハ

ウ
、

資
金

力
、

人
材

の
育

成
な

ど
を

よ
り

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
県

内
企

業
の

状
況

変
化

を
的

確
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
各

企
業

の
課

題
に

対
応

し
た

専
門

家
派

遣
、

経
営

革
新

計
画

の
策

定
支

援
と

そ
の

実
行

支
援

、
資

金
需

要
に

応
じ

た
制

度
融

資
の

見
直

し
を

行
う

。
・

商
工

団
体

の
経

営
指

導
員

等
に

つ
い

て
は

、
指

導
員

研
修

や
専

門
家

派
遣

へ
の

同
行

、
Ｏ

Ｊ
Ｔ

な
ど

に
よ

り
、

資
質

向
上

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

・
地

域
資

源
を

生
か

し
た

新
商

品
な

ど
に

取
り

組
む

企
業

や
経

営
革

新
計

画
を

承
認

し
た

企
業

に
対

し
て

、
テ

ー
マ

に
応

じ
た

専
門

家
派

遣
や

商
工

団
体

な
ど

の
支

援
機

関
を

中
心

に
、

き
め

細
や

か
な

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

継
続

す
る

。
　

ま
た

、
新

規
案

件
の

掘
り

起
こ

し
の

た
め

、
企

業
情

報
の

収
集

、
計

画
作

成
支

援
を

継
続

し
て

実
施

す
る

。
・

伝
統

工
芸

品
の

販
路

拡
大

の
た

め
の

展
示

商
談

会
へ

の
出

展
や

後
継

者
育

成
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。
・

中
山

間
地

域
等

の
建

設
産

業
が

異
分

野
に

進
出

す
る

た
め

に
行

う
調

査
研

究
、

販
路

開
拓

、
初

期
投

資
な

ど
地

域
課

題
に

対
応

し
た

事
業

化
の

取
組

み
を

支
援

す
る

。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

５
－

１
雇

用
・

就
業

の
促

進
と

人
材

の
確

保

　
高

校
生

や
大

学
生

等
へ

の
県

内
企

業
情

報
の

提
供

や
求

職
者

へ
の

き
め

細
か

い
職

業
紹

介
な

ど
の

対
策

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
県

内
企

業
の

人
材

確
保

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
高

校
生

の
県

内
就

職
の

促
進

に
向

け
て

行
っ

て
い

る
、

高
校

生
本

人
、

教
員

・
保

護
者

等
に

対
す

る
企

業
見

学
会

や
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
、

県
内

企
業

を
｢
知

る
」

た
め

の
取

組
み

が
浸

透
し

つ
つ

あ
る

。
・

ま
た

、
県

内
企

業
も

新
卒

者
等

に
対

し
自

社
の

魅
力

を
積

極
的

に
Ｐ

Ｒ
す

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

・
県

内
企

業
の

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
の

確
保

に
向

け
て

は
、

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
戦

略
拠

点
に

よ
る

企
業

訪
問

や
セ

ミ
ナ

ー
等

に
よ

り
、

平
成

2
8
年

度
は

拠
点

の
働

き
か

け
に

よ
る

人
材

ビ
ジ

ネ
ス

事
業

者
へ

の
取

次
ぎ

件
数

が
７

月
末

現
在

1
3
件

、
う

ち
１

件
が

成
約

と
、

成
果

が
挙

が
り

つ
つ

あ
る

。
・

一
方

、
景

気
回

復
に

伴
い

、
都

市
部

の
大

企
業

等
の

採
用

が
拡

大
基

調
と

な
っ

た
た

め
に

、
県

内
企

業
に

お
い

て
は

人
材

確
保

が
進

み
に

く
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

。

・
県

内
企

業
の

求
人

情
報

や
企

業
の

魅
力

な
ど

を
学

生
等

に
伝

え
る

た
め

「
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
し

ま
ね

」
に

よ
る

企
業

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

企
業

見
学

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
な

ど
を

実
施

し
、

県
内

企
業

と
学

生
等

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

推
進

す
る

。
・

人
材

確
保

育
成

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
県

内
企

業
と

県
内

高
校

・
大

学
等

と
の

連
携

を
促

進
す

る
。
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

新
規

高
校

卒
業

就
職

者
の

就
職

３
年

後
の

定
着

率
％

6
0
.
9

6
2
.
5

7
0
.
0

新
規

大
学

卒
業

就
職

者
の

就
職

３
年

後
の

定
着

率
％

6
0
.
3

6
2
.
5

7
0
.
0

県
が

実
施

す
る

人
材

育
成

研
修

の
受

講
企

業
数

社
6
9
3

7
4
0

8
0
0

県
の

支
援

に
よ

り
人

材
育

成
計

画
の

策
定

・
実

行
に

取
り

組
む

企
業

数
（

累
計

）
社

H
2
7
:
1
7

3
0

7
5

技
能

検
定

（
技

能
の

習
得

レ
ベ

ル
を

評
価

す
る

国
家

検
定

制
度

）
合

格
者

数
人

以
上

6
8
6

7
5
0

7
5
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
者

受
入

数
人

増
1
4
0

2
0
0

5
0
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
希

望
者

の
産

業
体

験
終

了
後

の
年

間
定

着
者

数
人

以
上

4
7

5
3

5
3

島
根

ふ
る

さ
と

情
報

登
録

事
業

の
登

録
者

数
人

1
,
2
6
5

1
,
6
5
0

3
,
0
0
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
希

望
者

の
た

め
の

無
料

職
業

紹
介

に
よ

る
年

間
就

職
決

定
者

数
人

2
5
5

2
6
0

(
1
9
2
)

2
7
0

(
2
1
0
)

し
ま

ね
田

舎
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
体

験
施

設
数

施
設

2
4
2

3
1
1

3
5
0

山
陰

道
の

供
用

率
％

5
6

5
9

6
7

高
速

道
路

Ｉ
Ｃ

へ
の

３
０

分
到

達
圏

域
面

積
の

割
合

％
6
0

6
0

6
2

Ⅰ
－

５
－

２
人

材
の

育
成

・
定

着

　
多

様
な

職
業

能
力

向
上

の
取

組
み

や
就

業
環

境
の

整
備

を
支

援
し

、
地

域
産

業
を

担
う

人
材

の
育

成
・

定
着

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
県

が
実

施
す

る
人

材
育

成
研

修
の

受
講

者
は

、
平

成
2
6
年

度
1
,
2
5
9
人

か
ら

平
成

2
7
年

度
1
,
5
1
1
人

と
増

加
し

た
。

・
雇

用
環

境
の

改
善

に
つ

い
て

は
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

の
利

用
企

業
数

は
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

る
が

、
相

談
内

容
別

延
件

数
が

伸
び

て
お

り
企

業
等

の
雇

用
環

境
に

対
す

る
関

心
が

高
ま

り
つ

つ
あ

る
。

・
今

年
度

か
ら

始
め

て
い

る
出

産
し

た
従

業
員

の
育

児
休

業
の

取
得

と
復

帰
に

取
り

組
む

企
業

に
対

す
る

支
援

に
つ

い
て

は
、

徐
々

に
利

用
が

伸
び

て
お

り
後

半
に

向
け

て
利

用
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
。

・
平

成
2
4
年

３
月

の
新

規
高

校
卒

業
生

の
就

職
後

３
年

以
内

の
定

着
率

は
全

国
平

均
の

6
0
.
0
％

を
上

回
っ

て
い

る
が

、
新

規
大

学
卒

業
生

の
就

職
後

３
年

以
内

の
定

着
率

は
全

国
平

均
6
7
.
7
％

を
下

回
っ

て
い

る
。

・
経

営
者

向
け

の
研

修
な

ど
を

通
じ

て
経

営
者

の
意

識
改

革
を

図
り

、
企

業
の

人
材

の
育

成
・

定
着

を
図

る
取

組
み

を
進

め
る

と
と

も
に

、
企

業
が

取
り

組
む

人
材

育
成

や
雇

用
環

境
の

改
善

に
対

す
る

支
援

な
ど

に
よ

り
、

働
き

や
す

く
魅

力
あ

る
職

場
環

境
づ

く
り

を
促

進
し

て
い

く
。

・
企

業
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
職

業
訓

練
や

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
企

業
が

求
め

る
人

材
の

育
成

を
進

め
る

。
・

若
年

者
に

対
し

て
は

、
就

職
内

定
時

か
ら

段
階

的
に

各
地

域
で

市
町

村
等

と
連

携
し

た
研

修
実

施
等

に
よ

り
人

材
育

成
や

職
場

定
着

を
図

っ
て

い
く

。
ま

た
、

学
生

等
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

な
ど

を
実

施
し

、
定

着
率

の
向

上
に

努
め

る
。

・
中

学
生

を
対

象
と

し
た

も
の

づ
く

り
体

験
教

室
の

開
催

や
も

の
づ

く
り

技
術

技
能

の
素

晴
ら

し
さ

を
Ｐ

Ｒ
す

る
な

ど
に

よ
り

、
若

年
者

が
「

も
の

づ
く

り
」

に
関

心
を

持
つ

取
組

み
を

進
め

て
い

く
。

商
工
労
働
部

Ⅰ
－

６
－

１
高

速
道

路
網

の
整

備

　
高

速
道

路
や

、
高

速
道

路
へ

つ
な

が
る

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
を

進
め

、
産

業
活

動
を

支
え

る
高

速
交

通
網

の
形

成
を

目
指

し
ま

す
。

Ａ

・
県

は
用

地
取

得
や

文
化

財
調

査
、

そ
の

他
の

事
業

調
整

に
お

い
て

国
を

支
援

し
て

い
る

。
・

平
成

2
8
年

度
に

は
、

浜
田

三
隅

道
路

が
全

線
開

通
す

る
予

定
で

あ
り

、
山

陰
道

の
整

備
は

着
実

に
進

ん
で

い
る

。

・
事

業
中

区
間

は
、

円
滑

な
事

業
進

捗
を

図
る

た
め

国
と

工
程

会
議

を
行

い
、

用
地

取
得

を
始

め
と

し
た

全
体

工
程

等
調

整
を

図
る

。
・

用
地

取
得

は
国

に
体

制
強

化
を

求
め

つ
つ

県
･
地

元
市

の
支

援
を

継
続

し
て

い
く

。
・

文
化

財
調

査
は

地
元

市
の

応
援

を
要

請
す

る
。

・
福

光
・

浅
利

道
路

を
除

く
事

業
中

区
間

の
用

地
難

航
箇

所
の

早
期

取
得

に
向

け
て

今
後

２
年

間
で

集
中

的
に

取
り

組
む

。
・

福
光

・
浅

利
道

路
は

早
期

に
地

元
の

推
進

協
議

会
を

立
ち

上
げ

、
測

量
調

査
に

入
る

。
　

・
益

田
～

萩
間

は
新

規
事

業
化

に
向

け
益

田
市

や
山

口
県

側
と

連
携

し
、

国
に

強
く

働
き

か
け

て
い

く
。

・
ア

ク
セ

ス
道

路
等

地
方

の
実

施
す

る
整

備
事

業
に

対
し

て
、

十
分

な
予

算
を

確
保

す
る

よ
う

国
に

対
し

、
働

き
か

け
て

い
く

。
・

１
日

も
早

い
全

線
開

通
に

向
け

た
戦

略
的

な
広

報
･
要

望
活

動
と

し
て

、
国

に
対

し
て

沿
線

自
治

体
や

経
済

団
体

、
県

民
と

一
緒

に
な

っ
て

ス
ト

ッ
ク

効
果

を
訴

え
て

い
く

。

土
木
部

Ⅰ
－

５
－

３
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

の
促

進

　
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

希
望

者
に

対
し

、
総

合
的

な
定

住
情

報
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
産

業
体

験
や

無
料

職
業

紹
介

に
よ

る
就

業
支

援
等

に
よ

り
、

定
住

の
促

進
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

者
数

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

増
加

傾
向

で
推

移
し

て
い

る
状

況
で

あ
り

、
平

成
2
8
年

度
も

前
年

同
期

と
比

較
し

て
増

加
し

て
い

る
。

・
産

業
体

験
事

業
に

つ
い

て
は

、
近

年
の

定
着

率
は

順
調

に
増

加
し

て
い

る
。

・
島

根
ふ

る
さ

と
情

報
登

録
事

業
の

登
録

者
に

つ
い

て
は

、
目

標
ど

お
り

数
字

が
伸

び
て

き
て

い
る

。
・

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
無

料
職

業
紹

介
就

職
決

定
者

数
に

つ
い

て
は

、
近

年
増

加
傾

向
に

あ
る

。
・

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
者

向
け

住
宅

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
か

ら
多

数
要

望
が

寄
せ

ら
れ

て
お

り
、

供
給

戸
数

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
。

・
し

ま
ね

田
舎

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

体
験

施
設

数
に

つ
い

て
は

、
消

防
法

の
改

正
や

、
体

験
施

設
を

運
営

す
る

実
践

者
の

高
齢

化
に

よ
っ

て
減

少
し

て
お

り
、

目
標

達
成

が
困

難
に

な
っ

て
い

る
。

・
「

ふ
る

さ
と

回
帰

志
向

」
な

ど
の

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
が

あ
る

一
方

で
、

全
国

の
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

者
獲

得
競

争
が

激
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ふ

る
さ

と
島

根
定

住
財

団
、

市
町

村
及

び
関

係
機

関
と

一
丸

と
な

り
、

「
オ

ー
ル

し
ま

ね
」

で
今

後
も

丁
寧

で
き

め
細

か
な

対
応

を
行

っ
て

い
く

。
・

特
に

「
情

報
発

信
、

相
談

/
誘

致
、

体
験

/
交

流
、

受
入

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

」
の

各
ス

テ
ッ

プ
を

一
貫

し
て

行
う

取
組

み
を

こ
れ

ま
で

以
上

に
進

め
る

と
と

も
に

、
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

希
望

者
が

真
に

必
要

と
し

て
い

る
支

援
を

着
実

に
実

施
し

て
い

く
。

・
Ｕ

Ｉ
タ

ー
ン

希
望

者
に

対
し

て
、

住
宅

本
体

の
性

能
だ

け
で

な
く

、
住

環
境

や
利

便
性

な
ど

（
小

さ
な

拠
点

づ
く

り
）

に
も

配
慮

し
た

住
宅

の
整

備
を

行
っ

て
い

く
。

・
し

ま
ね

田
舎

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

体
験

施
設

数
を

増
加

さ
せ

る
た

め
、

誰
で

も
参

加
で

き
る

研
修

会
の

内
容

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
新

規
加

入
に

向
け

た
情

報
発

信
と

個
別

相
談

を
強

化
し

て
い

く
。

地
域
振
興
部

－
7
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

出
雲

縁
結

び
空

港
の

年
間

乗
降

客
数

万
人

8
2
.
9

8
2
.
5

9
0
.
0

萩
・

石
見

空
港

の
年

間
乗

降
客

数
万

人
1
2
.
6

1
3
.
5

1
4
.
5

隠
岐

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
空

港
の

年
間

乗
降

客
数

万
人

5
.
3

5
.
3

5
.
4

物
流

拠
点

港
の

岸
壁

の
整

備
率

％
9
0
.
9

9
3
.
6

9
6

物
流

拠
点

港
の

防
波

堤
の

整
備

率
％

6
7
.
7

7
5
.
6

9
5

Ⅱ
－

１
－

１
　

危
機

管
理

体
制

の
充

実
・

強
化

　
自

然
災

害
や

原
子

力
災

害
以

外
の

テ
ロ

事
件

や
新

興
感

染
症

な
ど

、
い

つ
発

生
す

る
か

予
測

で
き

な
い

危
機

に
対

し
、

迅
速

・
的

確
に

対
処

で
き

る
よ

う
に

体
制

を
充

実
・

強
化

し
、

県
民

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

の
被

害
を

最
小

限
に

し
ま

す
。

Ａ

・
今

後
、

発
生

が
予

想
さ

れ
る

北
朝

鮮
に

よ
る

危
機

管
理

事
案

に
つ

い
て

は
、

個
別

の
連

絡
体

制
を

と
っ

て
い

る
。

ま
た

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
発

生
に

対
応

す
る

体
制

は
整

え
ら

れ
て

い
る

。
・

県
医

師
会

、
郡

市
医

師
会

、
医

療
機

関
と

の
定

期
的

な
情

報
交

換
会

の
開

催
等

を
通

じ
、

適
切

な
医

療
の

確
保

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

て
い

る
。

・
想

定
さ

れ
る

事
案

に
対

し
て

平
素

か
ら

情
報

収
集

に
努

め
る

。
・

発
生

し
た

事
案

へ
の

対
応

や
各

種
訓

練
等

に
お

け
る

検
証

を
通

じ
て

、
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
、

見
直

し
に

努
め

る
。

・
各

種
訓

練
等

を
通

じ
て

、
庁

内
各

部
局

・
市

町
村

・
関

係
機

関
等

と
役

割
分

担
や

情
報

伝
達

等
を

確
認

し
、

連
携

強
化

に
努

め
る

。
・

訓
練

等
に

よ
り

、
職

員
の

危
機

管
理

意
識

と
対

応
能

力
の

向
上

を
図

る
。

・
引

き
続

き
、

医
師

会
、

医
療

機
関

、
医

療
関

係
団

体
等

の
医

療
体

制
を

維
持

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

危
機

管
理

事
案

発
生

時
に

迅
速

・
的

確
な

対
応

が
取

れ
る

体
制

の
充

実
・

強
化

を
図

る
。

防
災
部

広
域

的
大

規
模

災
害

や
津

波
災

害
等

に
対

応
で

き
る

よ
う

県
地

域
防

災
計

画
の

見
直

し
を

行
う

。

公
共

建
築

物
の

耐
震

化
率

％
8
8

9
0

9
3

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
基

礎
調

査
結

果
の

公
表

市
町

村
数

市
町

村
8

9
1
9

－

Ⅱ
－

１
－

２
　

消
防

防
災

対
策

の
推

進

　
防

災
関

係
機

関
等

と
の

連
携

の
強

化
や

防
災

訓
練

の
実

施
、

緊
急

連
絡

体
制

を
整

備
し

、
風

水
害

、
土

砂
災

害
、

地
震

、
津

波
、

大
規

模
火

災
・

事
故

等
の

災
害

の
発

生
時

や
こ

れ
ら

の
災

害
が

広
域

的
大

規
模

に
発

生
し

た
場

合
の

県
民

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

へ
の

被
害

を
最

小
限

に
し

ま
す

。

Ｂ

・
防

災
安

全
講

演
会

及
び

防
災

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
等

を
開

催
し

、
地

域
防

災
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
養

成
講

習
会

を
開

催
し

、
登

録
者

の
技

能
維

持
及

び
新

規
判

定
士

の
養

成
を

図
っ

て
い

る
。

 
・

県
社

協
（

し
ま

ね
災

害
福

祉
広

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
本

部
）

、
各

市
町

村
及

び
県

と
の

間
で

３
者

協
定

を
締

結
し

、
災

害
時

の
福

祉
支

援
体

制
整

備
を

図
っ

て
い

る
。

・
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
指

定
医

療
機

関
を

新
た

に
１

病
院

指
定

し
、

体
制

整
備

を
図

っ
て

い
る

。
・

公
共

建
築

物
の

耐
震

改
修

は
進

ん
で

い
る

が
、

民
間

住
宅

の
耐

震
化

は
進

ん
で

い
な

い
。

・
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
に

つ
い

て
は

、
調

査
及

び
公

表
は

計
画

的
に

進
ん

で
い

る
が

、
指

定
は

旧
江

津
市

の
9
1
2
箇

所
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

・
市

町
村

や
消

防
本

部
、

県
消

防
協

会
と

連
携

し
、

消
防

団
員

を
地

域
で

支
援

す
る

仕
組

み
を

推
進

す
る

こ
と

等
に

よ
り

、
消

防
団

の
充

実
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

・
地

域
の

防
災

力
を

強
化

す
る

た
め

、
市

町
村

等
と

協
力

し
、

地
域

住
民

の
防

災
意

識
の

向
上

、
地

域
防

災
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

等
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
国

の
防

災
基

本
計

画
の

改
定

や
熊

本
地

震
の

検
証

等
を

踏
ま

え
、

県
地

域
防

災
計

画
を

見
直

す
。

・
広

域
的

大
規

模
災

害
に

備
え

、
中

国
５

県
・

中
四

国
９

県
と

の
広

域
相

互
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。
・

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

指
定

方
針

案
を

関
係

市
へ

提
示

し
て

お
り

、
こ

れ
に

よ
り

市
の

全
域

一
括

の
指

定
だ

け
で

な
く

、
指

定
を

急
ぐ

べ
き

区
域

単
位

で
の

指
定

も
検

討
し

て
い

く
。

・
県

と
市

町
村

が
連

携
し

て
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
の

指
定

の
効

果
に

代
わ

る
取

組
み

を
強

化
す

る
。

（
住

民
周

知
、

警
戒

避
難

体
制

の
整

備
、

啓
発

活
動

、
建

築
関

連
業

界
等

へ
の

協
力

要
請

な
ど

）
・

県
西

部
で

の
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
養

成
講

習
会

の
開

催
及

び
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
不

在
町

村
に

対
す

る
講

習
会

参
加

の
呼

び
か

け
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

担
当

者
会

議
の

開
催

を
検

討
し

、
体

制
整

備
に

努
め

て
い

く
。

・
地

震
と

耐
震

化
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
市

町
村

や
建

築
関

係
団

体
と

の
協

力
に

よ
る

新
た

な
周

知
方

法
の

検
討

、
及

び
耐

震
診

断
･
改

修
の

補
助

制
度

の
利

用
者

を
増

や
す

取
組

み
を

強
化

し
て

い
く

。
・

災
害

時
の

福
祉

救
援

体
制

整
備

に
つ

い
て

、
実

効
あ

る
派

遣
活

動
が

行
え

る
よ

う
、

市
町

村
及

び
関

係
機

関
・

団
体

の
連

携
に

よ
り

「
し

ま
ね

災
害

福
祉

広
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

取
組

み
を

強
化

し
て

い
く

。
・

災
害

医
療

体
制

を
万

全
な

も
の

と
す

る
た

め
、

訓
練

に
お

い
て

は
病

院
や

Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ

隊
員

等
の

現
場

の
声

を
取

り
入

れ
な

が
ら

実
施

し
、

実
効

性
の

検
証

を
行

っ
て

い
く

。

－

Ⅰ
－

６
－

３
空

港
・

港
湾

の
維

持
・

整
備

　
物

の
流

れ
や

、
人

の
流

れ
を

支
え

る
空

港
・

港
湾

の
機

能
の

維
持

向
上

が
図

ら
れ

る
よ

う
適

切
な

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

計
画

的
な

整
備

を
進

め
ま

す
。

Ｂ

・
県

内
３

空
港

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

、
航

空
機

の
安

全
な

運
行

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。
・

各
港

湾
の

岸
壁

及
び

防
波

堤
の

整
備

は
、

計
画

ど
お

り
進

捗
し

て
い

る
。

・
一

方
で

、
老

朽
化

が
進

む
施

設
・

設
備

等
の

計
画

的
な

維
持

修
繕

、
更

新
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
県

管
理

1
8
港

湾
す

べ
て

に
お

い
て

、
港

湾
施

設
の

維
持

管
理

計
画

策
定

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

・
空

港
機

能
を

保
持

す
る

た
め

、
中

長
期

的
な

補
修

・
整

備
・

修
繕

計
画

を
策

定
し

、
計

画
的

な
整

備
を

行
う

。
特

に
滑

走
路

、
誘

導
路

、
エ

プ
ロ

ン
な

ど
基

本
施

設
及

び
灯

火
電

源
施

設
に

つ
い

て
は

、
劣

化
状

況
を

調
査

し
た

上
で

事
業

化
に

向
け

た
基

本
設

計
等

を
実

施
す

る
。

・
限

ら
れ

た
予

算
を

有
効

に
活

用
し

た
港

湾
整

備
を

行
う

た
め

、
残

さ
れ

て
い

る
防

波
堤

、
係

留
施

設
、

臨
港

交
通

施
設

（
橋

梁
、

ト
ン

ネ
ル

）
の

維
持

管
理

計
画

の
策

定
を

進
め

、
コ

ス
ト

縮
減

や
費

用
の

平
準

化
に

努
め

る
。

・
浜

田
港

に
お

い
て

は
、

浜
田

港
拠

点
化

形
成

研
究

会
を

立
上

げ
、

広
島

県
北

部
を

含
め

広
域

的
に

関
係

機
関

が
連

携
し

、
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

を
強

化
す

る
と

と
も

に
新

規
貨

物
の

掘
り

起
し

、
国

内
定

期
航

路
の

誘
致

等
に

努
め

る
。

土
木
部

Ⅰ
－

６
－

２
航

空
路

線
の

維
持

・
充

実

　
航

空
路

線
の

維
持

・
充

実
に

よ
り

、
県

内
３

空
港

の
利

便
性

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
観

光
客

誘
致

や
各

利
用

促
進

協
議

会
の

取
組

み
の

成
果

、
便

数
、

路
線

増
に

よ
り

３
空

港
の

年
間

乗
降

客
数

は
、

こ
の

５
年

間
概

ね
増

加
傾

向
に

あ
る

。
・

平
成

2
8
年

度
も

、
出

雲
東

京
線

の
機

材
大

型
化

、
出

雲
名

古
屋

線
の

２
便

化
及

び
石

見
東

京
線

の
２

便
化

継
続

な
ど

に
よ

り
、

３
空

港
の

乗
降

客
数

は
、

堅
調

に
推

移
す

る
と

考
え

て
い

る
。

・
な

お
、

萩
・

石
見

空
港

に
つ

い
て

は
、

年
度

当
初

団
体

旅
行

者
が

減
少

し
、

や
や

低
調

で
あ

っ
た

が
、

旅
行

会
社

へ
の

働
き

か
け

な
ど

に
よ

り
、

７
月

か
ら

は
上

向
き

と
な

っ
て

い
る

。
・

今
後

は
、

各
利

用
促

進
協

議
会

で
、

閑
散

期
と

な
る

冬
季

の
対

策
に

力
を

入
れ

る
予

定
で

あ
る

。

・
各

空
港

の
利

用
促

進
協

議
会

、
地

元
自

治
体

や
観

光
担

当
部

局
と

連
携

し
て

、
乗

降
客

数
の

増
加

に
向

け
、

引
き

続
き

、
首

都
圏

、
関

西
な

ど
の

大
都

市
圏

か
ら

の
観

光
客

の
集

客
を

は
じ

め
、

地
元

か
ら

の
利

用
拡

大
な

ど
に

取
り

組
み

、
各

路
線

の
維

持
・

充
実

に
繋

げ
て

い
く

。
・

航
空

会
社

に
対

し
て

は
、

航
空

運
賃

の
低

廉
化

、
旅

客
需

要
に

応
じ

た
機

材
の

運
用

、
利

用
し

や
す

い
ダ

イ
ヤ

へ
の

改
善

な
ど

を
粘

り
強

く
要

望
し

て
い

く
。

・
国

に
対

し
て

は
、

羽
田

空
港

発
着

枠
の

地
方

航
空

路
線

へ
の

優
先

配
分

や
地

方
の

航
空

路
線

維
持

・
拡

充
に

向
け

た
取

組
み

へ
の

支
援

制
度

の
創

設
な

ど
を

要
望

し
て

い
く

。

地
域
振
興
部

防
災
部

－
8
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
を

増
設

、
拡

充
し

た
体

制
で

、
平

常
時

及
び

緊
急

時
に

お
け

る
環

境
放

射
線

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
運

用
を

図
る

。

地
域

防
災

計
画

（
原

子
力

災
害

対
策

編
）

及
び

広
域

避
難

計
画

の
見

直
し

を
行

う
。

原
子

力
防

災
訓

練
に

参
加

し
た

防
災

業
務

関
係

者
の

訓
練

目
的

･
目

標
の

達
成

割
合

％
以

上
9
3
.
4

9
5

9
5

Ⅱ
－

１
－

４
　

治
安

対
策

の
推

進

　
県

民
が

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
日

本
一

治
安

の
良

い
地

域
社

会
を

実
現

す
る

た
め

、
各

種
犯

罪
へ

の
対

策
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
県

民
の

自
主

防
犯

活
動

と
連

携
し

地
域

に
密

着
し

た
取

組
み

を
推

進
し

ま
す

。

Ｂ

・
本

年
６

月
末

現
在

の
刑

法
犯

認
知

件
数

は
、

前
年

比
1
7
5
件

減
少

し
て

お
り

、
県

民
が

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
日

本
一

治
安

の
良

い
地

域
社

会
の

実
現

に
向

け
、

順
調

に
推

移
し

て
い

る
。

・
高

齢
者

が
対

象
と

な
る

特
殊

詐
欺

が
依

然
と

し
て

発
生

し
て

い
る

こ
と

、
自

転
車

盗
等

の
被

害
時

に
お

け
る

無
施

錠
で

あ
っ

た
割

合
が

全
国

で
も

ワ
ー

ス
ト

上
位

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

引
き

続
き

、
治

安
対

策
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

・
平

成
2
6
年

８
月

５
日

、
本

県
に

お
け

る
新

た
な

治
安

対
策

の
指

針
と

し
て

、
「

犯
罪

に
強

い
社

会
の

実
現

の
た

め
の

島
根

行
動

計
画

」
を

策
定

し
、

こ
の

新
行

動
計

画
の

着
実

な
推

進
を

通
じ

て
更

な
る

治
安

の
向

上
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

い
る

。
・

新
行

動
計

画
で

は
、

少
子

高
齢

化
の

進
展

・
地

域
と

の
関

わ
り

の
希

薄
化

等
の

社
会

構
造

の
変

化
を

踏
ま

え
、

行
政

機
関

の
み

な
ら

ず
地

域
全

体
が

連
携

し
な

が
ら

、
子

供
・

女
性

・
高

齢
者

を
始

め
と

す
る

県
民

の
安

全
を

守
る

た
め

の
各

種
対

策
や

再
犯

防
止

対
策

の
強

化
等

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

サ
イ

バ
ー

犯
罪

・
サ

イ
バ

ー
攻

撃
、

組
織

犯
罪

等
の

新
た

な
脅

威
に

対
す

る
対

処
能

力
の

強
化

等
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

・
計

画
体

系
は

、
７

つ
の

視
点

の
下

に
3
5
施

策
・

1
6
1
事

業
で

構
成

す
る

中
、

具
体

的
に

は
、

①
活

力
あ

る
社

会
を

支
え

る
安

全
・

安
心

の
確

保
②

犯
罪

者
を

生
ま

な
い

社
会

の
構

築
及

び
再

犯
防

止
対

策
の

推
進

③
安

心
し

て
外

国
人

と
共

生
で

き
る

社
会

の
実

現
に

向
け

た
不

法
滞

在
者

対
策

④
社

会
を

脅
か

す
組

織
犯

罪
へ

の
対

処
⑤

安
全

な
サ

イ
バ

ー
空

間
の

構
築

⑥
原

子
力

発
電

所
等

重
要

施
設

に
対

す
る

テ
ロ

対
策

・
カ

ウ
ン

タ
ー

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ス

の
強

化
の

各
視

点
に

基
づ

く
施

策
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
を

効
果

的
に

推
進

す
る

上
で

必
要

と
な

る
⑦

犯
罪

に
強

い
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

の
強

化
の

視
点

に
基

づ
き

、
人

員
・

施
設

の
充

実
、

科
学

技
術

の
活

用
等

の
多

角
的

観
点

か
ら

基
盤

の
強

化
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

る
。

犯
罪

率
（

暦
年

）
件

以
下

/
千

人
4
.
8

4
.
6

3
.
9

警
察
本
部

－

Ⅱ
－

１
－

３
　

原
子

力
安

全
・

防
災

対
策

の
充

実
・

強
化

　
原

子
力

発
電

所
周

辺
地

域
の

環
境

放
射

線
の

測
定

監
視

や
発

電
所

の
運

転
状

況
等

の
把

握
と

情
報

公
開

に
努

め
る

と
と

も
に

、
万

一
の

原
子

力
災

害
に

備
え

、
防

災
体

制
を

充
実

・
強

化
し

、
地

域
住

民
の

安
全

を
確

保
す

る
と

と
も

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
を

保
全

し
ま

す
。

Ｂ

･
２

県
６

市
の

枠
組

み
で

の
原

子
力

防
災

訓
練

の
実

施
、

地
域

防
災

計
画

や
広

域
避

難
計

画
の

見
直

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

増
設

な
ど

の
取

組
み

を
進

め
て

い
る

。
・

原
子

力
防

災
訓

練
の

一
環

と
し

て
、

原
子

力
災

害
医

療
活

動
訓

練
及

び
避

難
行

動
要

支
援

者
等

の
避

難
訓

練
を

実
施

し
、

ま
た

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

事
前

配
布

及
び

備
蓄

の
拡

大
に

着
手

し
て

い
る

。
・

緊
急

時
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

避
難

退
域

時
検

査
（

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
）

体
制

の
整

備
、

輸
送

手
段

の
確

保
や

要
支

援
者

避
難

の
仕

組
み

作
り

な
ど

、
放

射
線

監
視

体
制

や
避

難
対

策
を

含
む

原
子

力
防

災
体

制
の

充
実

に
継

続
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

・
島

根
原

発
１

号
機

の
廃

止
措

置
及

び
２

号
機

の
再

稼
動

に
つ

い
て

は
、

現
在

、
原

子
力

規
制

委
員

会
に

お
い

て
廃

止
措

置
計

画
及

び
新

規
制

基
準

適
合

性
の

審
査

中
で

あ
り

、
審

査
終

了
後

に
国

か
ら

よ
く

説
明

を
受

け
た

上
で

、
県

民
の

方
々

を
は

じ
め

、
県

議
会

、
県

安
全

対
策

協
議

会
、

原
子

力
安

全
顧

問
、

松
江

市
や

周
辺

自
治

体
な

ど
の

意
見

を
よ

く
聴

き
総

合
的

に
判

断
す

る
。

・
原

子
力

災
害

対
策

指
針

の
改

定
な

ど
国

の
対

応
を

踏
ま

え
、

防
災

計
画

・
避

難
計

画
を

改
定

す
る

な
ど

緊
急

時
の

防
災

体
制

を
さ

ら
に

充
実

す
る

。
ま

た
、

そ
の

際
に

は
、

避
難

手
段

の
確

保
、

避
難

行
動

要
支

援
者

等
の

対
応

や
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

配
布

、
避

難
退

域
時

検
査

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
体

制
の

拡
充

等
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
地

域
防

災
計

画
（

原
子

力
災

害
対

策
編

）
や

広
域

避
難

計
画

の
見

直
し

を
行

う
。

・
県

境
を

越
え

る
広

域
避

難
時

の
受

け
入

れ
先

と
の

調
整

や
避

難
所

等
で

必
要

と
な

る
物

資
等

の
調

達
の

仕
組

み
作

り
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
避

難
退

域
時

検
査

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
で

必
要

と
な

る
資

機
材

に
か

か
る

経
費

な
ど

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

国
の

人
的

、
財

政
的

な
支

援
を

求
め

て
い

く
。

・
緊

急
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

に
つ

い
て

は
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
の

整
備

や
国

の
検

討
状

況
を

踏
ま

え
て

体
制

拡
充

を
行

う
。

・
原

子
力

災
害

医
療

体
制

の
維

持
に

つ
い

て
は

、
国

が
前

面
に

立
っ

て
調

整
し

、
必

要
な

支
援

・
協

力
を

行
う

こ
と

、
ま

た
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

副
作

用
・

誤
飲

に
関

す
る

補
償

制
度

の
創

設
を

国
へ

要
望

協
議

し
て

い
く

。

－

防
災
部

－
9
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

交
通

事
故

年
間

死
者

数
（

暦
年

）
人

以
下

2
7

2
0

1
8

交
通

事
故

年
間

死
傷

者
数

（
暦

年
）

人
以

下
1
,
6
4
0

1
,
5
0
0

1
,
3
5
0

交
通

事
故

年
間

高
齢

者
死

者
数

（
暦

年
）

人
以

下
1
3

1
0

9

歩
道

の
整

備
率

％
8
4

8
6

9
3

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

制
度

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

％
7
6

8
5

8
5

消
費

生
活

相
談

窓
口

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

％
―

8
5

1
0
0

消
費

者
被

害
に

遭
っ

た
人

の
割

合
％

以
下

―
8

8

洪
水

か
ら

保
全

さ
れ

る
人

口
人

2
9
9
,
7
0
0

3
0
3
,
1
0
0

3
1
3
,
5
0
0

土
砂

災
害

か
ら

保
全

さ
れ

る
人

口
人

1
5
8
,
6
7
9

1
5
9
,
5
7
0

1
6
3
,
2
6
3

緊
急

輸
送

道
路

上
の

防
災

危
険

箇
所

整
備

率
％

5
2

5
6

6
8

緊
急

輸
送

道
路

上
の

橋
梁

耐
震

対
策

実
施

率
％

5
9

6
2

7
3

Ⅱ
－

１
－

５
　

交
通

安
全

対
策

の
推

進

　
交

通
安

全
県

民
運

動
や

交
通

安
全

教
育

を
推

進
し

、
県

民
の

交
通

安
全

意
識

を
一

層
高

め
る

と
と

も
に

、
交

通
環

境
の

整
備

や
交

通
指

導
取

締
り

に
よ

り
、

県
民

を
交

通
事

故
か

ら
守

り
ま

す
。

Ｃ

・
交

通
事

故
年

間
死

者
数

は
、

平
成

2
8
年

７
月

末
現

在
で

既
に

死
者

数
が

1
7
人

（
内

高
齢

者
死

者
数

が
1
1
人

）
に

達
し

て
い

る
。

・
交

通
事

故
年

間
死

傷
者

数
に

つ
い

て
は

、
直

近
1
0
年

間
で

連
続

し
て

減
少

し
て

お
り

、
今

後
の

各
種

対
策

の
推

進
に

よ
り

1
,
5
0
0
人

以
下

を
達

成
可

能
と

見
込

ま
れ

る
。

・
歩

道
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

計
画

的
な

予
算

配
分

で
整

備
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
ほ

ぼ
順

調
に

進
捗

す
る

。

・
「

第
1
0
次

交
通

安
全

計
画

」
（

平
成

2
8
年

度
～

平
成

3
2
年

度
)
に

基
づ

き
、

各
年

度
の

実
施

計
画

に
お

い
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

目
標

達
成

に
向

け
て

進
行

管
理

を
行

う
。

・
「

運
転

者
」

と
「

高
齢

歩
行

者
・

自
転

車
」

に
重

点
を

絞
っ

た
交

通
死

亡
事

故
抑

止
対

策
を

推
進

す
る

。
　

(
運

転
者

)
　

交
通

指
導

取
締

り
は

も
と

よ
り

、
「

緊
張

感
の

保
持

」
「

ス
ピ

ー
ド

ダ
ウ

ン
運

動
」

「
早

め
ラ

イ
ト

の
点

灯
と

上
向

き
ラ

イ
ト

走
行

」
な

ど
の

対
策

の
ほ

か
、

ド
ラ

イ
ブ

レ
コ

ー
ダ

か
ら

得
た

映
像

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

交
通

安
全

教
育

等
を

展
開

す
る

。
　

(
高

齢
歩

行
者

・
自

転
車

）
　

「
道

路
横

断
時

の
安

全
確

認
」

「
夜

光
反

射
材

の
着

用
」

な
ど

の
徹

底
を

図
る

た
め

、
歩

行
環

境
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
や

自
転

車
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
等

機
器

を
活

用
し

た
参

加
・

体
験

・
実

践
型

の
交

通
安

全
指

導
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

４
警

察
署

（
松

江
、

出
雲

、
浜

田
、

益
田

）
配

置
の

「
高

齢
者

交
通

安
全

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

」
を

活
用

し
て

、
高

齢
者

が
集

ま
る

場
所

で
の

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

ア
ド

バ
イ

ス
、

夜
光

反
射

材
の

貼
付

活
動

や
高

齢
歩

行
者

等
の

街
頭

に
お

け
る

保
護

誘
導

活
動

を
推

進
す

る
。

・
ゾ

ー
ン

3
0
（

最
高

速
度

3
0
㎞

／
ｈ

の
規

制
区

域
）

の
整

備
、

事
故

危
険

箇
所

対
策

を
重

点
と

し
た

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

型
信

号
機

及
び

歩
車

分
離

式
信

号
機

の
整

備
、

自
転

車
の

道
路

交
通

環
境

の
整

備
等

に
取

り
組

む
。

・
交

通
安

全
の

た
め

の
道

路
整

備
や

通
学

路
対

策
の

予
算

確
保

に
つ

い
て

は
、

国
の

予
算

配
分

方
針

等
を

的
確

に
把

握
し

工
夫

し
な

が
ら

要
望

を
行

い
、

交
付

金
等

の
総

額
確

保
に

努
め

る
。

・
特

に
、

通
学

路
対

策
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
に

各
市

町
村

が
策

定
し

た
「

通
学

路
交

通
安

全
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
り

、
地

元
や

関
係

機
関

と
協

議
し

な
が

ら
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
整

備
を

着
実

に
推

進
す

る
。

・
防

護
柵

（
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
等

）
の

設
置

に
つ

い
て

は
今

後
と

も
車

両
防

護
柵

設
置

方
針

に
沿

っ
て

、
計

画
的

整
備

を
行

い
、

防
護

柵
設

置
不

可
能

箇
所

に
つ

い
て

も
対

応
を

検
討

す
る

。

地
域
振
興
部

Ⅱ
－

１
－

６
　

消
費

者
対

策
の

推
進

　
自

立
し

た
消

費
者

の
育

成
、

取
引

の
適

正
化

、
苦

情
処

理
・

紛
争

解
決

体
制

の
整

備
等

を
推

進
し

、
県

民
の

消
費

生
活

の
安

全
・

安
心

を
確

保
し

ま
す

。

Ｂ

・
第

４
期

島
根

県
消

費
者

基
本

計
画

（
消

費
者

教
育

推
進

計
画

）
を

踏
ま

え
、

消
費

者
教

育
関

係
者

間
の

連
携

強
化

な
ど

、
自

立
し

た
消

費
者

育
成

の
た

め
の

教
育

体
制

整
備

を
図

っ
て

い
る

。
・

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
お

よ
び

出
前

講
座

等
に

よ
り

、
様

々
な

広
報

を
実

施
し

て
お

り
、

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

制
度

や
消

費
生

活
相

談
窓

口
の

認
知

度
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・
平

成
2
8
年

度
か

ら
景

品
表

示
法

に
課

徴
金

制
度

が
導

入
さ

れ
、

そ
の

適
正

な
運

用
に

よ
り

不
当

表
示

の
抑

止
効

果
が

高
ま

り
、

消
費

者
被

害
を

受
け

た
人

の
割

合
も

低
下

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
・

全
市

町
村

に
お

い
て

消
費

者
相

談
窓

口
が

設
置

さ
れ

、
ま

た
全

市
に

全
国

消
費

生
活

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
シ

ス
テ

ム
（

Ｐ
Ｉ

Ｏ
－

Ｎ
Ｅ

Ｔ
）

が
導

入
さ

れ
る

な
ど

体
制

整
備

が
進

ん
で

い
る

が
、

小
規

模
自

治
体

で
は

人
材

不
足

な
ど

の
理

由
か

ら
消

費
生

活
専

門
資

格
を

保
有

す
る

相
談

員
の

配
置

が
進

ま
な

い
状

況
に

あ
る

。

・
悪

質
商

法
被

害
防

止
に

と
ど

ま
ら

ず
、

消
費

者
市

民
社

会
を

意
識

し
た

広
報

啓
発

と
教

育
に

努
め

る
。

・
学

校
の

家
庭

科
・

公
民

科
教

員
や

消
費

者
団

体
、

民
間

の
消

費
生

活
専

門
資

格
取

得
者

な
ど

と
連

携
し

、
消

費
者

教
育

提
供

体
制

を
整

備
す

る
。

・
消

費
者

団
体

活
動

の
ア

イ
デ

ィ
ア

と
し

て
先

進
活

動
事

例
を

紹
介

し
た

り
、

孤
立

し
た

各
団

体
を

繋
ぐ

こ
と

で
技

術
交

流
や

将
来

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

の
動

き
を

促
進

す
る

な
ど

、
消

費
者

団
体

の
自

立
性

・
自

律
性

の
向

上
に

資
す

る
支

援
を

図
る

。
・

出
前

講
座

の
実

施
や

様
々

な
広

報
手

段
の

活
用

、
消

費
者

団
体

と
の

連
携

に
よ

り
、

消
費

者
に

被
害

の
未

然
防

止
・

拡
大

抑
制

に
つ

な
が

る
情

報
を

確
実

に
提

供
す

る
。

・
事

業
者

の
法

令
遵

守
状

況
に

対
す

る
監

視
・

指
導

を
迅

速
か

つ
適

正
に

行
い

、
県

民
が

安
全

に
安

心
し

て
消

費
行

動
が

で
き

る
環

境
を

つ
く

る
。

・
高

齢
者

や
障

が
い

者
の

被
害

防
止

の
た

め
、

各
地

域
で

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

で
き

る
よ

う
支

援
す

る
。

・
県

相
談

員
の

相
談

技
法

の
習

得
・

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
市

町
村

の
業

務
支

援
・

人
材

育
成

支
援

を
行

い
、

県
民

の
被

害
救

済
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

環
境
生
活
部

Ⅱ
－

１
－

７
　

災
害

に
強

い
県

土
づ

く
り

　
道

路
防

災
対

策
、

治
山

治
水

対
策

、
土

砂
災

害
対

策
、

海
岸

保
全

対
策

等
に

よ
り

県
土

を
整

備
し

、
豪

雨
、

台
風

、
地

震
等

の
発

生
時

に
お

け
る

県
民

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

へ
の

被
害

の
発

生
を

未
然

に
防

ぎ
ま

す
。

Ｂ

・
第

二
浜

田
ダ

ム
本

体
工

事
が

完
了

し
、

河
川

改
修

も
概

ね
順

調
に

進
ん

で
い

る
。

・
土

砂
災

害
防

止
対

策
は

、
関

係
部

局
間

で
調

整
し

な
が

ら
ハ

ー
ド

整
備

を
進

め
て

い
る

。
・

道
路

防
災

対
策

は
、

緊
急

輸
送

道
路

か
ら

危
険

箇
所

整
備

や
橋

梁
耐

震
化

を
計

画
的

に
進

め
て

い
る

。
・

道
路

の
落

石
対

策
は

、
「

落
石

事
故

再
発

防
止

検
討

委
員

会
」

の
提

言
を

踏
ま

え
て

と
り

ま
と

め
た

「
落

石
に

係
る

道
路

防
災

計
画

」
に

基
づ

き
、

再
発

防
止

策
を

実
施

し
て

い
く

。
・

対
策

が
必

要
な

箇
所

が
多

数
存

在
し

整
備

に
時

間
を

要
す

る
こ

と
や

、
既

存
施

設
の

老
朽

化
等

に
よ

り
維

持
・

更
新

費
が

増
加

傾
向

に
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
た

計
画

的
な

対
策

が
必

要
で

あ
る

。

・
事

業
費

を
確

保
す

る
た

め
、

機
会

を
捉

え
国

へ
予

算
要

望
、

コ
ス

ト
縮

減
、

長
寿

命
化

に
よ

る
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

縮
減

な
ど

の
取

組
み

を
行

う
。

・
長

寿
命

化
計

画
に

基
づ

き
、

老
朽

化
対

策
を

計
画

的
に

行
う

。
・

浸
水

が
常

襲
す

る
県

東
部

の
低

平
地

の
河

川
改

修
な

ど
対

象
を

重
点

化
し

た
う

え
で

、
暫

定
改

修
や

コ
ス

ト
縮

減
な

ど
効

果
的

な
事

業
執

行
に

努
め

る
。

・
土

砂
災

害
対

策
は

ハ
ー

ド
整

備
を

進
め

な
が

ら
、

ソ
フ

ト
対

策
を

併
せ

た
総

合
的

な
防

災
対

策
を

進
め

る
。

ソ
フ

ト
対

策
例

：
雨

量
･
水

位
な

ど
適

切
な

情
報

提
供

、
防

災
意

識
高

揚
の

た
　

　
　

 
　

 
　

　
め

の
啓

発
･
学

習
会

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
よ

る
土

砂
災

害
　

　
　

　
　

　
　

警
戒

区
域

等
の

周
知

、
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
の

指
定

　
　

　
　

　
　

　
に

よ
る

開
発

抑
制

、
土

砂
災

害
予

警
報

シ
ス

テ
ム

等
に

よ
　

　
　

　
　

　
　

る
警

戒
避

難
体

制
の

整
備

な
ど

・
離

岸
堤

、
人

工
リ

ー
フ

の
工

事
に

併
せ

サ
ン

ド
リ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
養

浜
な

ど
予

算
の

効
率

的
な

執
行

に
努

め
る

。
（

益
田

港
、

久
手

港
、

三
隅

港
、

別
府

港
、

和
木

波
子

海
岸

）

土
木
部

－
1
0
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

食
中

毒
年

間
発

生
件

数
件

以
下

1
0

6
6

食
品

表
示

法
に

基
づ

く
年

間
指

示
公

表
件

数
件

1
0

0

平
均

寿
命

（
男

性
）

歳
8
0
.
4
1

8
0
.
1
9

(
7
9
.
9
5
)

8
0
.
5
3

(
7
9
.
9
5
)

平
均

寿
命

（
女

性
）

歳
8
7
.
3
0

8
7
.
7
0
 
 
 

(
8
7
.
1
8
)

8
8
.
0
8
 
 
 
 

 
 

(
8
7
.
1
8
)

7
5
歳

未
満

が
ん

年
齢

調
整

死
亡

率
（

人
口

1
0
万

対
）

（
男

性
）

以
下

1
0
4
.
7

9
4
.
7

9
2
.
1

7
5
歳

未
満

が
ん

年
齢

調
整

死
亡

率
（

人
口

1
0
万

対
）

（
女

性
）

以
下

5
4
.
9

4
7
.
3

4
6
.
1

脳
卒

中
年

齢
調

整
死

亡
率

（
人

口
1
0
万

対
）

（
男

性
）

以
下

3
8
.
8

4
0
.
4

3
8
.
4

脳
卒

中
年

齢
調

整
死

亡
率

（
人

口
1
0
万

対
）

（
女

性
）

以
下

2
1
.
4

2
1
.
3

2
1
.
1

民
生

児
童

委
員

の
年

間
訪

問
回

数
件

3
2
0
,
9
4
3

3
0
6
,
0
0
0

3
2
5
,
0
0
0

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
職

業
紹

介
に

よ
り

就
職

し
た

福
祉

事
業

従
事

者
数

人
3
5
1

3
5
0

(
2
8
5
)

3
5
0

(
3
3
0
)

Ⅱ
－

１
－

８
　

食
の

安
全

の
確

保

　
県

民
が

安
心

し
て

食
生

活
を

送
ら

れ
る

よ
う

、
食

品
の

生
産

か
ら

消
費

に
至

る
一

貫
し

た
安

全
対

策
に

取
り

組
み

、
食

品
の

安
全

性
を

確
保

し
ま

す
。

Ｂ

・
食

中
毒

発
生

件
数

は
平

成
2
6
年

の
1
1
件

か
ら

平
成

2
7
年

は
1
0

件
、

う
ち

広
範

な
被

害
に

繋
が

り
や

す
い

食
品

営
業

施
設

な
ど

で
の

発
生

は
７

件
か

ら
６

件
に

、
指

導
強

化
に

よ
り

減
少

し
た

。
・

毎
年

、
家

庭
を

原
因

と
す

る
食

中
毒

発
生

が
全

体
の

1
0
％

程
度

を
占

め
る

が
、

実
数

は
十

分
に

把
握

で
き

て
い

な
い

。
ま

た
、

根
本

的
な

予
防

対
策

の
な

い
寄

生
虫

性
食

中
毒

が
発

生
し

て
い

る
。

・
食

品
事

業
者

に
対

し
て

、
食

中
毒

や
異

物
混

入
等

の
食

品
衛

生
を

担
保

す
る

た
め

の
H
A
C
C
P
方

式
に

よ
る

衛
生

管
理

手
法

の
導

入
を

推
進

す
る

。
・

調
理

従
事

者
の

健
康

管
理

、
調

理
従

事
者

等
に

よ
る

二
次

汚
染

の
防

止
な

ど
、

カ
ン

ピ
ロ

バ
ク

タ
ー

や
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
食

中
毒

対
策

の
徹

底
に

つ
い

て
指

導
・

助
言

を
行

う
と

と
も

に
、

調
理

従
事

者
の

健
康

確
認

に
視

点
を

置
い

た
調

理
従

事
者

健
康

確
認

状
況

点
検

票
及

び
調

理
施

設
点

検
票

を
取

り
入

れ
た

監
視

指
導

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

関
係

者
や

県
民

に
対

し
て

様
々

な
媒

体
、

講
習

会
な

ど
を

利
用

し
、

一
層

の
啓

発
を

行
う

。
・

平
成

2
7
年

４
月

に
食

品
表

示
法

が
施

行
さ

れ
、

Ｊ
Ａ

Ｓ
法

、
食

品
衛

生
法

、
健

康
増

進
法

に
基

づ
く

表
示

基
準

が
新

し
い

表
示

基
準

と
し

て
整

理
・

統
合

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
昨

年
度

、
相

談
窓

口
を

薬
事

衛
生

課
及

び
保

健
所

に
一

元
化

し
た

。
今

年
度

か
ら

、
食

品
表

示
に

係
る

相
談

等
に

迅
速

・
的

確
に

対
応

す
る

た
め

、
組

織
改

正
に

よ
る

体
制

強
化

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
一

層
食

品
表

示
の

適
正

化
を

図
っ

て
い

く
。

・
食

品
の

不
適

正
表

示
に

対
す

る
監

視
及

び
改

善
指

導
を

強
化

す
る

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

２
－

２
　

地
域

福
祉

の
推

進

　
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

と
質

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
公

的
サ

ー
ビ

ス
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
地

域
の

活
動

、
地

域
住

民
の

連
携

に
よ

り
、

日
常

生
活

を
支

え
る

地
域

福
祉

の
仕

組
み

づ
く

り
と

住
民

が
相

互
に

支
え

合
う

社
会

の
構

築
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
民

生
委

員
の

活
動

は
、

住
民

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
な

ど
に

よ
り

、
個

々
に

関
わ

る
時

間
が

多
く

な
り

訪
問

回
数

が
増

加
し

て
い

る
。

・
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
の

職
業

紹
介

に
よ

り
就

職
し

た
福

祉
事

業
従

事
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
1
年

度
の

目
標

を
達

成
し

た
。

　
　

　
　

・
主

に
離

島
・

中
山

間
地

域
で

は
福

祉
・

介
護

職
員

の
人

材
確

保
が

厳
し

い
状

況
に

あ
る

た
め

、
引

き
続

き
人

材
確

保
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

・
福

祉
人

材
の

確
保

・
育

成
に

つ
い

て
は

、
職

場
環

境
の

改
善

、
職

員
の

資
質

向
上

、
意

識
啓

発
な

ど
に

幅
広

く
取

り
組

ん
で

い
く

。
特

に
、

若
い

年
齢

層
へ

の
働

き
か

け
が

重
要

で
あ

り
、

学
生

、
保

護
者

、
教

員
な

ど
に

福
祉

･
介

護
職

場
へ

の
知

識
や

理
解

を
深

め
て

も
ら

い
、

将
来

、
地

域
の

福
祉

・
介

護
職

場
へ

の
就

業
に

繋
げ

る
取

組
み

を
行

っ
て

い
く

。
・

今
後

も
継

続
的

に
福

祉
人

材
の

確
保

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
く

た
め

に
、

安
定

し
た

財
源

を
確

保
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

・
社

会
福

祉
法

人
へ

の
指

導
内

容
の

統
一

的
な

水
準

を
確

保
す

る
た

め
、

県
・

市
共

同
で

設
置

・
運

営
し

て
い

る
所

轄
庁

連
絡

協
議

会
を

効
果

的
に

運
用

す
る

。
ま

た
、

県
・

市
間

の
情

報
共

有
と

連
携

、
研

修
機

会
の

確
保

に
よ

り
、

県
全

体
の

指
導

監
査

の
均

質
化

を
図

っ
て

い
く

。
　

　
　

　 ・
市

町
村

、
島

根
県

民
生

児
童

委
員

協
議

会
及

び
市

町
村

民
生

児
童

委
員

協
議

会
と

連
携

し
、

民
生

委
員

の
負

担
軽

減
に

向
け

、
研

修
の

充
実

や
民

生
委

員
活

動
へ

の
理

解
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

・
財

源
面

で
、

国
に

対
し

必
要

な
要

望
を

行
っ

て
い

く
。

・
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
利

用
率

の
向

上
に

向
け

、
ま

ず
は

施
設

に
足

を
運

ん
で

も
ら

う
た

め
に

１
Ｆ

フ
ロ

ア
等

で
様

々
な

展
示

等
を

行
っ

た
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
の

情
報

提
供

な
ど

の
取

組
み

を
行

っ
て

い
く

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

２
－

１
　

健
康

づ
く

り
の

推
進

　
県

民
自

ら
が

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
む

環
境

の
整

備
と

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
進

め
、

県
民

の
生

涯
に

わ
た

る
心

身
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

健
康

長
寿

日
本

一
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
平

均
寿

命
に

つ
い

て
は

、
男

女
と

も
平

成
3
1
年

度
の

目
標

を
達

成
し

た
。

こ
れ

は
4
0
～

6
4
歳

の
死

亡
、

特
に

心
疾

患
と

脳
血

管
疾

患
の

死
亡

数
の

減
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
・

7
5
歳

未
満

が
ん

年
齢

調
整

死
亡

率
に

つ
い

て
は

、
減

少
傾

向
に

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
健

康
寿

命
を

延
伸

し
健

康
で

高
齢

期
を

む
か

え
る

た
め

、
働

き
盛

り
世

代
か

ら
の

健
康

づ
く

り
、

さ
ら

な
る

生
活

習
慣

病
の

予
防

が
必

要
で

あ
る

。

・
生

活
習

慣
病

の
発

症
率

、
死

亡
率

等
と

各
種

調
査

結
果

に
つ

い
て

、
県

と
市

町
村

が
協

働
で

多
角

的
な

分
析

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
市

町
村

の
課

題
や

特
徴

に
即

し
た

事
業

実
施

に
取

り
組

む
。

・
特

に
働

き
盛

り
世

代
の

健
康

実
態

の
改

善
に

向
け

た
、

保
険

者
や

関
係

団
体

と
の

協
働

事
業

の
実

施
等

に
よ

る
働

き
盛

り
世

代
へ

の
健

康
経

営
の

取
組

み
を

支
援

す
る

。
・

自
死

対
策

は
、

心
の

健
康

を
理

解
す

る
た

め
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

表
の

配
布

、
悩

み
を

抱
え

た
人

が
相

談
し

や
す

い
よ

う
各

種
相

談
窓

口
の

周
知

、
い

の
ち

の
電

話
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

相
談

員
の

確
保

、
自

死
の

危
険

を
示

す
サ

イ
ン

に
気

づ
き

、
見

守
り

、
適

切
な

行
動

が
実

践
で

き
る

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
の

養
成

と
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

の
強

化
な

ど
県

民
運

動
的

な
取

組
み

を
進

め
る

。
・

公
共

機
関

の
受

動
喫

煙
防

止
の

取
組

強
化

、
妊

産
婦

、
未

成
年

者
の

防
煙

の
取

組
み

、
青

壮
年

期
の

禁
煙

指
導

に
向

け
た

情
報

提
供

、
県

民
運

動
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

る
。

・
食

育
や

健
康

な
食

に
つ

い
て

の
身

近
な

地
域

で
の

多
様

な
情

報
発

信
を

、
民

間
企

業
や

関
係

団
体

と
の

連
携

に
よ

り
推

進
す

る
。

・
健

康
づ

く
り

と
介

護
予

防
の

連
携

に
よ

る
高

齢
者

の
自

立
に

向
け

た
取

組
み

を
支

援
す

る
。

・
指

定
難

病
、

肝
炎

医
療

費
の

対
象

者
へ

の
情

報
提

供
に

よ
り

、
適

切
な

制
度

利
用

で
の

負
担

軽
減

と
、

専
門

相
談

や
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
療

養
支

援
を

図
る

。
・

感
染

症
の

ま
ん

延
を

防
止

す
る

た
め

、
医

療
機

関
と

連
携

し
速

や
か

に
感

染
症

発
生

情
報

を
把

握
し

、
県

民
や

医
療

機
関

等
へ

的
確

に
情

報
提

供
し

て
い

く
と

と
も

に
、

患
者

が
発

生
し

た
と

き
に

は
、

徹
底

し
た

調
査

・
検

査
を

実
施

し
、

感
染

拡
大

防
止

を
図

る
。

健
康
福
祉
部

－
1
1
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

介
護

を
要

し
な

い
高

齢
者

の
割

合
（

年
間

）
％

8
4
.
4

8
5
.
0

8
5
.
0

介
護

職
員

数
人

1
4
,
7
3
5

1
4
,
9
1
0

1
5
,
6
0
0

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

数
（

累
計

）
人

5
7
,
0
8
3

5
5
,
0
0
0

7
0
,
0
0
0

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
待

機
者

数
人

以
下

4
,
9
1
7

4
,
7
0
0

(
5
,
4
4
0
)

4
,
1
0
0

(
5
,
2
0
0
)

施
設

か
ら

地
域

生
活

へ
の

移
行

者
数

（
累

計
）

人
2
1

8
8

1
7
8

精
神

障
が

い
者

の
入

院
後

３
か

月
経

過
時

点
の

退
院

率
％

5
9
.
6

6
4

6
4

精
神

障
が

い
者

の
入

院
後

１
年

経
過

時
点

の
退

院
率

％
8
6
.
7

9
1

9
1

生
活

衛
生

に
関

す
る

健
康

被
害

発
生

件
数

件
0

0
0

薬
事

に
関

す
る

健
康

被
害

発
生

件
数

件
0

0
0

Ⅱ
－

２
－

４
　

障
が

い
者

の
自

立
支

援

　
「

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

」
の

理
念

の
も

と
、

障
が

い
者

が
住

み
た

い
地

域
で

、
障

が
い

の
な

い
人

と
同

じ
よ

う
に

、
安

心
し

、
自

立
し

た
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
、

地
域

の
住

民
と

共
に

支
え

合
う

地
域

社
会

を
実

現
し

ま
す

。

Ｂ

・
施

設
入

所
か

ら
の

地
域

移
行

に
つ

い
て

は
、

残
っ

て
い

る
入

所
者

は
重

度
者

・
高

齢
者

が
多

い
が

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

等
の

整
備

に
加

え
、

地
域

の
相

談
支

援
体

制
の

充
実

等
を

図
っ

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
着

実
に

進
め

て
い

く
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
施

設
・

事
業

所
に

お
け

る
工

賃
は

、
販

路
開

拓
支

援
員

派
遣

事
業

や
就

労
事

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

設
置

等
に

よ
り

、
全

国
上

位
の

水
準

で
推

移
し

、
順

調
に

増
加

し
て

い
る

。
・

精
神

障
が

い
者

の
地

域
移

行
に

つ
い

て
は

、
入

院
後

３
か

月
経

過
時

点
の

退
院

率
は

概
ね

6
0
％

、
入

院
後

１
年

経
過

時
点

の
退

院
率

は
9
0
％

弱
と

な
っ

て
お

り
、

今
後

も
医

療
機

関
と

地
域

援
助

事
業

者
と

の
連

携
を

促
進

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
制

度
に

つ
い

て
、

市
町

村
・

事
業

者
へ

の
説

明
会

開
催

や
Ｈ

Ｐ
掲

載
等

、
県

内
関

係
者

へ
の

効
果

的
な

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

研
修

会
開

催
な

ど
に

よ
り

人
材

育
成

に
努

め
て

い
く

。
ま

た
、

相
談

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

や
圏

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
な

ど
を

配
置

・
派

遣
し

な
が

ら
、

関
係

機
関

や
関

係
者

の
相

談
支

援
の

体
制

強
化

や
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

向
け

た
支

援
を

行
う

。
・

第
４

期
障

が
い

福
祉

計
画

に
基

づ
き

、
国

庫
補

助
金

の
積

極
的

な
確

保
に

努
め

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

や
日

中
活

動
系

サ
ー

ビ
ス

の
施

設
整

備
を

着
実

に
進

め
る

。
・

平
成

2
6
年

４
月

に
施

行
さ

れ
た

改
正

精
神

保
健

福
祉

法
を

踏
ま

え
、

医
療

と
福

祉
の

連
携

に
よ

る
地

域
生

活
へ

の
移

行
が

さ
ら

に
進

む
よ

う
、

引
き

続
き

、
保

健
所

を
中

心
に

各
市

町
村

の
障

害
者

総
合

支
援

協
議

会
へ

の
参

画
や

関
係

者
会

議
に

よ
る

情
報

共
有

、
精

神
科

病
院

実
地

指
導

に
お

け
る

指
導

な
ど

に
取

り
組

む
。

・
平

成
3
0
年

４
月

に
施

行
さ

れ
る

障
害

者
総

合
支

援
法

の
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

「
就

労
定

着
支

援
」

の
動

向
を

踏
ま

え
、

障
が

い
者

の
生

活
・

就
労

・
定

着
を

支
援

す
る

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

と
関

係
機

関
が

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
関

が
持

つ
既

存
の

制
度

や
取

組
み

が
有

機
的

に
繋

が
る

よ
う

連
携

す
る

。
・

発
達

障
が

い
者

支
援

に
つ

い
て

は
、

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

を
強

化
し

、
市

町
村

の
体

制
整

備
に

向
け

た
よ

り
専

門
的

な
支

援
、

保
健

師
・

保
育

士
等

研
修

に
よ

る
人

材
育

成
な

ど
を

行
い

な
が

ら
、

関
係

部
局

が
連

携
し

た
地

域
支

援
体

制
の

構
築

を
図

っ
て

い
く

。
・

障
が

い
を

理
由

と
す

る
差

別
に

関
す

る
相

談
に

適
切

に
対

応
で

き
る

よ
う

窓
口

を
有

す
る

行
政

機
関

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
あ

い
サ

ポ
ー

ト
運

動
な

ど
を

通
じ

て
県

民
や

事
業

者
、

職
員

に
対

し
て

障
害

者
差

別
解

消
法

の
趣

旨
や

障
が

い
の

特
性

な
ど

に
関

す
る

普
及

啓
発

を
反

復
継

続
的

に
行

っ
て

い
く

。
　

ま
た

、
障

が
い

福
祉

施
設

入
所

者
な

ど
の

安
全

の
確

保
に

つ
い

て
、

各
施

設
の

防
犯

措
置

の
徹

底
、

警
察

等
関

係
機

関
と

の
協

力
・

連
携

体
制

の
構

築
や

、
不

審
者

の
発

見
等

防
犯

体
制

の
強

化
に

つ
な

が
る

よ
う

地
域

住
民

な
ど

と
連

携
し

た
地

域
に

開
か

れ
た

施
設

運
営

な
ど

を
助

言
・

指
導

し
て

い
く

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

２
－

３
　

高
齢

者
福

祉
の

推
進

　
高

齢
者

が
生

涯
を

通
じ

て
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

と
と

も
に

、
元

気
な

高
齢

者
が

地
域

の
担

い
手

と
な

っ
て

積
極

的
に

活
動

す
る

仕
組

み
・

環
境

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。

Ｂ

・
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
数

に
つ

い
て

は
、

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

待
機

者
数

は
順

調
に

減
少

し
て

い
る

。
　

　
・

介
護

職
員

数
は

関
係

団
体

等
と

の
連

携
し

た
人

材
確

保
の

取
組

み
な

ど
に

よ
り

、
順

調
に

増
加

し
て

い
る

。
・

第
６

期
計

画
（

平
成

2
7
～

2
9
年

度
）

に
基

づ
き

「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」

の
構

築
に

向
け

、
市

町
村

等
と

と
も

に
医

療
と

介
護

の
連

携
の

強
化

、
介

護
予

防
や

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
な

ど
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
介

護
を

要
し

な
い

高
齢

者
の

割
合

は
、

前
年

度
と

大
き

な
変

化
は

な
い

と
思

わ
れ

る
が

、
要

介
護

認
定

率
が

高
く

な
る

８
５

歳
以

上
の

高
齢

者
人

口
が

増
加

し
て

い
る

な
か

、
早

い
段

階
か

ら
長

期

・
各

市
町

村
に

お
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

」
が

で
き

る
だ

け
早

期
に

構
築

さ
れ

る
よ

う
、

県
と

し
て

必
要

な
支

援
や

助
言

を
行

っ
て

い
く

。
・

介
護

予
防

に
資

す
る

サ
ロ

ン
活

動
の

通
い

の
場

の
活

性
化

な
ど

市
町

村
が

取
り

組
む

介
護

予
防

事
業

へ
の

支
援

や
、

介
護

予
防

の
取

組
み

の
機

能
強

化
に

向
け

て
リ

ハ
ビ

リ
等

の
専

門
職

の
関

与
を

促
進

す
る

た
め

の
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

・
介

護
人

材
の

新
規

就
労

の
促

進
を

図
る

た
め

、
介

護
や

介
護

の
仕

事
に

対
す

る
理

解
促

進
の

た
め

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

事
業

や
、

介
護

職
員

が
高

い
専

門
性

と
誇

り
を

持
っ

て
働

け
る

よ
う

に
資

格
が

な
い

職
員

に
対

す
る

資
格

取
得

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

の
支

援
な

ど
を

、
関

係
団

体
な

ど
と

協
力

し
て

取
り

組
む

。
・

市
町

村
の

認
知

症
施

策
の

取
組

み
を

支
援

す
る

た
め

、
課

題
や

情
報

を
共

有
す

る
た

め
の

市
町

村
会

議
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
教

育
委

員
会

と
連

携
し

て
小

・
中

学
校

の
教

育
現

場
に

お
い

て
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
の

開
催

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
む

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

２
－

５
　

生
活

衛
生

の
充

実

　
飲

料
水

、
医

薬
品

等
の

安
全

性
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
旅

館
業

や
理

美
容

業
な

ど
の

生
活

衛
生

関
係

営
業

の
衛

生
環

境
を

確
保

す
る

た
め

の
監

視
・

指
導

を
強

化
し

、
県

民
の

生
活

環
境

衛
生

を
守

り
ま

す
。

Ａ

・
各

法
令

に
基

づ
く

許
認

可
、

監
視

・
指

導
の

実
施

、
県

民
に

対
す

る
情

報
提

供
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
生

活
衛

生
に

関
す

る
健

康
被

害
は

防
止

で
き

て
い

る
。

・
生

活
環

境
衛

生
の

確
保

は
、

各
種

の
法

律
等

に
基

づ
く

監
視

・
指

導
の

充
実

に
よ

る
た

め
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
を

活
用

し
、

適
切

か
つ

確
実

な
監

視
・

指
導

を
実

施
す

る
。

・
水

道
事

業
の

統
合

化
や

水
道

事
業

の
老

朽
化

対
策

は
、

そ
の

財
源

確
保

に
つ

い
て

、
補

助
事

業
の

拡
充

な
ど

の
支

援
を

国
に

対
し

て
要

望
し

て
い

く
。

・
動

物
管

理
等

対
策

事
業

で
は

、
飼

い
主

の
い

な
い

猫
対

策
等

の
個

別
の

事
業

を
進

め
る

と
と

も
に

、
適

正
飼

養
や

動
物

愛
護

思
想

の
普

及
を

推
進

し
、

引
取

さ
れ

る
犬

・
猫

の
数

の
減

少
を

図
る

。

健
康
福
祉
部

－
1
2
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

Ⅱ
－

２
－

６
　

生
活

援
護

の
確

保

　
経

済
的

に
困

窮
し

た
人

な
ど

が
、

自
立

し
安

定
し

た
生

活
を

送
れ

る
社

会
を

目
指

し
ま

す
。

ま
た

、
戦

没
者

や
戦

傷
病

者
等

へ
の

福
祉

の
増

進
と

中
国

帰
国

者
等

の
自

立
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
生

活
保

護
受

給
世

帯
の

う
ち

、
就

労
収

入
増

加
に

よ
り

自
立

で
き

た
世

帯
数

は
、

平
成

2
7
年

度
が

1
1
7
世

帯
で

あ
る

。
引

き
続

き
、

必
要

な
保

護
と

適
切

な
自

立
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

の
連

携
や

就
労

支
援

員
の

活
用

、
「

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
法

」
に

基
づ

く
事

業
と

の
連

携
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

自
立

し
安

定
し

た
生

活
に

向
け

た
世

帯
数

が
増

え
る

見
込

み
で

あ
る

。
・

一
方

、
雇

用
と

の
適

切
な

マ
ッ

チ
ン

グ
や

対
象

者
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
る

。

・
生

活
保

護
の

自
立

を
促

進
す

る
た

め
に

、
平

成
1
7
年

度
か

ら
個

々
の

状
況

に
応

じ
た

自
立

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

支
援

や
、

社
会

保
障

給
付

金
等

の
手

続
き

、
医

療
介

護
の

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

図
れ

る
よ

う
取

り
組

ん
で

き
た

。
ま

た
、

平
成

2
2
年

度
か

ら
就

労
支

援
員

の
配

置
を

進
め

て
き

て
い

る
が

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
の

連
携

を
密

に
し

、
平

成
2
7
年

度
か

ら
施

行
さ

れ
た

「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
」

に
基

づ
く

事
業

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く

。
・

各
市

町
村

福
祉

事
務

所
に

お
い

て
、

生
活

相
談

等
に

対
す

る
適

切
な

対
応

や
生

活
保

護
の

適
正

実
施

、
他

法
他

施
策

の
活

用
が

図
ら

れ
る

よ
う

引
き

続
き

指
導

監
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

町
村

福
祉

事
務

所
へ

の
支

援
体

制
に

つ
い

て
も

確
保

し
て

い
く

。
・

生
活

困
窮

者
自

立
支

援
機

関
の

支
援

員
に

対
し

て
、

相
談

支
援

技
術

の
研

修
会

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
各

市
町

村
に

地
域

資
源

の
開

発
や

学
習

支
援

の
実

施
に

向
け

て
、

優
良

事
例

等
の

情
報

提
供

を
行

う
。

・
子

ど
も

の
貧

困
対

策
の

推
進

に
向

け
、

福
祉

サ
イ

ド
と

教
育

サ
イ

ド
の

連
携

を
進

め
、

お
互

い
の

課
題

を
共

有
す

る
。

・
各

種
給

付
金

の
う

ち
、

対
象

者
が

特
定

で
き

る
戦

没
者

等
の

妻
に

対
す

る
特

別
給

付
金

等
に

つ
い

て
は

、
必

要
に

応
じ

て
受

給
権

者
の

把
握

、
請

求
勧

奨
を

的
確

に
進

め
て

い
く

。
・

平
成

2
7
年

度
か

ら
始

ま
っ

た
特

別
弔

慰
金

（
請

求
期

限
：

平
成

3
0
年

４
月

２
日

ま
で

）
に

つ
い

て
は

請
求

漏
れ

を
な

く
す

た
め

、
国

、
県

、
市

町
村

に
お

け
る

継
続

し
た

広
報

の
実

施
等

を
行

う
予

定
で

あ
る

。
・

中
国

帰
国

者
対

策
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

事
務

監
査

を
的

確
に

実
施

す
る

な
ど

実
施

主
体

で
あ

る
市

町
と

連
携

を
図

り
、

支
援

給
付

制
度

の
適

正
な

運
営

が
図

ら
れ

る
よ

う
指

導
し

て
い

く
。

就
労

に
よ

り
自

立
し

た
生

活
保

護
世

帯
の

数
（

年
間

）
世

帯
以

上
1
1
7

1
2
5

1
2
5

健
康
福
祉
部

救
急

病
院

数
病

院
2
5

2
5

2
5

訪
問

看
護

師
数

人
3
1
1

3
2
0

3
8
0

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

及
び

島
根

県
が

ん
診

療
連

携
推

進
病

院
数

病
院

6
6

6

平
均

在
院

日
数

（
中

央
病

院
）

（
年

間
）

日
未

満
1
4
.
2

1
4
.
0

1
4
.
0

退
院

率
（

3
か

月
以

内
）

（
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ

ー
）

（
年

間
）

％
以

上
7
8
.
3

7
0
.
0

7
0

Ⅱ
－

３
－

１
　

医
療

機
能

の
確

保

　
医

療
機

関
相

互
の

機
能

分
担

と
連

携
に

よ
り

、
県

民
が

必
要

か
つ

良
質

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
医

療
機

能
を

確
保

し
ま

す
。

Ｂ

・
訪

問
看

護
師

数
は

、
順

調
に

伸
び

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

救
急

病
院

数
、

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院

及
び

島
根

県
が

ん
診

療
連

携
推

進
病

院
数

は
横

ば
い

で
推

移
し

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

・
限

ら
れ

た
医

療
従

事
者

、
施

設
、

設
備

な
ど

を
最

大
限

活
用

す
る

た
め

、
医

療
機

関
相

互
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
地

域
医

療
構

想
の

課
題

解
決

に
向

け
、

保
健

所
が

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

、
地

域
の

医
療

機
関

・
行

政
・

医
師

会
等

関
係

団
体

の
間

で
今

後
の

地
域

医
療

体
制

を
継

続
協

議
す

る
。

・
救

急
病

院
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

る
よ

う
地

域
住

民
が

実
施

す
る

啓
発

活
動

な
ど

の
支

援
を

進
め

る
。

ま
た

、
医

療
機

関
相

互
の

連
携

、
医

療
と

福
祉

の
連

携
に

よ
る

在
宅

医
療

の
推

進
を

図
る

た
め

、
全

県
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
用

拡
大

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

・
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
の

広
域

連
携

を
各

県
と

連
携

し
て

維
持

す
る

と
と

も
に

、
防

災
ヘ

リ
な

ど
へ

の
医

師
同

乗
支

援
を

維
持

し
、

主
に

離
島

中
山

間
地

域
の

救
急

医
療

体
制

の
負

担
減

を
図

る
。

・
が

ん
診

療
提

供
体

制
の

向
上

に
向

け
て

、
拠

点
病

院
等

と
連

携
し

、
引

き
続

き
、

が
ん

医
療

従
事

者
育

成
に

係
る

経
費

の
支

援
、

緩
和

ケ
ア

体
制

の
推

進
、

相
談

機
能

の
充

実
な

ど
を

進
め

て
い

く
。

・
精

神
科

救
急

医
療

に
つ

い
て

は
、

今
後

と
も

、
引

き
続

き
、

3
6
5
日

2
4
時

間
の

診
療

応
需

及
び

相
談

体
制

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

精
神

科
病

院
及

び
診

療
所

の
協

力
体

制
の

確
保

に
努

め
る

。
・

若
年

層
を

対
象

と
し

た
献

血
に

関
す

る
啓

発
事

業
を

、
引

き
続

き
島

根
県

赤
十

字
血

液
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

実
施

す
る

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

３
－

２
　

県
立

病
院

に
お

け
る

良
質

な
医

療
提

供

　
県

内
全

域
を

対
象

と
す

る
県

の
基

幹
的

病
院

と
し

て
実

施
す

べ
き

救
急

医
療

や
高

度
・

特
殊

・
専

門
医

療
、

地
域

医
療

支
援

機
能

等
を

充
実

し
て

、
県

民
に

安
全

安
心

で
良

質
な

医
療

を
提

供
し

ま
す

。
Ｂ

・
中

央
病

院
で

は
、

平
成

2
7
年

度
に

救
急

搬
送

の
受

け
入

れ
、

ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

の
出

動
、

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

産
婦

や
新

生
児

の
受

け
入

れ
を

行
っ

て
お

り
、

今
年

度
も

引
き

続
き

県
の

基
幹

的
病

院
と

し
て

県
民

に
安

全
安

心
で

良
質

な
医

療
を

提
供

し
て

い
る

。
・

医
療

提
供

体
制

の
充

実
と

、
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

早
期

退
院

支
援

の
取

組
み

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
県

の
基

幹
病

院
と

し
て

の
機

能
を

維
持

・
充

実
す

る
た

め
に

、
医

療
従

事
者

の
確

保
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

適
切

な
役

割
分

担
に

よ
る

連
携

の
強

化
を

図
り

な
が

ら
、

質
の

高
い

医
療

の
提

供
と

健
全

経
営

の
推

進
を

図
る

。
・

精
神

医
療

に
つ

い
て

は
、

急
性

期
治

療
体

制
を

維
持

す
る

と
と

も
に

、
入

院
患

者
の

早
期

退
院

支
援

の
充

実
を

図
る

。

病
院
局

－
1
3
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

病
院

・
公

立
診

療
所

の
医

師
の

充
足

率
％

7
6
.
5

7
8
.
8

8
0

し
ま

ね
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
の

登
録

者
の

う
ち

県
内

で
研

修
、

勤
務

す
る

医
師

数
人

1
2
0

1
2
5

1
7
5

病
院

の
看

護
師

の
充

足
率

％
9
5
.
7

9
6
.
4

9
7

し
ま

ね
縁

結
び

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
た

年
間

婚
姻

数
件

8
0

9
0

1
5
0

結
婚

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「
は

ぴ
こ

」
の

登
録

者
数

（
累

計
）

人
1
7
6

2
1
0

3
0
0

低
出

生
体

重
児

の
出

生
割

合
（

暦
年

）
％

以
下

1
0
.
8

1
0
.
5

9
.
6

出
生

後
４

か
月

児
の

母
乳

育
児

の
割

合
％

6
4
.
5

6
5
.
0

6
8
.
5

妊
娠

初
期

（
妊

娠
1
1
週

以
下

）
か

ら
の

妊
娠

届
出

率
％

8
8
.
6

8
9
.
0

9
1
.
0

妊
娠

･
出

産
・

子
育

て
の

総
合

相
談

窓
口

の
設

置
市

町
村

数
市

町
村

1
3

1
9

全
戸

訪
問

に
よ

る
産

後
の

母
親

支
援

の
実

施
市

町
村

数
市

町
村

7
9

1
9

Ⅱ
－

３
－

３
　

医
療

従
事

者
の

養
成

・
確

保

　
適

切
な

医
療

を
提

供
す

る
た

め
に

は
、

医
師

、
看

護
職

員
を

は
じ

め
と

し
た

医
療

従
事

者
の

確
保

が
最

も
重

要
で

あ
り

、
優

れ
た

医
療

従
事

者
の

養
成

・
確

保
に

努
め

ま
す

。

Ｂ

・
医

師
に

つ
い

て
は

、
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
に

登
録

さ
れ

て
い

る
地

域
枠

や
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

た
医

師
が

毎
年

2
0
名

程
度

増
え

て
き

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

医
師

を
早

期
に

県
内

勤
務

へ
誘

導
す

る
取

組
み

な
ど

に
よ

り
県

内
に

定
着

す
る

医
師

も
着

実
に

増
加

し
て

き
て

い
る

。
・

看
護

職
員

に
つ

い
て

も
、

毎
年

、
修

学
資

金
貸

与
者

の
８

割
以

上
が

県
内

に
就

職
し

て
い

る
。

・
離

島
・

中
山

間
地

域
に

お
け

る
医

師
の

不
足

（
地

域
偏

在
）

、
特

定
の

診
療

科
に

お
け

る
医

師
の

不
足

（
診

療
科

偏
在

）
に

引
き

続
き

取
り

組
む

。

・
地

域
枠

や
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

た
医

師
の

県
内

で
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
支

援
す

る
た

め
、

今
後

も
大

学
と

の
連

携
を

一
層

強
化

す
る

。
　

ま
た

、
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
と

も
緊

密
に

連
携

し
て

、
こ

れ
ら

の
医

師
の

早
期

の
県

内
定

着
や

医
師

不
足

地
域

で
の

勤
務

が
計

画
的

に
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
取

組
み

を
進

め
る

。
・

新
人

看
護

職
員

の
県

内
就

業
支

援
、

特
に

、
修

学
資

金
の

過
疎

地
域

・
離

島
枠

の
貸

与
に

よ
り

、
充

足
率

が
低

い
地

域
へ

の
就

業
を

促
進

す
る

。
　

ま
た

、
離

職
防

止
や

勤
務

環
境

の
改

善
の

ほ
か

潜
在

看
護

職
員

の
再

就
業

支
援

な
ど

の
取

組
み

を
進

め
る

。
・

薬
剤

師
に

つ
い

て
、

高
校

生
向

け
セ

ミ
ナ

ー
事

業
な

ど
を

継
続

し
て

実
施

し
本

県
か

ら
薬

科
大

学
へ

進
学

す
る

者
を

増
加

さ
せ

る
。

ま
た

、
各

薬
科

大
学

を
訪

問
等

し
て

本
県

で
の

就
業

を
推

進
す

る
。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

４
－

２
　

妊
娠

・
出

産
支

援
の

充
実

 
　

全
て

の
親

と
子

が
健

や
か

に
暮

ら
せ

る
よ

う
、

妊
娠

、
出

産
期

を
通

じ
た

親
と

子
の

心
と

体
の

健
康

の
保

持
増

進
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

の
総

合
相

談
窓

口
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

昨
年

度
１

市
（

町
村

）
が

設
置

し
、

今
年

度
も

３
団

体
に

動
き

が
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

・
若

い
時

か
ら

人
工

妊
娠

中
絶

な
ど

、
望

ま
な

い
妊

娠
を

防
ぎ

、
妊

娠
し

や
す

い
年

齢
等

妊
娠

出
産

に
関

わ
る

知
識

を
正

し
く

理
解

し
た

上
で

、
自

分
の

ラ
イ

フ
プ

ラ
ン

の
設

計
が

で
き

る
よ

う
に

、
教

育
部

局
と

連
携

し
て

取
組

み
を

実
施

す
る

。
・

男
性

不
妊

を
含

む
不

妊
対

策
に

つ
い

て
、

広
報

媒
体

を
活

用
し

引
き

続
き

周
知

を
図

る
。

・
周

産
期

関
係

病
院

が
参

集
し

て
、

各
医

療
機

関
の

現
状

と
課

題
を

共
有

し
、

連
携

促
進

を
図

る
た

め
の

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
各

圏
域

に
お

い
て

も
圏

域
の

実
情

に
応

じ
た

医
療

機
関

の
機

能
分

担
と

連
携

な
ど

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。
・

関
係

機
関

と
連

携
し

て
妊

娠
期

や
産

後
早

期
か

ら
母

親
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

支
援

や
母

乳
育

児
の

支
援

な
ど

安
心

し
て

子
育

て
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

。
・

好
事

例
の

紹
介

や
研

修
会

な
ど

を
開

催
し

、
関

係
者

の
資

質
の

向
上

を
図

り
、

市
町

村
に

妊
娠

・
出

産
・

子
育

て
の

総
合

相
談

窓
口

の
設

置
を

進
め

、
妊

娠
期

か
ら

の
切

れ
目

の
な

い
相

談
・

支
援

体
制

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

４
－

１
　

結
婚

支
援

の
充

実

　
少

子
化

が
進

む
背

景
と

し
て

は
様

々
な

要
因

が
あ

り
ま

す
が

、
未

婚
・

晩
婚

化
が

大
き

な
要

因
と

な
っ

て
お

り
、

結
婚

を
望

む
男

女
の

願
い

が
叶

う
よ

う
取

り
組

み
、

成
婚

数
の

増
加

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
は

ぴ
こ

が
取

り
も

つ
年

間
婚

姻
数

は
、

増
え

つ
つ

あ
る

。
更

に
、

し
ま

ね
縁

結
び

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

（
以

下
「

セ
ン

タ
ー

」
）

を
通

じ
た

広
域

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
や

「
は

ぴ
こ

」
の

増
員

、
定

期
相

談
会

の
実

施
箇

所
数

の
増

加
、

質
の

向
上

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

、
研

修
）

等
を

図
り

な
が

ら
、

「
は

ぴ
こ

」
に

よ
る

相
談

→
交

際
→

成
婚

件
数

の
増

加
に

つ
な

げ
て

い
く

。
・

セ
ン

タ
ー

独
自

の
少

人
数

お
見

合
い

、
出

会
い

イ
ベ

ン
ト

、
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

、
セ

ン
タ

ー
活

用
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
な

ど
の

取
組

み
も

強
化

し
つ

つ
あ

る
。

・
さ

ら
に

、
企

業
と

連
携

し
た

婚
活

の
取

組
み

（
し

ま
ね

縁
結

び
サ

ポ
ー

ト
企

業
）

も
新

た
に

実
施

す
る

予
定

。
・

こ
う

し
た

取
組

み
に

よ
り

、
結

婚
支

援
の

取
組

み
を

厚
く

し
、

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
た

年
間

婚
姻

数
の

増
加

を
図

り
、

県
全

体
の

婚
姻

数
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

く
。

　
　

　
　

　

・
セ

ン
タ

ー
の

利
用

拡
大

に
向

け
、

認
知

度
向

上
を

図
る

た
め

の
広

報
の

強
化

を
図

る
。

・
セ

ン
タ

ー
の

広
域

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
を

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

「
は

ぴ
こ

」
の

増
員

、
質

の
向

上
を

図
る

。
・

企
業

、
市

町
村

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
な

ど
の

巻
き

込
み

、
連

携
強

化
を

図
り

、
全

県
的

で
官

民
一

体
と

な
っ

た
取

組
み

（
運

動
）

に
ま

で
発

展
さ

せ
る

。
・

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

結
婚

支
援

に
関

す
る

県
内

外
へ

の
情

報
発

信
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

定
住

施
策

と
連

携
し

た
県

外
か

ら
の

婚
活

者
誘

致
な

ど
も

継
続

的
に

実
施

す
る

。
・

学
齢

期
の

児
童

・
生

徒
へ

の
啓

発
を

引
き

続
き

行
う

と
と

も
に

、
直

接
的

な
対

象
と

な
る

独
身

の
若

者
や

県
民

の
関

心
を

高
め

る
た

め
の

啓
発

を
強

化
す

る
。

健
康
福
祉
部

－
1
4
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

こ
っ

こ
ろ

協
賛

店
舗

数
（

累
計

）
店

舗
2
,
5
3
2

2
,
5
5
0

(
2
,
4
1
0
)

2
,
7
0
0

(
2
,
5
0
0
)

こ
っ

こ
ろ

カ
ン

パ
ニ

ー
認

定
企

業
数

（
累

計
）

社
2
6
3

3
0
0

4
0
0

保
育

所
待

機
児

童
数

（
４

月
）

人
4
6

0
0

保
育

所
待

機
児

童
数

（
1
0
月

）
人

1
4
8

1
1
0

0

赤
ち

ゃ
ん

ほ
っ

と
ル

ー
ム

登
録

数
（

累
計

）
箇

所
2
9
9

3
4
0

4
0
0

里
親

登
録

数
（

累
計

）
世

帯
1
0
3

1
1
3

1
2
7

就
業

支
援

に
よ

り
就

職
に

結
び

つ
い

た
ひ

と
り

親
世

帯
の

割
合

（
年

間
）

％
以

上
8
9
.
1

8
0
.
0

8
0
.
0

幹
線

道
路

の
改

良
率

％
8
4

8
5

8
8

生
活

関
連

道
路

（
優

先
整

備
区

間
）

の
み

な
し

改
良

率
％

7
1

7
2

7
5

道
路

管
理

瑕
疵

に
よ

る
年

間
事

故
件

数
件

以
下

2
5

2
2

2
2

Ⅱ
－

４
－

４
　

子
育

て
福

祉
の

充
実

　
虐

待
を

受
け

て
い

る
な

ど
保

護
等

が
必

要
な

子
ど

も
や

そ
の

家
庭

へ
の

相
談

・
支

援
体

制
を

充
実

し
、

子
ど

も
た

ち
の

権
利

を
守

り
、

社
会

へ
の

自
立

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

生
活

・
経

済
面

で
の

自
立

を
進

め
ま

す
。

Ｂ

・
市

町
村

の
児

童
相

談
支

援
体

制
の

充
実

を
図

る
た

め
の

研
修

の
実

施
等

、
社

会
的

養
護

を
必

要
と

す
る

児
童

の
適

切
な

保
護

や
養

育
環

境
を

整
備

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
ひ

と
り

親
家

庭
の

自
立

支
援

に
向

け
た

取
組

み
を

推
進

し
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
8
0
％

程
度

の
数

値
を

維
持

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
複

雑
・

困
難

化
し

て
い

る
児

童
相

談
の

内
容

に
適

切
に

対
応

で
き

る
よ

う
市

町
村

と
相

談
支

援
体

制
を

整
備

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
児

童
相

談
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

専
門

職
員

の
計

画
的

な
採

用
や

研
修

の
充

実
に

よ
り

、
児

童
相

談
所

の
相

談
支

援
機

能
の

強
化

を
図

っ
て

い
く

。
　

ま
た

、
児

童
福

祉
法

の
改

正
を

受
け

、
各

市
町

村
が

そ
の

役
割

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
市

町
村

職
員

及
び

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

構
成

員
を

対
象

と
し

た
市

町
村

職
員

等
専

門
研

修
な

ど
を

引
き

続
き

実
施

し
、

専
門

性
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

各
市

町
村

の
実

情
に

応
じ

た
支

援
を

行
い

、
市

町
村

の
相

談
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

　
児

童
虐

待
防

止
に

向
け

て
は

、
引

き
続

き
県

民
に

対
す

る
啓

発
を

行
う

と
と

も
に

、
虐

待
の

早
期

発
見

・
対

応
に

向
け

て
関

係
機

関
と

連
携

し
て

い
く

。
・

社
会

的
養

護
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
7
年

３
月

に
策

定
し

た
「

島
根

県
社

会
的

養
護

体
制

推
進

計
画

」
に

基
づ

き
、

里
親

委
託

の
推

進
、

施
設

の
小

規
模

化
・

地
域

分
散

化
、

児
童

の
特

性
に

応
じ

た
ケ

ア
体

制
の

充
実

な
ど

を
計

画
的

に
推

進
し

て
い

く
。

・
里

親
に

つ
い

て
は

、
里

親
委

託
促

進
に

向
け

て
里

親
登

録
数

を
増

や
す

た
め

、
里

親
会

、
児

童
相

談
所

、
市

町
村

な
ど

の
関

係
機

関
が

連
携

し
、

里
親

制
度

の
普

及
・

啓
発

を
行

う
。

　
ま

た
、

里
親

の
孤

立
感

や
負

担
感

を
軽

減
さ

せ
る

た
め

、
里

親
に

対
す

る
支

援
体

制
を

強
化

し
、

相
談

支
援

や
交

流
会

、
養

育
知

識
・

技
術

の
向

上
に

向
け

た
専

門
研

修
の

実
施

な
ど

里
親

支
援

の
充

実
を

図
る

。
・

ひ
と

り
親

家
庭

の
自

立
支

援
に

つ
い

て
は

、
生

活
安

定
や

就
業

を
促

進
す

る
た

め
、

各
種

支
援

制
度

を
周

知
す

る
と

と
も

に
、

就
業

相
談

支
援

員
と

各
市

町
村

母
子

父
子

自
立

支
援

員
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

や
連

携
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

４
－

３
　

子
育

て
支

援
の

充
実

　
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
や

仕
事

と
家

庭
の

両
立

が
で

き
る

環
境

の
整

備
な

ど
を

行
い

、
子

ど
も

を
安

心
し

て
生

み
育

て
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。

Ｂ

・
こ

っ
こ

ろ
協

賛
店

は
、

順
調

に
増

え
つ

つ
あ

る
。

・
こ

っ
こ

ろ
カ

ン
パ

ニ
ー

に
つ

い
て

は
、

登
録

業
種

の
偏

り
の

是
正

を
含

め
、

登
録

増
加

に
向

け
た

取
組

み
を

強
化

す
る

。
・

子
ど

も
・

子
育

て
支

援
新

制
度

の
実

施
や

総
合

戦
略

に
基

づ
く

新
規

事
業

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
等

の
子

育
て

環
境

の
整

備
は

進
み

つ
つ

あ
る

。
・

平
成

2
8
年

４
月

１
日

の
保

育
所

待
機

児
童

数
（

3
8
人

）
は

、
前

年
度

を
下

回
っ

た
が

、
保

育
所

の
受

入
数

や
、

保
育

人
材

の
確

保
が

保
育

ニ
ー

ズ
に

間
に

合
わ

な
い

こ
と

に
よ

り
、

引
き

続
き

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

待
機

児
童

ゼ
ロ

化
事

業
の

活
用

や
保

育
所

の
整

備
等

に
よ

り
、

受
入

数
（

定
員

）
の

拡
大

を
図

る
な

ど
、

市
町

村
ご

と
の

課
題

に
的

確
に

対
応

し
た

取
組

み
を

、
市

町
村

と
と

も
に

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
の

利
用

拡
大

、
総

合
戦

略
に

基
づ

く
新

規
事

業
な

ど
の

確
実

な
実

施
を

図
り

な
が

ら
、

「
子

育
て

し
や

す
い

し
ま

ね
」

に
向

け
子

育
て

環
境

の
整

備
を

推
進

す
る

。
・

保
育

所
待

機
児

童
の

解
消

に
つ

い
て

は
、

待
機

児
童

ゼ
ロ

化
事

業
の

活
用

や
保

育
所

の
整

備
等

に
よ

り
、

受
入

数
（

定
員

）
の

拡
大

を
図

る
な

ど
、

市
町

村
ご

と
の

課
題

に
的

確
に

対
応

し
た

取
組

み
を

、
市

町
村

と
と

も
に

強
化

す
る

。
・

ま
た

、
待

機
児

童
解

消
に

不
可

欠
な

保
育

士
確

保
に

つ
い

て
も

、
さ

ら
に

取
組

み
を

強
化

す
る

。
・

こ
っ

こ
ろ

パ
ス

ポ
ー

ト
な

ど
、

こ
っ

こ
ろ

ブ
ラ

ン
ド

の
普

及
、

認
知

度
拡

大
を

図
り

、
子

育
て

支
援

に
対

す
る

企
業

や
県

民
の

理
解

、
関

心
を

高
め

て
い

く
。

・
こ

っ
こ

ろ
協

賛
店

に
つ

い
て

は
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

へ
の

働
き

か
け

等
を

行
い

、
登

録
店

舗
数

の
増

加
を

図
る

。
・

こ
っ

こ
ろ

カ
ン

パ
ニ

ー
に

つ
い

て
は

、
経

済
団

体
と

の
連

携
等

を
図

り
な

が
ら

、
登

録
制

度
の

拡
大

を
図

る
。

・
仕

事
と

子
育

て
の

両
立

支
援

に
つ

い
て

は
、

関
係

部
局

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

上
記

こ
っ

こ
ろ

カ
ン

パ
ニ

ー
事

業
に

加
え

、
イ

ク
メ

ン
・

イ
ク

ボ
ス

の
養

成
、

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

の
推

進
等

の
取

組
み

を
強

化
す

る
。

・
健

康
診

査
従

事
者

を
対

象
と

し
た

研
修

会
等

を
開

催
し

ス
キ

ル
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

圏
域

単
位

で
の

支
援

機
関

相
互

の
連

携
強

化
を

図
る

。

健
康
福
祉
部

Ⅱ
－

５
－

１
　

道
路

網
の

整
備

と
維

持
管

理

　
効

率
的

・
計

画
的

に
道

路
の

整
備

や
維

持
管

理
を

行
い

、
県

民
が

通
勤

、
通

学
、

買
い

物
、

医
療

、
福

祉
等

の
日

常
生

活
や

産
業

活
動

を
円

滑
に

行
え

る
よ

う
に

し
ま

す
。

Ｂ

・
道

路
改

良
は

、
地

域
住

民
等

関
係

者
の

理
解

と
協

力
を

得
な

が
ら

、
工

事
が

順
調

に
進

ん
で

お
り

、
道

路
網

の
整

備
は

着
実

に
進

ん
で

い
る

。
・

道
路

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
舗

装
修

繕
や

道
路

施
設

の
定

期
点

検
及

び
老

朽
化

対
策

等
の

実
施

に
よ

り
、

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

て
い

る
。

・
道

路
の

落
石

対
策

は
、

「
落

石
事

故
再

発
防

止
検

討
委

員
会

」
の

提
言

を
踏

ま
え

て
と

り
ま

と
め

た
「

落
石

に
係

る
道

路
防

災
計

画
」

に
基

づ
き

、
再

発
防

止
策

を
実

施
し

て
い

く
。

・
必

要
な

予
算

が
確

保
さ

れ
る

よ
う

、
ま

た
、

整
備

の
遅

れ
た

県
の

実
情

に
応

じ
た

配
分

が
さ

れ
る

よ
う

国
等

の
動

向
を

注
視

・
分

析
し

、
工

夫
を

し
な

が
ら

国
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

引
き

続
き

コ
ス

ト
縮

減
を

図
る

。
・

道
路

整
備

に
つ

い
て

は
、

構
想

段
階

か
ら

の
住

民
参

加
、

説
明

会
や

広
報

活
動

の
充

実
に

よ
り

関
係

者
の

事
業

へ
の

理
解

と
協

力
を

得
て

、
事

業
進

捗
に

努
め

る
。

ま
た

、
県

単
用

地
先

行
取

得
制

度
や

、
必

要
な

場
合

は
法

的
解

決
手

段
を

活
用

し
、

着
実

な
用

地
取

得
に

努
め

る
。

・
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
道

路
パ

ト
ロ

ー
ル

の
徹

底
と

「
道

と
川

の
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
」

を
活

用
に

よ
り

、
早

期
発

見
・

補
修

を
図

る
。

ま
た

、
老

朽
化

対
策

に
関

す
る

対
応

と
し

て
、

産
官

学
が

協
力

し
て

技
術

力
向

上
に

向
け

た
情

報
共

有
に

努
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

イ
ク

ル
が

確
実

に
回

る
よ

う
な

体
制

づ
く

り
な

ど
を

進
め

る
。

土
木
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

「
小

さ
な

拠
点

づ
く

り
」

を
進

め
て

い
る

公
民

館
エ

リ
ア

数
（

累
計

）
エ

リ
ア

5
9

7
7

1
5
0

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
の

集
約

化
に

向
け

た
実

践
活

動
を

開
始

す
る

公
民

館
エ

リ
ア

数
（

累
計

）
エ

リ
ア

0
1
3

5
0

地
域

資
源

を
活

か
し

た
特

産
品

開
発

に
積

極
的

に
取

り
組

む
事

業
者

数
（

累
計

）
事

業
者

9
6

1
5

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
の

確
保

に
向

け
た

実
践

活
動

を
開

始
す

る
公

民
館

エ
リ

ア
数

（
累

計
）

エ
リ

ア
0

1
8

7
0

一
畑

電
車

の
年

間
利

用
者

数
万

人
以

上
1
3
9
.
7

1
4
0

1
4
0

隠
岐

航
路

の
年

間
利

用
者

数
万

人
4
4
.
1

4
4
.
3

4
5

離
島

航
路

の
岸

壁
整

備
率

％
8
9
.
4

9
7
.
8

1
0
0

Ⅱ
－

５
－

４
地

域
情

報
化

の
推

進

　
県

内
ほ

ぼ
全

域
に

お
い

て
整

っ
た

超
高

速
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

等
の

利
活

用
を

進
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

県
民

生
活

や
産

業
活

動
に

お
け

る
利

便
性

の
向

上
や

、
過

疎
化

・
高

齢
化

が
進

ん
だ

地
域

の
医

療
、

福
祉

、
買

い
物

等
日

常
生

活
を

支
え

る
機

能
の

維
持

･
確

保
を

図
り

ま
す

。

Ｂ

・
県

内
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

率
は

、
4
0
歳

代
以

下
で

は
高

水
準

に
あ

り
、

5
0
歳

代
以

上
で

も
上

昇
傾

向
に

あ
る

。
・

電
子

申
請

は
、

申
請

・
届

出
等

の
オ

ン
ラ

イ
ン

利
用

率
が

低
調

で
あ

る
も

の
の

、
年

々
利

用
率

は
上

昇
し

て
い

る
。

・
携

帯
電

話
不

感
地

域
の

解
消

世
帯

数
は

、
平

成
2
7
年

度
8
9
世

帯
が

解
消

し
、

平
成

2
8
年

度
は

新
た

に
1
3
3
世

帯
が

解
消

す
る

予
定

で
あ

る
。

・
電

子
調

達
シ

ス
テ

ム
は

、
未

達
成

の
物

品
・

役
務

に
つ

き
シ

ス
テ

ム
の

利
用

率
が

低
調

で
あ

る
も

の
の

、
工

事
・

業
務

は
1
0
0
％

達
成

し
て

い
る

。
・

高
齢

者
層

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

利
用

率
が

若
年

層
に

比
べ

て
低

く
、

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
(
情

報
を

使
い

こ
な

す
能

力
)
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

・
電

子
申

請
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

申
請

書
の

簡
素

化
や

添
付

書
類

の
省

略
、

本
人

確
認

方
法

の
見

直
し

に
よ

る
手

続
き

の
簡

素
化

等
の

改
善

を
進

め
る

。
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト

等
の

申
込

み
に

つ
い

て
も

電
子

申
請

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
を

図
る

。
・

県
民

が
、

生
活

の
利

便
性

の
向

上
や

日
常

生
活

機
能

の
維

持
・

確
保

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

十
分

に
役

立
て

て
い

け
る

よ
う

、
利

用
率

の
低

い
高

齢
者

層
を

中
心

と
し

た
初

心
者

講
習

・
体

験
会

の
開

催
や

島
根

あ
い

て
ぃ

達
者

知
事

表
彰

に
よ

り
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
利

活
用

の
機

運
の

醸
成

や
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
を

図
る

。
・

携
帯

電
話

不
感

地
域

の
解

消
を

図
る

た
め

、
県

、
市

町
村

、
携

帯
電

話
事

業
者

と
で

不
感

地
域

の
き

め
細

か
い

情
報

（
人

口
、

世
帯

数
、

携
帯

電
話

利
用

者
数

、
光

フ
ァ

イ
バ

網
の

状
況

、
防

災
等

）
を

把
握

・
共

有
し

、
携

帯
電

話
事

業
者

に
対

し
て

事
業

参
画

を
働

き
か

け
て

い
く

こ
と

で
、

鉄
塔

等
の

施
設

整
備

を
促

進
す

る
。

・
電

子
調

達
シ

ス
テ

ム
で

実
施

す
る

電
子

入
札

の
実

施
率

の
向

上
の

た
め

、
庁

内
に

お
け

る
所

属
へ

の
個

別
指

導
を

進
め

る
と

と
も

に
、

入
札

参
加

資
格

者
へ

の
登

録
の

働
き

か
け

を
行

う
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
率

（
個

人
）

％
7
6
.
3

7
7
.
5

8
3
.
0

地
域
振
興
部

Ⅱ
－

５
－

２
　

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

　
中

山
間

地
域

に
今

後
も

安
心

し
て

住
み

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

県
・

市
町

村
・

県
民

の
力

を
結

集
し

て
「

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

」
を

進
め

ま
す

。

Ｂ

・
「

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

」
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

向
け

の
説

明
会

や
研

修
会

等
を

通
し

て
市

町
村

と
県

と
の

一
体

的
な

推
進

体
制

の
構

築
を

図
っ

て
お

り
、

理
解

が
広

が
っ

て
い

る
。

今
後

、
住

民
主

体
の

話
し

合
い

を
丁

寧
に

促
し

、
一

層
の

住
民

の
機

運
醸

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
の

集
約

化
に

向
け

た
実

践
活

動
に

つ
い

て
は

、
予

算
事

業
の

活
用

等
に

よ
り

取
組

み
が

広
が

り
つ

つ
あ

る
状

況
で

あ
る

。
・

地
域

資
源

を
活

か
し

た
特

産
品

開
発

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
、

民
間

専
門

家
に

よ
る

指
導

や
研

修
会

の
開

催
、

ま
た

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
育

成
支

援
事

業
等

に
よ

る
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

　
地

域
住

民
の

理
解

を
経

て
、

住
民

主
体

の
話

し
合

い
を

促
し

て
い

く
こ

と
は

相
応

の
時

間
と

労
力

を
要

す
る

が
、

地
域

の
課

題
や

そ
の

解
決

方
法

等
に

つ
い

て
考

え
る

雰
囲

気
づ

く
り

が
着

実
に

進
展

す
る

よ
う

、
ま

た
、

現
場

支
援

地
区

で
の

先
進

的
な

取
組

み
が

他
地

域
に

波
及

し
、

各
地

域
で

の
計

画
作

り
や

実
践

活
動

が
加

速
的

に
進

展
す

る
よ

う
市

町
村

と
連

携
し

て
取

り
組

む
。

具
体

的
に

は
以

下
の

と
お

り
。

・
公

民
館

活
動

（
社

会
教

育
）

等
と

連
携

し
、

住
民

主
体

の
話

し
合

い
を

喚
起

し
、

地
域

課
題

や
将

来
像

を
考

え
る

機
会

を
設

け
、

「
小

さ
な

拠
点

づ
く

り
」

に
向

け
た

芽
生

え
を

創
出

す
る

。
・

県
の

交
付

金
等

を
活

用
し

、
市

町
村

の
支

援
体

制
（

市
町

村
の

担
当

職
員

の
増

員
、

地
域

の
「

要
」

と
な

る
人

材
の

配
置

）
の

充
実

を
図

る
よ

う
促

す
。

・
県

の
組

織
（

Ｐ
Ｔ

）
を

フ
ル

活
用

し
、

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
研

修
会

等
を

開
催

す
る

な
ど

、
地

域
の

取
組

み
に

対
し

て
直

接
支

援
す

る
。

地
域
振
興
部

Ⅱ
－

５
－

３
　

地
域

生
活

交
通

の
確

保

　
通

学
、

通
院

、
買

い
物

等
の

日
常

生
活

を
支

え
る

地
域

生
活

交
通

を
確

保
し

ま
す

。

Ｂ

・
交

通
弱

者
の

移
動

手
段

の
確

保
に

向
け

た
実

践
活

動
を

開
始

す
る

公
民

館
エ

リ
ア

数
に

つ
い

て
は

、
「

小
さ

な
拠

点
づ

く
り

」
の

機
能

・
サ

ー
ビ

ス
の

集
約

化
に

向
け

た
実

践
活

動
と

連
動

し
て

取
り

組
む

な
ど

、
広

が
り

つ
つ

あ
る

。
・

一
畑

電
車

に
つ

い
て

は
、

沿
線

の
人

口
減

少
、

自
動

車
利

用
の

増
加

な
ど

に
よ

り
、

中
長

期
的

に
利

用
者

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
利

用
者

数
は

ほ
ぼ

前
年

並
み

で
、

通
勤

通
学

定
期

利
用

は
前

年
に

比
し

伸
び

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
ま

た
、

車
両

の
更

新
な

ど
老

朽
化

し
て

い
た

施
設

の
整

備
に

よ
り

安
全

性
の

向
上

が
図

ら
れ

、
安

定
し

た
運

行
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

・
隠

岐
航

路
に

つ
い

て
は

、
５

月
連

休
期

間
中

の
欠

航
に

よ
る

利
用

者
数

減
は

あ
る

も
の

の
、

概
ね

前
年

並
み

の
利

用
者

数
と

な
っ

て
い

る
。

・
隠

岐
航

路
の

岸
壁

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
6
年

度
末

に
来

居
港

の
岸

壁
改

良
工

事
に

着
手

す
る

な
ど

、
順

調
に

整
備

を
進

め
て

い
る

。

・
島

根
県

生
活

交
通

確
保

対
策

協
議

会
や

市
町

村
が

設
置

す
る

地
域

公
共

交
通

会
議

の
場

に
お

い
て

、
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

利
用

促
進

策
等

の
検

討
を

行
い

、
「

生
活

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

総
合

支
援

事
業

」
の

中
に

、
２

年
間

の
実

証
事

業
と

し
て

創
設

し
た

「
地

域
生

活
交

通
再

構
築

実
証

事
業

補
助

金
」

の
成

果
を

踏
ま

え
、

平
成

3
0
年

度
以

降
の

新
た

な
支

援
制

度
の

在
り

方
に

つ
い

て
、

市
町

村
等

と
検

討
を

進
め

て
い

く
。

・
県

、
出

雲
市

、
松

江
市

、
一

畑
電

車
が

連
携

し
て

、
一

畑
電

車
沿

線
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

の
各

事
業

を
積

極
的

に
進

め
る

と
と

も
に

、
平

成
3
2
年

度
ま

で
の

一
畑

電
車

支
援

計
画

が
着

実
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

国
へ

の
予

算
要

望
を

実
施

し
て

い
く

。
・

平
成

2
8
年

４
月

2
0
日

に
成

立
し

、
平

成
2
9
年

４
月

１
日

か
ら

施
行

さ
れ

る
「

有
人

国
境

離
島

に
関

す
る

特
別

措
置

法
」

に
お

い
て

、
国

及
び

地
方

公
共

団
体

は
、

離
島

航
路

運
賃

の
低

廉
化

に
「

特
別

の
配

慮
」

を
す

る
も

の
と

定
め

ら
れ

て
お

り
、

交
流

人
口

の
拡

大
に

つ
な

が
る

よ
う

島
外

か
ら

の
利

用
者

も
含

め
、

本
土

と
比

べ
て

割
高

な
水

準
に

あ
る

旅
客

運
賃

の
低

廉
化

に
向

け
適

切
な

財
政

支
援

措
置

が
講

じ
ら

れ
る

よ
う

、
国

に
対

し
て

強
く

働
き

か
け

て
い

く
。

・
来

居
港

は
調

査
設

計
を

終
え

た
岸

壁
改

良
や

バ
リ

ア
フ

リ
ー

対
応

の
フ

ェ
リ

ー
タ

ー
ミ

ナ
ル

、
乗

降
用

施
設

の
整

備
を

急
ぐ

よ
う

、
重

点
的

に
整

備
を

進
め

る
。

地
域
振
興
部

－
1
6
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

多
面

的
機

能
支

払
取

組
面

積
h
a

2
2
,
5
0
4

2
2
,
9
0
0

2
3
,
8
0
0

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

い
制

度
協

定
面

積
h
a
以

上
1
2
,
5
9
7

1
3
,
3
0
0

1
3
,
3
0
0

集
落

営
農

法
人

数
法

人
2
0
9

2
2
9

2
8
6

地
域

ぐ
る

み
の

鳥
獣

対
策

取
組

み
数

（
累

計
）

箇
所

2
9

3
1

4
1

都
市

計
画

区
域

の
整

備
・

開
発

及
び

保
全

の
方

針
の

見
直

し
区

域
3

1
1

1
9

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

全
県

）
％

7
7
.
8

7
8
.
6

8
1

東
部

地
区

％
9
1
.
2

9
1
.
9

9
4

西
部

地
区

％
4
6
.
5

4
7
.
4

5
0

隠
岐

地
区

％
6
9
.
6

7
1
.
7

7
8

老
朽

化
し

た
県

営
住

宅
の

建
て

替
え

戸
数

（
４

年
間

の
累

計
）

戸
―

4
0

1
6
0

ふ
る

さ
と

教
育

を
３

５
時

間
以

上
実

施
し

て
い

る
小

中
学

校
の

割
合

（
年

間
）

％
1
0
0

1
0
0

1
0
0

朝
食

を
毎

日
と

る
児

童
の

割
合

（
年

間
）

％
9
6

9
7

1
0
0

県
立

高
校

へ
の

県
外

か
ら

の
入

学
者

数
人

1
5
1

1
6
2

2
0
0

Ⅱ
－

５
－

５
　

農
山

漁
村

の
多

面
的

機
能

の
維

持
・

発
揮

　
農

林
水

産
物

の
生

産
の

場
で

あ
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

生
活

の
場

で
も

あ
る

農
山

漁
村

に
お

い
て

、
農

林
水

産
業

や
地

域
活

動
等

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
国

土
の

保
全

、
水

源
か

ん
養

、
豊

か
な

自
然

環
境

や
美

し
い

景
観

の
保

全
、

文
化

の
伝

承
な

ど
、

多
面

的
機

能
の

維
持

・
発

揮
を

進
め

ま
す

。
Ｂ

・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
い

事
業

は
、

高
齢

化
等

に
よ

り
協

定
数

・
面

積
が

減
少

す
る

傾
向

に
あ

る
が

、
市

町
村

と
連

携
し

て
集

落
間

の
統

合
や

連
携

調
整

を
担

う
人

材
配

置
を

支
援

す
る

な
ど

し
、

活
動

廃
止

と
な

る
協

定
数

を
抑

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

集
落

営
農

組
織

は
、

平
成

2
7
年

度
に

1
8
法

人
が

設
立

し
、

今
年

度
も

同
程

度
の

法
人

化
が

見
込

ま
れ

る
。

ま
た

、
営

農
活

動
以

外
の

地
域

貢
献

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

組
織

が
増

加
し

て
い

る
。

・
鳥

獣
に

よ
る

農
作

物
被

害
に

対
し

て
地

域
ぐ

る
み

の
防

除
意

識
の

高
ま

り
な

ど
も

見
ら

れ
る

。
・

高
齢

化
な

ど
に

よ
り

営
農

や
共

同
活

動
の

継
続

が
困

難
と

な
っ

て
い

る
集

落
営

農
組

織
が

あ
り

、
法

人
化

や
近

隣
の

集
落

営
農

組
織

と
の

連
携

を
進

め
、

農
地

の
保

全
・

有
効

利
用

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

・
集

落
営

農
に

お
い

て
は

、
単

独
組

織
で

は
難

し
い

取
組

み
を

進
め

る
た

め
、

集
落

営
農

法
人

に
よ

る
広

域
連

携
組

織
の

育
成

な
ど

を
加

速
化

す
る

支
援

策
を

検
討

す
る

。
　

ま
た

、
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
い

事
業

に
お

い
て

も
、

集
落

間
の

統
合

や
連

携
調

整
を

行
う

人
材

の
配

置
な

ど
に

よ
り

、
協

定
の

広
域

化
を

推
進

す
る

。
　

多
面

的
機

能
支

払
事

業
に

お
い

て
は

、
共

同
活

動
を

継
続

し
て

い
け

る
よ

う
活

動
組

織
へ

の
相

談
や

指
導

を
行

う
な

ど
県

・
市

町
村

等
が

連
携

し
て

支
援

し
て

い
く

。
・

鳥
獣

被
害

対
策

に
つ

い
て

は
、

国
の

交
付

金
を

活
用

し
て

市
町

村
が

推
進

す
る

捕
獲

や
広

域
防

護
柵

設
置

な
ど

の
対

策
を

進
め

る
一

方
、

農
業

関
係

団
体

と
連

携
し

、
農

家
や

営
農

組
織

等
が

被
害

防
除

や
捕

獲
に

取
り

組
む

動
き

を
支

援
し

て
い

く
。

・
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

事
業

に
つ

い
て

は
、

計
画

的
な

事
業

実
施

が
で

き
る

よ
う

、
関

係
住

民
へ

の
周

知
な

ど
の

体
制

の
強

化
を

図
っ

て
い

く
。

農
林
水
産
部

Ⅲ
－

１
－

１
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
協

力
に

よ
る

教
育

の
充

実

　
ふ

る
さ

と
に

愛
着

と
誇

り
を

持
ち

、
次

世
代

の
地

域
を

担
う

子
ど

も
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
基

本
的

生
活

習
慣

や
社

会
性

を
身

に
付

け
た

、
感

性
豊

か
な

た
く

ま
し

い
子

ど
も

に
成

長
す

る
よ

う
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
協

力
し

、
一

体
と

な
っ

た
取

組
み

を
進

め
ま

す
。

Ｂ

・
県

立
高

校
へ

の
県

外
入

学
者

数
は

、
平

成
2
3
年

度
の

8
2
名

か
ら

平
成

2
7
年

度
は

1
5
1
名

と
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。
・

離
島

・
中

山
間

地
域

の
高

校
を

中
心

に
進

め
て

き
た

高
校

魅
力

化
・

活
性

化
事

業
を

、
地

域
と

地
元

の
小

・
中

学
校

等
と

連
携

し
て

展
開

し
て

い
く

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

市
町

村
や

地
域

の
意

識
が

よ
り

高
ま

り
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
連

携
協

力
し

て
子

ど
も

た
ち

を
育

ん
で

い
こ

う
と

す
る

機
運

が
醸

成
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

・
「

ふ
る

さ
と

教
育

」
は

、
県

内
全

て
の

市
町

村
立

小
中

学
校

で
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

公
民

館
等

が
中

心
と

な
っ

て
取

り
組

む
も

の
に

つ
い

て
も

広
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
地

域
づ

く
り

に
主

体
的

に
参

加
し

よ
う

と
す

る
人

づ
く

り
の

推
進

や
、

地
域

課
題

の
解

決
や

地
域

に
貢

献
し

よ
う

と
す

る
、

感
性

豊
か

で
た

く
ま

し
い

「
地

域
を

支
え

る
世

代
」

の
育

成
を

図
る

た
め

、
地

域
の

拠
点

で
あ

る
公

民
館

等
を

中
心

に
、

就
学

前
の

子
ど

も
か

ら
高

校
生

、
大

人
ま

で
を

対
象

と
し

て
、

県
内

全
中

学
校

区
に

お
け

る
公

民
館

ふ
る

さ
と

教
育

を
推

進
し

て
い

く
。

・
引

き
続

き
、

「
企

業
等

と
連

携
し

た
『

職
場

で
親

学
』

」
を

実
施

す
る

企
業

を
募

り
、

学
校

な
ど

の
教

育
現

場
だ

け
で

な
く

職
場

に
お

い
て

も
家

庭
教

育
を

学
ぶ

機
会

を
創

出
す

る
。

・
学

校
だ

け
で

な
く

、
家

庭
・

地
域

を
巻

き
込

ん
だ

食
育

が
推

進
で

き
る

よ
う

、
保

護
者

や
地

域
の

人
を

対
象

と
し

た
研

修
な

ど
、

様
々

な
研

修
の

内
容

の
充

実
や

具
体

的
方

策
を

検
討

し
て

い
く

。
・

離
島

・
中

山
間

地
域

高
校

８
校

で
進

め
て

き
た

高
校

魅
力

化
・

活
性

化
事

業
を

、
全

県
的

な
取

組
み

へ
と

展
開

す
る

と
と

も
に

、
各

市
町

村
ご

と
に

幼
保

小
中

高
校

・
特

別
支

援
学

校
が

連
携

し
て

取
り

組
む

よ
う

展
開

し
、

県
全

体
で

教
育

の
魅

力
化

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

教
育
庁

Ⅱ
－

５
－

６
　

居
住

環
境

づ
く

り

　
適

切
な

土
地

利
用

や
計

画
的

な
市

街
地

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
下

水
道

等
の

汚
水

処
理

施
設

や
良

質
な

住
宅

、
農

山
村

の
生

活
環

境
な

ど
居

住
環

境
を

整
備

し
、

県
民

が
快

適
な

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
し

ま
す

。

Ｂ

・
下

水
道

等
の

汚
水

処
理

施
設

整
備

に
つ

い
て

は
、

限
ら

れ
た

予
算

の
中

で
、

マ
ン

ホ
ー

ル
の

小
型

化
等

、
コ

ス
ト

縮
減

効
果

の
あ

る
新

技
術

の
導

入
を

図
っ

て
お

り
、

県
全

体
の

施
設

整
備

は
進

ん
で

い
る

が
、

整
備

率
が

低
い

地
区

も
あ

る
。

・
都

市
計

画
区

域
の

整
備

・
開

発
及

び
保

全
の

方
針

の
改

訂
に

つ
い

て
は

、
現

在
松

江
圏

他
７

地
域

で
改

訂
案

の
作

成
を

進
め

て
い

る
が

、
住

民
の

合
意

形
成

に
時

間
を

要
す

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
県

営
住

宅
の

建
て

替
え

に
つ

い
て

は
、

「
地

盤
対

策
」

が
必

要
な

団
地

も
あ

り
、

工
事

進
捗

が
遅

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
適

切
な

土
地

利
用

や
計

画
的

な
市

街
地

の
整

備
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
人

口
減

少
、

少
子

高
齢

化
時

代
を

踏
ま

え
、

長
期

的
な

視
点

に
立

っ
て

、
商

工
業

、
農

林
業

、
地

域
振

興
等

に
つ

い
て

も
広

く
情

報
収

集
し

た
う

え
で

、
県

民
と

の
密

接
な

対
話

を
基

に
合

意
形

成
を

図
り

、
基

礎
自

治
体

で
あ

る
市

町
や

関
係

機
関

と
連

携
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

。
・

汚
水

処
理

施
設

整
備

の
促

進
に

不
可

欠
な

国
予

算
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
、

国
に

対
し

要
望

し
て

い
く

。
・

汚
水

処
理

施
設

の
整

備
手

法
の

見
直

し
や

コ
ス

ト
縮

減
効

果
の

あ
る

新
技

術
の

導
入

及
び

各
省

庁
に

お
け

る
支

援
制

度
の

積
極

的
活

用
を

働
き

掛
け

て
い

く
。

・
県

営
住

宅
の

建
て

替
え

に
つ

い
て

は
、

庁
内

各
部

局
や

市
町

村
と

連
携

し
、

用
地

情
報

の
把

握
に

努
め

る
。

土
木
部

－
1
7
－

- 44 -



２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

小
学

校
６

年
生

で
算

数
の

勉
強

は
好

き
だ

と
す

る
児

童
の

割
合

％
5
7
.
5

6
0
.
0

7
0
.
0

平
日

に
家

や
図

書
館

で
3
0
分

以
上

読
書

を
す

る
児

童
の

割
合

（
小

学
校

６
年

生
）

％
3
4
.
1

3
6
.
0

4
5
.
0

平
日

に
家

や
図

書
館

で
3
0
分

以
上

読
書

を
す

る
生

徒
の

割
合

（
中

学
校

３
年

生
）

％
3
1
.
2

3
2
.
0

3
5
.
0

地
域

や
社

会
で

起
こ

っ
て

い
る

問
題

や
出

来
事

に
関

心
を

示
す

生
徒

の
割

合
（

中
学

校
３

年
生

）

％
5
8
.
7

5
9
.
0

6
5
.
0

子
ど

も
の

体
力

値
（

S
6
1
年

を
1
0
0
と

し
た

場
合

）
ポ

イ
ン

ト
9
4
.
9

9
6
.
0

9
7
.
5

不
登

校
児

童
生

徒
の

割
合

（
年

間
）

％
以

下
H
2
8
.
1
0
頃

公
表

1
.
3
0

1
.
2
1

「
し

ま
ニ

ッ
コ

！
（

ス
マ

イ
ル

声
か

け
）

運
動

」
推

進
者

登
録

数
（

累
計

）
人

1
0
4

4
0
0

1
,
0
0
0

刑
法

犯
少

年
の

再
非

行
率

（
暦

年
）

％
以

下
3
2
.
9

3
1
.
5

2
6
.
5

Ⅲ
－

１
－

３
　

青
少

年
の

健
全

な
育

成
の

推
進

　
学

校
・

家
庭

・
地

域
・

関
係

団
体

と
連

携
し

、
青

少
年

が
、

社
会

の
一

員
と

し
て

必
要

な
社

会
規

範
や

自
立

性
、

豊
か

な
人

間
性

・
社

会
性

を
身

に
付

け
、

心
身

と
も

に
健

や
か

に
成

長
す

る
よ

う
な

環
境

整
備

を
進

め
ま

す
。

Ｂ

・
「

し
ま

ニ
ッ

コ
！

（
ス

マ
イ

ル
声

か
け

）
県

民
運

動
」

は
、

平
成

2
7
年

度
後

半
か

ら
推

進
者

の
登

録
を

始
め

1
0
0
名

以
上

が
登

録
さ

れ
た

。
今

後
は

、
市

町
村

民
会

議
や

青
少

年
育

成
関

係
機

関
・

団
体

へ
重

点
的

に
広

報
周

知
す

る
こ

と
で

、
さ

ら
な

る
広

が
り

が
見

込
ま

れ
る

。
・

刑
法

犯
少

年
は

平
成

2
7
年

度
は

前
年

度
比

で
３

割
程

度
減

少
し

た
。

問
題

を
抱

え
る

少
年

の
社

会
参

加
活

動
、

子
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

立
ち

直
り

支
援

、
非

行
防

止
教

室
の

開
催

、
関

係
機

関
・

団
体

と
の

協
働

活
動

を
更

に
強

化
し

て
い

く
こ

と
で

改
善

が
見

込
ま

れ
る

。
　

・
刑

法
犯

少
年

の
再

非
行

率
の

改
善

が
課

題
で

あ
り

、
再

非
行

に
繋

が
ら

な
い

た
め

の
よ

り
質

の
高

い
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

・
県

民
総

ぐ
る

み
で

青
少

年
育

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
気

運
を

醸
成

す
る

た
め

、
広

報
啓

発
を

進
め

る
と

と
も

に
、

青
少

年
育

成
島

根
県

民
会

議
の

運
営

強
化

（
県

民
運

動
の

推
進

、
市

町
村

民
会

議
と

の
連

携
強

化
、

会
員

の
拡

充
等

）
に

努
め

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

困
難

を
抱

え
る

子
ど

も
・

若
者

に
対

す
る

総
合

相
談

窓
口

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
市

町
村

に
お

い
て

も
相

談
支

援
や

自
立

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
既

存
の

子
ど

も
･
若

者
支

援
セ

ン
タ

ー
を

中
核

と
し

た
圏

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
就

労
体

験
の

受
入

先
の

開
拓

や
若

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

う
モ

デ
ル

の
構

築
、

市
町

村
が

行
う

居
場

所
事

業
や

就
労

体
験

事
業

へ
の

支
援

を
行

う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
　

　
　

　
　

　
　

　
 
 
・

青
少

年
の

規
範

意
識

や
社

会
性

を
育

成
す

る
た

め
、

学
校

で
の

非
行

防
止

教
室

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

社
会

参
画

活
動

へ
の

参
加

を
促

し
た

り
、

就
学

・
就

労
等

の
立

ち
直

り
支

援
や

子
ど

も
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
関

係
機

関
・

団
体

と
連

携
し

た
自

立
支

援
を

更
に

推
進

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

非
行

を
繰

り
返

健
康
福
祉
部

Ⅲ
－

１
－

２
　

発
達

段
階

に
応

じ
た

教
育

の
振

興

　
幼

保
小

中
高

が
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

発
達

段
階

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

児
童

生
徒

が
、

心
身

の
健

康
と

学
力

を
身

に
つ

け
、

社
会

に
能

動
的

に
関

わ
る

態
度

や
貢

献
す

る
心

を
持

つ
よ

う
育

み
ま

す
。

Ｂ

・
計

画
的

に
進

め
て

き
た

少
人

数
学

級
編

制
は

、
今

年
度

か
ら

全
学

年
で

の
実

施
と

な
っ

た
。

・
高

校
生

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
に

つ
い

て
は

、
普

通
科

高
校

に
お

い
て

も
就

職
希

望
者

を
対

象
と

し
た

企
業

見
学

な
ど

を
実

施
す

る
学

校
が

増
え

て
き

た
。

地
域

を
支

え
る

人
材

の
育

成
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

高
校

で
の

学
び

が
社

会
へ

つ
な

が
る

と
い

う
連

続
性

の
意

識
を

、
今

後
さ

ら
に

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

地
域

や
社

会
で

起
こ

っ
て

い
る

問
題

や
出

来
事

に
関

心
を

示
す

中
学

３
年

生
の

割
合

は
、

全
国

平
均

値
よ

り
も

高
く

、
小

・
中

・
高

等
学

校
と

地
域

が
一

体
と

な
り

、
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
た

学
習

を
推

進
し

、
そ

の
割

合
を

高
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

そ
の

ほ
か

、
不

登
校

・
問

題
行

動
に

対
応

す
る

た
め

の
相

談
員

、
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
た

ち
を

支
援

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

な
ど

の
配

置
、

家
庭

、
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
と

連
携

・
協

力
し

て
行

う
子

ど
も

の
読

書
活

動
へ

の
支

援
、

楽
し

み
な

が
ら

運
動

に
取

り
組

む
こ

と
の

で
き

る
体

育
授

業
の

改
善

な
ど

、
き

め
細

か
な

取
組

み
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

豊
か

な
心

が
育

ち
、

主
体

的
な

学
習

態
度

や
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

が
身

に
つ

き
つ

つ
あ

る
。

・
「

し
ま

ね
の

学
力

育
成

推
進

プ
ラ

ン
」

に
基

づ
き

、
児

童
生

徒
が

学
習

意
欲

を
高

め
て

い
け

る
よ

う
に

授
業

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

の
豊

か
な

心
（

感
性

・
情

緒
）

を
育

む
た

め
、

読
書

習
慣

の
定

着
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
未

就
学

児
に

向
け

た
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
や

親
子

読
書

に
つ

い
て

の
保

護
者

な
ど

へ
の

広
報

活
動

を
、

広
く

継
続

的
に

進
め

て
い

く
。

・
高

校
生

の
学

ぶ
こ

と
の

意
義

理
解

を
進

め
る

た
め

に
、

学
び

を
活

か
す

場
と

し
て

の
問

題
解

決
型

学
習

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

さ
ら

に
、

成
果

発
表

の
場

を
校

内
か

ら
地

域
や

地
元

の
小

・
中

学
校

に
広

げ
、

市
町

村
立

学
校

と
県

立
学

校
の

連
携

促
進

を
図

り
、

社
会

に
能

動
的

に
関

わ
る

態
度

や
貢

献
す

る
心

を
育

む
よ

う
進

め
て

い
く

。
　

ま
た

、
主

に
普

通
科

高
校

の
進

学
者

の
県

内
企

業
に

対
す

る
理

解
が

進
む

取
組

み
と

し
て

、
進

学
者

対
象

の
県

内
合

同
企

業
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

。
・

障
が

い
の

多
様

化
に

対
応

し
専

門
性

の
向

上
を

図
る

た
め

に
、

特
別

支
援

学
校

以
外

の
学

校
な

ど
の

教
員

に
対

し
て

の
研

修
の

実
施

や
、

特
別

支
援

学
校

の
そ

の
地

域
で

の
セ

ン
タ

ー
的

機
能

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
市

町
村

や
学

校
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
一

層
強

め
て

い
く

。
・

生
活

習
慣

の
変

化
に

よ
っ

て
失

わ
れ

た
動

き
や

運
動

を
補

う
た

め
の

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
校

等
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

柔
軟

性
や

筋
力

、
筋

持
久

力
な

ど
の

数
値

を
高

め
る

取
組

み
を

進
め

て
い

く
。

・
不

登
校

（
傾

向
）

の
児

童
生

徒
の

早
期

対
応

や
未

然
防

止
の

た
め

に
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
子

ど
も

と
親

の
相

談
員

な
ど

と
情

報
共

有
を

図
り

、
学

校
全

体
で

不
登

校
の

問
題

に
取

り
組

ん
で

い
く

。

教
育
庁

－
1
8
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

一
般

入
試

の
志

願
倍

率
の

順
位

県
立

大
学

人
文

・
社

会
系

（
浜

田
、

松
江

）
％

以
内

2
4
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

一
般

入
試

の
志

願
倍

率
の

順
位

　
県

立
大

学
 
薬

・
看

護
系

（
出

雲
）

％
以

内
7
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

一
般

入
の

志
願

倍
率

の
順

位
　

短
期

大
学

部
（

松
江

）
％

以
内

6
9
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

入
学

者
に

占
め

る
県

内
出

身
者

比
率 県

立
大

学
人

文
・

社
会

系
（

浜
田

）

％
2
3
.
7

3
2
.
5

4
0
.
0

入
学

者
に

占
め

る
県

内
出

身
者

比
率 県

立
大

学
人

文
・

社
会

系
（

松
江

）

％
-

-
5
5
.
0

入
学

者
に

占
め

る
県

内
出

身
者

比
率 県

立
大

学
薬

・
看

護
系

（
出

雲
）

％
5
8
.
8

6
0
.
0

6
0
.
0

入
学

者
に

占
め

る
県

内
出

身
者

比
率

　
短

期
大

学
部

（
松

江
）

％
6
6
.
4

7
0
.
0

7
0
.
0

県
内

高
等

教
育

機
関

卒
業

生
の

県
内

就
職

率
％

3
5
.
0

3
8
.
2

4
5
.
1

県
内

高
等

教
育

機
関

か
ら

県
内

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

参
加

者
数

人
4
0
7

3
8
3

4
7
3

県
立

大
学

・
短

期
大

学
部

の
公

開
講

座
年

間
受

講
者

数
人

5
,
5
5
6

5
,
7
0
0

6
,
0
0
0

社
会

教
育

関
係

者
の

年
間

養
成

・
育

成
（

延
べ

研
修

参
加

者
）

人
数

人
1
,
9
7
8

2
,
0
0
0

2
,
3
0
0

県
立

図
書

館
の

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

年
間

受
付

件
数

件
1
0
,
8
5
9

1
1
,
0
0
0

1
1
,
5
0
0

N
P
O
法

人
の

認
証

数
（

累
計

）
法

人
2
7
7

2
8
1

2
9
0

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
し

て
い

る
人

の
割

合
％

2
7
.
0

2
7
.
5

3
0

Ⅲ
－

２
－

１
　

生
涯

を
通

じ
た

学
習

と
社

会
貢

献
活

動
の

推
進

　
県

民
一

人
ひ

と
り

が
自

主
的

・
主

体
的

に
生

涯
を

通
じ

た
学

習
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
そ

の
学

習
の

成
果

が
社

会
生

活
に

生
か

さ
れ

る
生

涯
学

習
社

会
を

目
指

し
ま

す
。

　
多

く
の

県
民

が
、

地
域

課
題

の
解

決
に

向
け

た
様

々
な

社
会

貢
献

活
動

に
、

積
極

的
に

参
加

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
社

会
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
が

実
施

す
る

研
修

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
7
年

度
か

ら
、

社
会

教
育

委
員

、
公

民
館

等
職

員
、

市
町

村
教

育
担

当
者

等
の

対
象

者
別

研
修

と
し

、
研

修
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

満
足

度
が

向
上

し
て

お
り

、
研

修
者

の
増

加
に

つ
な

が
る

と
見

込
め

る
。

・
図

書
館

で
は

、
情

報
シ

ス
テ

ム
を

更
新

し
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
機

能
の

強
化

を
図

っ
た

こ
と

か
ら

、
県

民
が

生
涯

を
通

じ
た

学
習

に
取

り
組

み
や

す
く

な
り

つ
つ

あ
る

。
・

県
民

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
率

の
向

上
を

目
指

し
、

今
後

「
県

民
い

き
い

き
広

場
」

で
の

情
報

提
供

の
充

実
や

、
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

を
予

定
し

て
お

り
、

多
く

の
県

民
が

社
会

貢
献

活
動

に
参

加
し

や
す

く
な

る
。

・
公

民
館

な
ど

に
お

い
て

も
地

域
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
学

習
機

会
が

提
供

さ
れ

充
実

し
て

い
る

が
、

今
後

は
社

会
教

育
の

拠
点

で
あ

る
公

民
館

等
の

職
員

に
対

す
る

資
質

・
能

力
が

ま
す

ま
す

求
め

ら
れ

る
。

・
県

民
向

け
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
入

門
講

座
の

開
催

や
、

法
人

設
立

を
め

ざ
す

方
へ

の
相

談
事

業
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

り
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

数
は

着
実

に
増

え
て

い
る

が
、

解
散

す
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
が

増
加

傾
向

に
あ

る
。

・
社

会
教

育
研

修
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
今

後
、

社
会

教
育

の
拠

点
と

し
て

の
重

要
性

が
増

す
公

民
館

等
の

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

に
つ

い
て

、
職

員
に

求
め

ら
れ

る
資

質
・

能
力

が
十

分
に

身
に

つ
く

よ
う

に
研

修
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

公
民

館
に

お
い

て
も

、
地

域
課

題
解

決
型

の
学

習
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

地
域

住
民

の
当

事
者

意
識

を
高

め
、

学
習

の
成

果
を

地
域

に
還

元
す

る
き

っ
か

け
を

作
る

よ
う

な
取

組
み

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
図

書
館

で
は

、
公

共
図

書
館

職
員

、
学

校
図

書
館

職
員

な
ど

を
対

象
と

し
た

研
修

を
更

に
充

実
す

る
と

と
も

に
、

情
報

シ
ス

テ
ム

を
有

効
活

用
し

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
（

図
書

・
資

料
の

検
索

・
調

査
、

提
供

）
機

能
の

一
層

の
強

化
と

周
知

を
図

っ
て

い
く

。
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
が

自
主

的
、

主
体

的
な

活
動

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
し

ま
ね

県
民

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
機

能
を

活
用

し
て

、
法

人
に

対
す

る
助

成
金

な
ど

の
情

報
提

供
や

各
研

修
の

実
施

、
各

団
体

へ
の

働
き

か
け

な
ど

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

法
人

運
営

上
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

専
門

相
談

員
に

よ
る

相
談

事
業

を
行

う
な

ど
、

解
散

法
人

数
が

減
少

す
る

よ
う

取
り

組
ん

で
い

く
。

　
ま

た
、

県
民

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
率

が
向

上
す

る
よ

う
、

県
内

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

、
し

ま
ね

県
民

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

、
島

根
県

社
会

福
祉

協
議

会
な

ど
と

連
携

し
、

県
民

に
対

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

の
提

供
を

充
実

さ
せ

て
い

く
。

教
育
庁

Ⅲ
－

１
－

４
高

等
教

育
の

充
実

　
自

主
的

・
自

律
的

な
運

営
に

よ
る

魅
力

あ
る

学
校

づ
く

り
を

進
め

な
が

ら
、

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
優

れ
た

人
材

を
育

成
す

る
と

と
も

に
、

県
内

大
学

や
高

等
専

門
学

校
と

連
携

し
、

地
域

に
密

着
し

た
研

究
活

動
や

教
育

活
動

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

Ｂ

・
志

願
者

確
保

で
は

、
高

校
訪

問
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
等

の
実

施
に

よ
り

大
学

の
魅

力
・

特
徴

の
周

知
に

努
め

た
。

一
般

入
試

の
志

願
倍

率
は

、
浜

田
・

松
江

キ
ャ

ン
パ

ス
は

前
年

度
を

上
回

っ
た

が
、

出
雲

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
前

年
度

比
減

と
な

っ
た

。
ま

た
、

入
学

者
に

占
め

る
県

内
出

身
者

割
合

は
、

３
キ

ャ
ン

パ
ス

と
も

前
年

度
を

上
回

っ
た

。
し

か
し

、
志

願
倍

率
で

は
３

キ
ャ

ン
パ

ス
と

も
、

ま
た

県
内

出
身

者
割

合
で

は
浜

田
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

い
て

、
平

成
2
8
年

度
目

標
値

と
は

隔
た

り
が

あ
る

。
・

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

、
県

民
に

対
す

る
学

習
機

会
等

を
提

供
す

る
た

め
公

開
講

座
を

継
続

し
て

開
催

し
て

い
る

が
、

受
講

者
数

は
減

少
し

て
い

る
。

・
県

内
就

職
で

は
、

「
地

（
知

）
の

拠
点

大
学

に
よ

る
地

方
創

生
推

進
事

業
（

Ｃ
Ｏ

Ｃ
＋

）
」

に
お

い
て

、
県

内
の

高
等

教
育

機
関

で
平

成
3
1
年

ま
で

に
1
0
％

増
の

目
標

を
掲

げ
て

お
り

、
県

内
企

業
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

取
組

み
を

強
化

し
て

お
り

、
参

加
者

数
は

増
加

し
て

い
る

。
・

今
後

は
、

県
内

就
職

率
の

向
上

に
向

け
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
お

け
る

学
生

と
県

内
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
強

化
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
県

内
高

校
生

や
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

引
き

続
き

進
学

先
と

し
て

魅
力

あ
る

大
学

づ
く

り
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
大

学
の

取
組

み
や

特
色

の
一

層
の

周
知

に
努

め
る

た
め

、
高

校
訪

問
の

強
化

を
行

う
な

ど
、

大
学

の
特

徴
や

学
生

の
受

入
れ

方
針

の
周

知
に

努
め

る
と

も
に

、
県

内
高

校
生

や
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

つ
か

み
、

進
学

先
と

し
て

魅
力

あ
る

大
学

づ
く

り
の

取
組

み
が

一
層

必
要

で
あ

る
。

・
よ

り
質

の
高

い
教

育
の

提
供

を
図

る
た

め
、

授
業

公
開

の
実

施
や

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

活
用

等
に

よ
り

、
授

業
内

容
や

授
業

方
法

の
改

善
に

取
り

組
む

。
・

一
方

、
少

子
化

の
進

行
と

高
校

生
の

志
願

動
向

の
変

化
な

ど
に

対
応

す
る

た
め

、
県

立
大

学
で

は
大

学
の

魅
力

向
上

の
た

め
の

取
組

み
や

諸
検

討
を

進
め

て
い

る
。

特
に

、
松

江
及

び
出

雲
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

短
大

の
四

年
制

化
を

決
定

し
準

備
を

進
め

て
い

る
。

・
ま

た
、

浜
田

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
も

魅
力

あ
る

大
学

づ
く

り
に

向
け

た
将

来
構

想
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

施
策

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

体
制

整
備

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
・

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
充

実
や

県
内

企
業

の
魅

力
を

知
る

機
会

と
な

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

拡
充

が
重

要
で

あ
り

、
県

内
高

等
教

育
機

関
（

島
大

・
高

専
）

と
の

共
同

に
よ

る
「

し
ま

ね
協

働
教

育
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（

Ｃ
Ｏ

Ｃ
＋

）
」

に
お

い
て

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

拡
充

に
向

け
た

検
討

を
、

産
学

官
が

連
携

し
て

進
め

る
な

ど
の

取
組

み
を

開
始

し
て

お
り

、
関

係
団

体
・

企
業

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

一
層

強
化

し
て

い
く

。
・

県
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
体

系
的

・
継

続
的

な
学

習
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
公

開
講

座
の

開
催

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
な

ど
の

取
組

み
を

充
実

さ
せ

る
。

総
務
部

－
1
9
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

ん
で

い
る

人
の

割
合

％
3
6
.
4

3
7
.
0

4
0
.
0

国
民

体
育

大
会

年
間

入
賞

種
目

数
種

目
2
6

2
6

2
8

全
国

中
学

校
体

育
大

会
・

全
国

高
等

学
校

総
合

体
育

大
会

等
の

年
間

入
賞

種
目

数
種

目
5
8

5
3

5
6

県
立

文
化

施
設

の
年

間
入

館
者

数
千

人
1
,
0
8
1

9
2
6

1
,
1
0
7

県
民

文
化

祭
の

年
間

参
加

者
数

人
4
5
,
2
3
1

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

差
別

や
人

権
侵

害
を

受
け

た
こ

と
の

あ
る

人
の

割
合

％
以

下
1
5
.
1

1
3
.
8

1
0

人
権

啓
発

推
進

セ
ン

タ
ー

の
年

間
利

用
者

数
人

4
,
9
3
4

4
,
9
5
0

(
4
,
5
5
0
)

5
,
0
1
0

(
4
,
7
0
0
)

Ⅲ
－

２
－

３
　

文
化

芸
術

の
振

興

　
広

く
県

民
が

文
化

芸
術

を
鑑

賞
し

、
参

加
し

、
創

造
す

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
県

民
文

化
祭

の
実

施
主

体
で

あ
る

文
化

芸
術

団
体

や
市

町
村

文
化

協
会

の
積

極
的

な
事

業
展

開
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
各

事
業

の
広

報
を

事
業

実
施

主
体

と
連

携
し

、
効

果
的

、
効

率
的

に
行

い
参

加
者

数
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

る
。

・
県

立
文

化
施

設
に

つ
い

て
も

、
若

者
か

ら
高

齢
者

ま
で

幅
広

い
層

に
訴

求
で

き
る

多
彩

な
企

画
展

の
開

催
、

魅
力

的
な

ホ
ー

ル
事

業
を

実
施

し
入

館
者

数
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

る
。

・
今

後
、

少
子

化
に

よ
る

生
徒

数
の

減
少

が
見

込
ま

れ
て

い
る

中
で

、
青

少
年

の
文

化
活

動
の

維
持

・
活

性
化

、
活

動
水

準
の

向
上

を
図

る
に

は
、

学
校

文
化

部
活

動
へ

の
各

種
支

援
や

児
童

生
徒

が
文

化
芸

術
に

親
し

む
機

会
の

提
供

等
が

必
要

で
あ

る
。

・
県

民
文

化
祭

を
さ

ら
に

幅
広

い
県

民
が

参
加

で
き

る
開

か
れ

た
文

化
祭

に
す

る
と

と
も

に
、

中
・

高
・

大
学

生
等

、
広

く
若

者
も

取
り

込
ん

だ
文

化
祭

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
担

い
手

の
育

成
に

努
め

、
文

化
活

動
の

裾
野

の
拡

大
を

図
る

。
・

県
立

美
術

館
、

石
見

美
術

館
に

つ
い

て
は

、
今

ま
で

美
術

館
に

足
を

運
ん

だ
こ

と
の

な
い

方
に

来
館

い
た

だ
け

る
よ

う
親

子
向

け
の

展
覧

会
を

実
施

す
る

な
ど

幅
広

い
年

代
の

方
に

楽
し

ん
で

い
た

だ
け

る
展

覧
会

の
開

催
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
、

団
体

等
と

連
携

し
て

県
の

内
外

に
向

け
積

極
的

な
広

報
に

努
め

る
。

・
県

民
会

館
、

い
わ

み
芸

術
劇

場
に

つ
い

て
は

、
館

内
で

の
ホ

ー
ル

イ
ベ

ン
ト

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
公

立
文

化
施

設
、

教
育

施
設

を
活

用
し

た
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
（

市
町

村
、

教
育

委
員

会
、

文
化

芸
術

団
体

等
と

連
携

し
た

イ
ベ

ン
ト

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

）
を

積
極

的
に

展
開

し
、

県
民

の
文

化
活

動
へ

の
関

心
を

高
め

参
加

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
併

せ
て

、
こ

れ
ら

の
活

動
を

通
じ

て
文

化
芸

術
団

体
の

育
成

に
も

努
め

て
い

く
。

広
報

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

。
・

学
校

に
お

い
て

は
、

社
会

人
指

導
者

の
活

用
や

地
域

と
の

連
携

を
一

層
深

め
る

こ
と

に
よ

り
、

文
化

部
参

加
生

徒
を

確
保

し
、

文
化

部
活

動
の

維
持

・
活

性
化

と
技

術
力

・
表

現
力

の
向

上
を

図
る

。
・

児
童

・
生

徒
が

多
様

な
文

化
芸

術
に

触
れ

る
機

会
や

活
動

成
果

の
発

表
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

青
少

年
の

豊
か

な
情

操
を

培
う

と
と

も
に

、
次

代
の

文
化

活
動

の
担

い
手

育
成

に
向

け
て

文
化

活
動

へ
の

意
欲

・
関

心
を

高
め

る
。

環
境
生
活
部

Ⅲ
－

２
－

２
　

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興

　
県

民
一

人
ひ

と
り

の
体

力
や

年
齢

、
技

術
、

興
味

、
目

的
に

応
じ

て
多

様
な

ス
ポ

ー
ツ

活
動

が
実

践
で

き
る

環
境

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

　
国

際
大

会
や

国
民

体
育

大
会

な
ど

の
全

国
大

会
に

お
い

て
、

優
秀

な
成

績
を

収
め

ら
れ

る
選

手
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。
Ｂ

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

育
成

や
ス

ポ
ー

ツ
情

報
の

提
供

な
ど

を
行

う
こ

と
で

、
障

が
い

の
あ

る
方

も
含

め
、

多
く

の
県

民
が

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
実

践
で

き
る

環
境

は
整

い
つ

つ
あ

る
が

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
に

つ
い

て
の

住
民

の
認

知
度

は
ま

だ
低

い
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

魅
力

を
発

信
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・

学
校

体
育

団
体

や
競

技
団

体
が

実
施

す
る

強
化

練
習

会
や

指
導

者
研

修
会

な
ど

の
支

援
を

行
い

、
ス

ポ
ー

ツ
ト

レ
ー

ナ
ー

や
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
士

等
の

専
門

家
に

よ
る

競
技

者
へ

の
身

体
面

・
栄

養
面

な
ど

の
多

面
的

な
サ

ポ
ー

ト
を

進
め

、
競

技
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

で
、

全
国

大
会

で
優

秀
な

成
績

を
収

め
ら

れ
る

選
手

の
育

成
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

優
秀

な
競

技
力

の
あ

る
成

年
選

手
が

競
技

を
続

け
ら

れ
る

環
境

整
備

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

環
境

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
、

地
域

住
民

が
ス

ポ
ー

ツ
活

動
へ

の
参

加
意

識
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
、

「
し

ま
ね

広
域

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

」
を

中
心

と
し

て
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
支

援
・

育
成

を
図

っ
て

い
く

。
・

優
秀

な
競

技
力

の
あ

る
成

年
選

手
が

競
技

を
続

け
ら

れ
る

よ
う

、
受

け
皿

と
な

る
県

内
企

業
な

ど
を

確
保

す
る

た
め

に
、

企
業

等
に

ス
ポ

ー
ツ

に
対

す
る

理
解

や
関

心
を

高
め

て
も

ら
う

取
組

み
を

進
め

る
。

少
年

選
手

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
県

外
遠

征
や

県
外

強
豪

校
を

招
い

て
行

う
合

宿
に

よ
る

選
手

強
化

、
優

秀
な

指
導

者
の

育
成

な
ど

を
進

め
て

い
く

。
ま

た
、

中
体

連
、

高
体

連
、

競
技

団
体

、
県

体
協

な
ど

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

小
・

中
・

高
と

一
貫

し
た

指
導

体
制

が
確

立
す

る
よ

う
進

め
て

い
く

。

教
育
庁

Ⅲ
－

３
－

１
人

権
施

策
の

推
進

　
県

民
一

人
ひ

と
り

が
人

権
の

意
義

や
重

要
性

を
認

識
し

、
人

権
が

尊
重

さ
れ

、
差

別
や

偏
見

の
な

い
住

み
よ

い
社

会
の

実
現

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
研

修
・

啓
発

資
料

や
研

修
室

の
利

用
に

つ
い

て
、

Ｐ
Ｒ

チ
ラ

シ
の

配
布

等
周

知
に

努
め

た
こ

と
に

よ
り

、
人

権
啓

発
推

進
セ

ン
タ

ー
の

年
間

利
用

者
数

は
、

平
成

3
1
年

度
の

目
標

を
達

成
し

た
。

・
魅

力
あ

る
啓

発
イ

ベ
ン

ト
等

の
開

催
や

人
権

啓
発

推
進

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
研

修
内

容
の

充
実

、
啓

発
資

料
の

貸
出

等
に

よ
る

人
権

啓
発

に
よ

り
、

県
民

の
人

権
に

関
す

る
関

心
を

高
め

、
気

づ
き

を
促

し
て

い
く

。
・

研
修

参
加

機
会

が
増

え
る

ほ
ど

、
人

権
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

若
年

層
、

子
育

て
世

代
の

人
権

啓
発

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
人

権
課

題
に

関
す

る
研

修
へ

の
参

加
が

少
な

い
県

民
層

を
中

心
に

参
加

の
機

会
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

。

・
人

権
啓

発
・

教
育

へ
の

参
加

者
を

増
や

す
た

め
、

公
民

館
な

ど
社

会
教

育
現

場
の

協
力

を
得

る
こ

と
や

、
人

権
啓

発
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

こ
れ

ま
で

参
加

し
た

こ
と

が
な

い
方

、
特

に
若

年
層

や
子

育
て

世
代

が
関

心
を

持
つ

内
容

の
取

り
入

れ
を

図
る

。
・

人
権

啓
発

・
教

育
の

方
法

に
つ

い
て

も
、

講
義

型
研

修
に

加
え

、
引

き
続

き
参

加
・

体
験

型
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

図
る

。
・

ハ
ン

セ
ン

病
療

養
所

入
所

者
の

高
齢

化
を

踏
ま

え
、

ハ
ン

セ
ン

病
問

題
の

普
及

啓
発

を
一

層
図

る
た

め
、

島
根

県
藤

楓
協

会
と

協
働

し
た

入
所

者
と

の
交

流
の

継
続

、
研

修
・

啓
発

資
材

の
提

供
な

ど
に

よ
る

啓
発

の
促

進
と

と
も

に
、

県
職

員
・

教
職

員
の

意
識

を
高

め
る

現
地

研
修

の
内

容
を

充
実

す
る

。

環
境
生
活
部

－
2
0
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

固
定

的
性

別
役

割
分

担
意

識
に

と
ら

わ
れ

な
い

人
の

割
合

％
7
2

7
4

8
0

し
ま

ね
女

性
フ

ァ
ン

ド
を

活
用

し
た

新
規

の
活

動
件

数
（

４
年

間
の

累
計

）
件

2
7

2
8

1
1
2

Ⅲ
－

３
－

３
国

際
化

と
多

文
化

共
生

の
推

進

　
国

籍
な

ど
の

異
な

る
人

々
が

互
い

の
文

化
や

価
値

観
の

違
い

を
理

解
し

あ
い

、
共

に
地

域
社

会
の

一
員

と
し

て
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

の
で

き
る

、
多

文
化

が
共

生
す

る
地

域
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。
　

国
際

社
会

で
の

相
互

理
解

を
深

め
、

国
際

的
な

感
覚

を
養

い
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

る
な

ど
、

国
際

社
会

の
中

で
活

動
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
し

ま
ね

国
際

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
日

本
語

教
室

の
運

営
支

援
や

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
の

実
施

な
ど

の
積

極
的

な
取

組
み

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
者

数
は

徐
々

に
で

は
あ

る
が

増
加

し
て

い
る

。
・

交
流

の
翼

な
ど

次
世

代
人

材
育

成
の

た
め

の
青

年
派

遣
事

業
へ

の
若

者
の

参
加

が
減

少
傾

向
に

あ
り

、
一

層
の

普
及

啓
発

等
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・
市

町
村

や
外

国
人

住
民

と
市

町
村

・
関

係
機

関
と

の
橋

渡
し

役
を

す
る

外
国

人
地

域
サ

ポ
ー

タ
ー

と
の

連
携

を
強

化
し

複
雑

化
す

る
課

題
に

対
応

す
る

と
と

も
に

、
し

ま
ね

国
際

セ
ン

タ
ー

に
登

録
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

増
加

に
向

け
た

取
組

み
を

支
援

す
る

。
ま

た
、

し
ま

ね
国

際
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

、
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

な
ど

を
活

用
し

て
在

住
外

国
人

に
対

す
る

生
活

支
援

情
報

等
を

多
言

語
や

、
や

さ
し

い
日

本
語

で
発

信
し

、
在

住
外

国
人

が
暮

ら
し

や
す

い
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

。
・

多
文

化
共

生
の

観
点

か
ら

も
若

者
に

国
際

感
覚

を
身

に
つ

け
て

も
ら

う
こ

と
は

必
要

で
あ

る
た

め
、

青
年

派
遣

・
交

流
事

業
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

魅
力

が
伝

わ
る

よ
う

動
画

や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
す

る
な

ど
、

参
加

者
の

増
加

に
努

め
る

。

国
際

交
流

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
数

人
6
0
0

6
0
5

6
2
0

環
境
生
活
部

自
然

保
護

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
数

人
3
2
2

3
3
1

3
6
0

県
民

協
働

の
森

づ
く

り
活

動
年

間
参

加
者

数
人

5
9
,
5
8
4

6
0
,
1
0
0

6
2
,
4
0
0

Ⅲ
－

３
－

２
男

女
共

同
参

画
の

推
進

　
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
定

着
さ

せ
、

男
女

が
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

活
躍

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

県
民

一
人

ひ
と

り
が

、
性

別
に

関
わ

り
な

く
個

性
と

能
力

を
発

揮
で

き
、

共
に

支
え

あ
う

地
域

社
会

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
家

庭
で

の
家

事
、

育
児

、
介

護
に

つ
い

て
は

、
妻

が
担

っ
て

い
る

ケ
ー

ス
が

多
く

、
男

女
共

同
参

画
の

意
識

が
十

分
に

浸
透

し
て

い
な

い
現

状
が

あ
る

が
、

固
定

的
性

別
役

割
分

担
意

識
に

と
ら

わ
れ

な
い

人
の

割
合

は
全

体
と

し
て

増
加

傾
向

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

・
第

３
次

島
根

県
男

女
共

同
参

画
計

画
に

基
づ

く
普

及
啓

発
事

業
を

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
あ

ら
ゆ

る
世

代
を

対
象

に
理

解
促

進
に

取
り

組
ん

で
い

く
と

と
も

に
、

地
域

活
動

に
お

け
る

女
性

の
参

画
推

進
の

た
め

、
今

後
も

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

を
推

進
の

た
め

の
拠

点
施

設
と

位
置

づ
け

、
市

町
村

と
男

女
共

同
参

画
サ

ポ
ー

タ
ー

と
の

連
携

強
化

や
、

し
ま

ね
女

性
フ

ァ
ン

ド
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、

自
主

的
な

地
域

活
動

を
支

援
し

て
い

く
。

・
4
0
％

未
達

成
審

議
会

等
の

所
管

課
に

対
し

、
女

性
の

登
用

に
つ

い
て

関
係

団
体

等
の

理
解

を
得

た
う

え
で

、
委

員
改

選
期

な
ど

に
併

せ
て

委
員

の
見

直
し

を
行

い
、

4
0
％

の
達

成
に

向
け

女
性

の
委

員
の

選
任

を
進

め
る

よ
う

積
極

的
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

各
専

門
分

野
の

人
材

情
報

の
充

実
に

努
め

、
活

用
を

呼
び

か
け

て
い

く
。

あ
わ

せ
て

、
市

町
村

に
つ

い
て

も
、

女
性

の
参

画
が

進
む

よ
う

働
き

か
け

て
い

く
。

・
職

場
で

女
性

が
十

分
に

能
力

を
発

揮
で

き
る

よ
う

、
女

性
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
企

業
・

団
体

へ
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

職
場

に
お

け
る

女
性

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
経

済
団

体
を

は
じ

め
多

様
な

主
体

と
連

携
し

、
県

全
体

で
女

性
の

活
躍

を
推

進
す

る
た

め
の

体
制

整
備

に
取

り
組

む
。

・
市

町
村

に
お

け
る

Ｄ
Ｖ

相
談

窓
口

・
支

援
体

制
が

充
実

し
て

い
く

よ
う

、
引

き
続

き
会

議
の

様
々

な
場

面
で

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

Ｄ
Ｖ

防
止

の
た

め
県

民
へ

の
理

解
促

進
に

向
け

た
啓

発
活

動
、

県
及

び
市

町
村

の
女

性
相

談
担

当
者

に
対

し
、

専
門

研
修

を
実

施
す

る
。

環
境
生
活
部

Ⅲ
－

４
－

１
多

様
な

自
然

の
保

全

　
県

民
が

将
来

に
わ

た
っ

て
豊

か
な

自
然

の
恵

み
を

享
受

で
き

る
よ

う
、

生
物

多
様

性
が

確
保

さ
れ

た
多

様
な

自
然

の
保

全
に

取
り

組
み

ま
す

。

Ｂ

・
自

然
保

護
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

数
は

、
自

然
保

護
に

対
す

る
県

民
の

理
解

・
関

心
も

高
ま

り
つ

つ
あ

り
、

今
後

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
県

民
参

加
を

呼
び

掛
け

る
等

、
継

続
的

に
自

然
保

護
活

動
及

び
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

着
実

に
進

展
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

・
企

業
等

の
関

わ
り

に
よ

る
森

林
整

備
の

C
O
2
吸

収
量

は
、

認
証

対
象

を
広

げ
る

な
ど

制
度

を
拡

充
し

、
吸

収
量

認
証

は
順

調
に

増
加

し
て

い
る

。
 

 
 

・
県

民
協

働
の

森
づ

く
り

活
動

に
つ

い
て

は
、

「
み

ー
も

の
森

づ
く

り
事

業
」

等
の

更
な

る
Ｐ

Ｒ
に

よ
り

、
県

民
参

加
を

促
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
自

然
保

護
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

成
研

修
、

自
然

保
護

活
動

へ
の

積
極

的
な

参
加

及
び

広
報

・
Ｐ

Ｒ
等

を
実

施
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

担
い

手
育

成
と

人
材

の
掘

り
起

こ
し

・
確

保
を

行
い

、
自

然
保

護
活

動
へ

の
参

加
促

進
と

活
動

の
活

発
化

を
図

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

森
づ

く
り

活
動

へ
の

県
民

の
積

極
的

な
活

動
参

加
を

勧
め

る
た

め
、

し
ま

ね
森

林
活

動
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
を

活
用

し
、

企
業

や
県

民
自

ら
が

行
う

森
林

保
全

活
動

を
支

援
す

る
取

組
み

を
推

進
す

る
。

・
C
O
2
吸

収
に

関
す

る
森

林
整

備
に

対
す

る
寄

付
金

等
支

援
を

行
う

意
向

を
持

つ
企

業
等

を
把

握
し

、
参

画
を

促
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

宍
道

湖
・

中
海

に
つ

い
て

は
、

そ
の

恵
み

や
賢

明
利

用
に

対
す

る
関

心
が

深
ま

る
よ

う
、

関
係

機
関

と
連

携
し

県
民

向
け

に
地

域
の

活
動

等
の

情
報

を
発

信
し

て
い

く
。

・
松

く
い

虫
被

害
に

つ
い

て
は

、
重

要
な

区
域

を
絞

り
、

継
続

的
に

防
除

対
策

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
被

害
地

に
お

い
て

森
林

組
合

等
が

実
施

す
る

植
林

（
樹

種
転

換
）

に
対

し
て

支
援

・
協

力
す

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
鳥

獣
保

護
に

つ
い

て
は

、
思

想
の

普
及

啓
発

に
努

め
る

一
方

、
地

域
ぐ

る
み

の
鳥

獣
被

害
対

策
を

推
進

し
、

農
林

業
被

害
の

低
減

に
取

り
組

む
。

　

環
境
生
活
部

－
2
1
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

自
然

公
園

等
の

年
間

利
用

者
数

万
人

以
上

1
2
9
2
.
2

1
2
9
2
.
2

(
9
7
8
)

1
2
9
2
.
2

(
9
7
8
)

自
然

学
習

施
設

の
年

間
入

場
者

数
千

人
以

上
6
2
9

6
2
1

6
2
1

景
観

計
画

策
定

市
町

村
数

（
累

計
）

市
町

村
7

8
1
1

景
観

重
点

地
区

数
（

累
計

）
地

区
3
3

3
5

4
1

Ⅲ
－

４
－

４
　

文
化

財
の

保
存

・
継

承
と

活
用

　
県

民
が

、
全

国
に

誇
る

島
根

固
有

の
歴

史
・

文
化

に
理

解
を

深
め

、
次

の
世

代
へ

保
存

・
継

承
す

る
と

と
も

に
、

魅
力

あ
る

地
域

づ
く

り
の

た
め

に
、

積
極

的
な

活
用

を
目

指
し

ま
す

。

Ｂ

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

連
続

講
座

、
巡

回
講

座
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

様
々

な
情

報
発

信
を

行
い

、
多

く
の

参
加

者
を

集
め

、
そ

の
反

応
も

良
好

で
、

島
根

の
歴

史
文

化
に

対
す

る
興

味
関

心
が

高
ま

る
な

ど
、

文
化

財
や

地
域

の
歴

史
文

化
に

対
す

る
県

民
の

意
識

は
向

上
し

つ
つ

あ
る

。
・

松
江

城
天

守
の

国
宝

指
定

等
の

新
た

な
文

化
財

の
指

定
・

登
録

や
、

国
・

県
指

定
文

化
財

の
修

理
・

整
備

へ
の

助
成

に
よ

り
、

文
化

財
の

保
存

・
継

承
の

取
組

み
が

着
実

に
進

ん
で

き
て

お
り

、
魅

力
あ

る
地

域
づ

く
り

の
た

め
の

文
化

財
の

活
用

も
進

み
つ

つ
あ

る
。

・
島

根
の

歴
史

・
文

化
に

関
す

る
調

査
・

研
究

を
さ

ら
に

進
め

る
と

と
も

に
、

そ
の

研
究

成
果

を
基

に
、

島
根

の
歴

史
文

化
の

魅
力

を
効

果
的

・
継

続
的

に
情

報
発

信
し

、
県

民
の

島
根

の
歴

史
・

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
て

い
く

。
　

特
に

、
石

見
銀

山
遺

跡
に

つ
い

て
は

、
世

界
遺

産
登

録
1
0
周

年
に

向
け

て
調

査
研

究
を

さ
ら

に
進

め
、

登
録

1
0
周

年
記

念
展

を
は

じ
め

、
そ

の
成

果
を

わ
か

り
や

す
く

情
報

発
信

し
て

い
く

。
・

国
、

市
町

村
と

連
携

し
て

文
化

財
の

修
理

・
整

備
が

計
画

的
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
努

め
る

と
と

も
に

、
県

内
の

優
れ

た
文

化
財

の
う

ち
未

指
定

の
も

に
つ

い
て

、
そ

の
価

値
を

調
査

・
研

究
し

新
た

な
指

定
を

目
指

す
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
島

根
の

歴
史

・
文

化
の

次
の

世
代

へ
の

保
存

・
継

承
を

着
実

に
進

め
て

い
く

。
・

市
町

村
や

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
公

民
館

等
の

関
係

機
関

な
ど

と
今

後
も

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
島

根
の

歴
史

・
文

化
、

認
定

さ
れ

た
県

内
の

日
本

遺
産

等
の

効
果

的
な

活
用

に
つ

な
が

る
よ

う
な

取
組

み
を

進
め

る
。

島
根

の
歴

史
・

文
化

が
豊

か
で

、
文

化
財

の
保

存
・

継
承

と
活

用
が

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

％
6
8
.
5

6
8
.
8

7
0
.
0

教
育
庁

Ⅲ
－

４
－

２
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

推
進

　
自

然
公

園
・

森
林

公
園

や
自

然
学

習
施

設
を

自
然

の
観

察
や

環
境

学
習

の
場

と
し

て
活

用
し

、
県

民
の

身
近

な
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
を

推
進

し
ま

す
。

Ｂ

・
平

成
2
7
年

度
は

、
出

雲
大

社
の

遷
宮

や
松

江
城

の
国

宝
化

な
ど

観
光

面
の

効
果

に
よ

り
、

「
大

山
隠

岐
国

立
公

園
」

の
利

用
者

数
が

増
加

し
た

こ
と

か
ら

、
自

然
公

園
等

の
年

間
利

用
者

数
は

、
平

成
3
1
年

度
の

目
標

を
達

成
し

た
。

・
今

後
の

利
用

動
向

は
、

地
域

と
一

緒
に

観
光

面
を

含
め

た
利

用
促

進
を

図
る

こ
と

で
、

前
年

度
並

み
の

利
用

実
績

が
予

想
さ

れ
る

。
・

サ
ヒ

メ
ル

、
ゴ

ビ
ウ

ス
、

ア
ク

ア
ス

と
い

っ
た

自
然

学
習

施
設

に
つ

い
て

は
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
、

積
極

的
な

情
報

発
信

、
展

示
の

魅
力

向
上

な
ど

、
入

場
者

数
の

向
上

に
努

め
て

い
る

が
、

各
施

設
の

経
年

劣
化

が
進

ん
で

い
る

。

・
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

「
大

山
隠

岐
国

立
公

園
」

が
選

定
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

鳥
取

県
、

岡
山

県
と

連
携

し
て

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
を

は
じ

め
と

し
た

公
園

利
用

者
の

増
加

を
図

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
自

然
公

園
、

自
然

歩
道

に
つ

い
て

は
、

施
設

老
朽

度
や

利
用

状
況

な
ど

の
現

況
を

把
握

し
、

計
画

的
な

維
持

修
繕

を
図

る
。

あ
わ

せ
て

、
市

町
村

の
協

力
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
整

備
等

に
よ

り
コ

ス
ト

の
削

減
を

図
る

。
ま

た
、

標
識

整
備

等
に

よ
り

利
便

性
向

上
を

図
り

、
自

然
歩

道
の

Ｐ
Ｒ

や
マ

ス
コ

ミ
等

の
協

力
に

よ
り

広
報

を
強

化
す

る
こ

と
や

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
拡

大
に

向
け

た
利

用
環

境
の

整
備

を
進

め
る

こ
と

で
、

利
用

者
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・
隠

岐
ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

の
活

用
推

進
に

お
い

て
は

、
情

報
発

信
の

強
化

・
多

言
語

対
応

の
強

化
・

来
島

者
の

満
足

度
向

上
・

地
域

の
啓

発
向

上
な

ど
の

分
野

を
柱

と
す

る
具

体
的

な
事

業
実

施
を

行
う

。
・

サ
ヒ

メ
ル

で
は

、
企

画
展

の
充

実
や

、
学

校
、

他
の

教
育

施
設

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

「
三

瓶
青

少
年

交
流

の
家

」
利

用
者

の
研

修
利

用
も

幅
広

く
誘

致
す

る
。

ま
た

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
観

光
客

の
促

進
策

も
検

討
し

、
外

国
人

対
応

等
の

施
設

修
繕

を
図

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
ゴ

ビ
ウ

ス
で

は
、

施
設

の
長

期
的

な
維

持
保

全
を

念
頭

に
、

保
全

・
改

修
費

を
含

め
た

コ
ス

ト
低

減
の

見
地

に
立

っ
て

修
繕

を
行

っ
て

い
く

。
ま

た
、

安
定

し
た

入
館

者
数

を
確

保
す

る
た

め
、

隣
接

の
宍

道
湖

グ
リ

ー
ン

パ
ー

ク
と

連
携

し
た

企
画

・
広

報
を

行
う

と
と

も
に

、
引

き
続

き
来

館
者

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

取
り

組
む

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
ア

ク
ア

ス
で

は
、

魅
力

あ
る

展
示

の
検

討
・

実
施

、
中

国
５

県
か

ら
瀬

戸
内

海
沿

岸
へ

の
Ｐ

Ｒ
活

動
の

展
開

や
近

畿
エ

リ
ア

で
の

誘
致

活
動

の
実

施
に

よ
り

集
客

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

環
境
生
活
部

Ⅲ
－

４
－

３
　

景
観

の
保

全
と

創
造

　
自

然
景

観
や

田
園

景
観

、
都

市
景

観
な

ど
地

域
の

優
れ

た
景

観
を

守
り

育
て

、
魅

力
あ

る
景

観
づ

く
り

を
推

進
し

、
も

っ
て

県
民

に
誇

り
と

愛
着

の
も

て
る

県
土

の
実

現
に

資
す

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
景

観
計

画
は

、
現

在
、

浜
田

市
及

び
海

士
町

が
計

画
策

定
に

向
け

作
業

中
で

あ
り

、
ま

た
、

景
観

重
点

地
区

に
つ

い
て

も
、

市
町

村
が

設
定

に
向

け
た

検
討

を
進

め
て

お
り

、
引

き
続

き
支

援
等

を
行

う
。

・
優

れ
た

景
観

を
形

成
す

る
た

め
に

は
、

県
民

等
の

理
解

を
よ

り
深

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

・
事

業
者

及
び

住
民

も
含

め
、

景
観

計
画

未
策

定
の

市
町

村
に

対
し

て
、

景
観

形
成

の
意

義
や

効
用

を
理

解
し

て
も

ら
う

た
め

の
普

及
啓

発
や

働
き

か
け

が
必

要
で

あ
り

、
併

せ
て

十
分

な
支

援
・

指
導

が
で

き
る

よ
う

努
め

る
。

・
良

好
な

景
観

形
成

は
、

事
業

者
、

県
民

及
び

自
治

体
が

一
体

と
な

っ
て

そ
の

役
割

分
担

に
応

じ
た

保
全

・
創

造
活

動
を

す
る

も
の

で
あ

り
、

引
き

続
き

事
業

者
及

び
県

民
等

に
対

し
て

景
観

づ
く

り
の

目
的

と
効

果
を

わ
か

り
や

す
い

方
法

（
商

業
施

設
等

で
の

Ｐ
Ｒ

、
各

種
広

報
誌

の
活

用
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
発

信
な

ど
）

で
Ｐ

Ｒ
し

て
い

く
。

・
県

内
の

景
観

づ
く

り
の

取
組

み
を

県
外

に
も

発
信

す
る

と
と

も
に

、
観

光
施

策
と

の
連

携
も

図
っ

て
い

く
。

土
木
部

－
2
2
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

県
内

総
生

産
（

１
０

０
万

円
）

あ
た

り
の

年
間

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

G
J
以

下
H
2
9
公

表
2
1
.
4

2
0
.
5
4

公
共

用
水

域
に

お
け

る
Ｂ

Ｏ
Ｄ

（
Ｃ

Ｏ
Ｄ

）
環

境
基

準
達

成
率

％
8
8
.
2

8
5

8
5

産
業

廃
棄

物
の

再
生

利
用

率
％

H
2
9
公

表
5
6
.
2

5
7

学
校

に
お

け
る

３
Ｒ

・
適

正
処

理
学

習
支

援
事

業
実

施
校

数
校

1
1

2
1

5
0

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
認

定
数

（
累

計
）

人
2
,
2
1
1

2
,
3
0
6

2
,
5
6
3

Ⅲ
－

４
－

６
　

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

利
活

用
の

推
進

　
県

民
、

事
業

者
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
団

体
、

行
政

は
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

対
す

る
関

心
を

深
め

、
連

携
・

協
働

し
て

、
そ

の
導

入
促

進
と

利
活

用
に

取
り

組
み

ま
す

。

Ａ

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

関
心

の
高

ま
り

、
固

定
価

格
買

取
制

度
な

ど
国

の
政

策
、

県
や

市
町

村
の

地
域

の
実

態
に

応
じ

た
取

組
み

な
ど

に
よ

っ
て

、
順

調
に

導
入

が
図

ら
れ

て
い

る
。

・
平

成
2
8
年

６
月

に
は

、
民

間
事

業
者

に
よ

る
県

内
で

2
番

目
の

規
模

と
な

る
風

力
発

電
所

が
運

転
を

開
始

し
た

。
・

県
企

業
局

に
お

い
て

は
、

水
力

発
電

は
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
工

事
が

計
画

ど
お

り
進

捗
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

太
陽

光
発

電
も

順
調

な
運

転
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

風
力

発
電

は
、

故
障

を
防

ぐ
対

策
等

に
よ

り
一

層
の

発
電

量
の

増
加

を
見

込
ん

で
い

る
。

・
平

成
2
7
年

度
に

県
内

２
箇

所
で

民
間

事
業

者
に

よ
り

運
転

開
始

さ
れ

た
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

所
は

、
主

と
し

て
県

内
で

調
達

さ
れ

る
燃

料
に

よ
っ

て
順

調
に

稼
働

し
て

い
る

。

・
「

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
及

び
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

推
進

に
関

す
る

基
本

計
画

」
に

沿
っ

て
、

県
内

に
豊

富
に

存
在

す
る

地
域

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

地
域

活
性

化
の

視
点

な
ど

か
ら

、
市

町
村

や
県

民
と

連
携

・
協

働
し

て
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

を
着

実
に

推
進

す
る

。
【

施
策

】
・

市
町

村
と

連
携

し
た

取
組

み
を

推
進

す
る

た
め

、
県

・
市

町
村

で
構

成
す

る
促

進
協

議
会

等
を

通
じ

て
、

国
の

政
策

の
動

向
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
効

果
的

な
施

策
の

検
討

を
行

う
。

・
ま

た
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

理
解

の
促

進
を

図
る

た
め

、
効

果
的

な
広

報
等

を
実

施
し

施
策

の
着

実
な

推
進

を
図

る
。

・
県

企
業

局
の

水
力

発
電

に
つ

い
て

は
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

工
事

の
計

画
的

で
円

滑
な

実
施

を
行

う
。

風
力

発
電

に
つ

い
て

は
、

故
障

を
防

ぐ
機

器
の

改
良

や
故

障
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

の
運

転
方

法
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

方
法

を
検

討
す

る
。

・
県

内
産

燃
料

チ
ッ

プ
の

安
定

供
給

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

県
内

の
納

入
事

業
者

に
対

し
て

高
性

能
林

業
機

械
の

導
入

、
チ

ッ
プ

加
工

施
設

の
規

模
拡

大
を

支
援

し
て

い
く

。

県
内

電
力

消
費

量
に

占
め

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

発
電

量
の

割
合

％
2
5
.
5

2
7
.
0

3
0
.
4

地
域
振
興
部

県
の

広
報

に
対

す
る

満
足

度
％

5
2
.
8

6
0

6
0

協
働

経
験

の
あ

る
県

職
員

数
人

7
4
5

8
7
5

1
,
2
6
2

Ⅲ
－

４
－

５
　

環
境

保
全

の
推

進

　
県

民
、

事
業

者
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
団

体
、

行
政

が
一

体
と

な
っ

て
、

地
域

に
お

け
る

環
境

保
全

や
地

球
温

暖
化

対
策

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

環
境

へ
の

負
荷

の
少

な
い

社
会

の
実

現
を

目
指

し
ま

す
。

Ｂ

・
公

共
用

水
域

に
お

け
る

Ｂ
Ｏ

Ｄ
（

Ｃ
Ｏ

Ｄ
）

環
境

基
準

達
成

率
は

、
天

候
な

ど
の

影
響

に
よ

り
値

の
変

動
が

あ
る

が
、

概
ね

目
標

値
（

8
5
％

）
付

近
で

推
移

し
て

い
く

見
込

み
で

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
再

生
利

用
率

は
、

土
木

工
事

や
火

力
発

電
所

か
ら

の
産

業
廃

棄
物

排
出

量
に

影
響

さ
れ

る
が

、
概

ね
5
0
％

～
6
0
％

の
間

を
変

動
し

な
が

ら
推

移
し

て
い

く
見

込
み

で
あ

る
。

・
エ

コ
フ

ァ
ー

マ
ー

認
定

を
要

件
と

す
る

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
交

付
金

の
制

度
拡

充
等

に
よ

り
交

付
金

申
請

者
が

増
加

し
、

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
認

定
数

も
増

え
て

い
く

見
込

み
で

あ
る

。
・

学
校

に
お

け
る

３
Ｒ

・
適

正
処

理
学

習
支

援
事

業
は

、
事

業
を

実
施

し
た

学
校

の
様

子
を

各
学

校
に

伝
え

る
等

の
情

報
発

信
の

強
化

や
、

学
校

の
授

業
の

ね
ら

い
と

一
致

す
る

よ
う

な
提

案
が

必
要

で
あ

る
。

・
平

成
2
8
年

度
か

ら
事

業
の

対
象

を
小

学
校

に
も

拡
充

し
た

こ
と

か
ら

、
学

校
に

お
け

る
３

Ｒ
・

適
正

処
理

学
習

支
援

事
業

実
施

校
数

は
着

実
に

増
加

し
、

環
境

教
育

・
環

境
学

習
の

取
組

み
は

推
進

さ
れ

る
と

考
え

て
い

る
。

・
低

炭
素

社
会

及
び

循
環

型
社

会
の

実
現

を
目

指
し

、
環

境
へ

の
意

識
を

さ
ら

に
醸

成
す

る
た

め
普

及
啓

発
に

取
り

組
み

、
県

民
、

事
業

者
、

行
政

の
一

体
と

な
っ

た
環

境
配

慮
行

動
を

推
進

す
る

。
・

地
球

温
暖

化
対

策
の

見
え

る
化

や
３

Ｒ
の

推
進

強
化

等
、

県
民

や
事

業
者

の
具

体
的

な
行

動
を

促
す

た
め

の
取

組
み

を
、

市
町

村
や

関
係

機
関

等
と

の
連

携
を

図
り

強
化

す
る

。
・

産
業

廃
棄

物
減

量
税

（
平

成
2
7
年

度
～

平
成

3
1
年

度
）

を
活

用
し

、
関

係
事

業
者

等
に

よ
る

産
業

廃
棄

物
の

発
生

抑
制

や
再

資
源

化
と

販
路

開
拓

へ
の

支
援

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

・
湖

沼
の

汚
濁

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

を
進

め
、

水
質

保
全

対
策

を
引

き
続

き
検

討
し

て
い

く
。

・
安

全
で

信
頼

の
で

き
る

産
業

廃
棄

物
処

理
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
排

出
事

業
者

、
処

理
業

者
等

に
対

す
る

指
導

や
産

業
廃

棄
物

処
理

施
設

に
対

す
る

監
視

・
指

導
に

引
き

続
き

取
り

組
む

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
み

ん
な

で
ひ

ろ
げ

る
「

し
ま

ね
有

機
の

郷
」

事
業

、
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
援

対
策

な
ど

と
の

連
携

に
よ

り
、

エ
コ

フ
ァ

ー
マ

ー
の

新
規

認
定

、
組

織
化

に
よ

る
面

的
拡

大
を

積
極

的
に

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
、

県
内

消
費

者
へ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
や

販
売

店
で

の
当

該
農

産
物

の
コ

ー
ナ

ー
化

を
さ

ら
に

進
め

る
。

環
境
生
活
部

施
策

１
　

県
民

の
総

力
を

結
集

で
き

る
行

政
の

推
進

　
対

話
を

重
視

し
、

双
方

向
の

情
報

共
有

を
進

め
な

が
ら

、
県

民
の

声
が

よ
く

県
政

に
反

映
で

き
る

体
制

を
整

え
る

と
と

も
に

、
県

民
・

企
業

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

な
ど

と
の

幅
広

い
協

働
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
県

民
が

主
体

的
に

地
域

づ
く

り
に

参
画

す
る

総
力

結
集

型
の

行
政

を
推

進
し

ま
す

。
Ｂ

・
広

報
は

圏
域

バ
ラ

ン
ス

や
各

年
代

層
を

意
識

し
た

情
報

提
供

に
努

め
て

お
り

、
広

報
活

動
に

対
す

る
満

足
度

や
リ

メ
ン

バ
ー

し
ま

ね
の

団
員

数
、

県
政

世
論

調
査

の
回

答
数

増
加

な
ど

県
政

へ
の

関
心

度
の

向
上

や
県

の
認

知
度

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
・

公
文

書
公

開
、

窓
口

や
Ｈ

Ｐ
に

よ
る

行
政

資
料

の
提

供
、

情
報

公
開

の
仕

組
み

を
適

切
に

運
用

し
て

い
る

。
・

地
域

活
性

化
を

推
進

す
る

優
良

モ
デ

ル
事

業
数

は
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

市
町

村
に

お
い

て
優

良
モ

デ
ル

事
業

で
の

試
行

を
踏

ま
え

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
み

が
進

ん
で

い
る

。
・

県
の

各
所

属
に

よ
る

協
働

事
業

も
一

定
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

さ
ら

に
研

修
等

に
よ

り
県

職
員

の
協

働
の

理
解

を
高

め
協

働
事

業
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
広

報
で

の
県

西
部

･
隠

岐
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
お

知
ら

せ
情

報
を

積
極

的
に

取
り

扱
う

。
リ

メ
ン

バ
ー

し
ま

ね
で

は
継

続
団

員
と

新
規

団
員

そ
れ

ぞ
れ

に
応

じ
た

企
画

･
コ

ン
テ

ン
ツ

を
充

実
さ

せ
る

。
Ｗ

ｅ
ｂ

モ
ニ

タ
ー

は
大

学
や

コ
ン

ビ
ニ

エ
ン

ス
ス

ト
ア

へ
の

チ
ラ

シ
配

架
、

記
念

品
の

充
実

に
よ

る
若

年
層

登
録

者
を

確
保

す
る

。
・

よ
り

積
極

的
な

行
政

資
料

の
提

供
が

必
要

で
あ

り
、

ニ
ー

ズ
の

高
い

行
政

情
報

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

掲
載

す
る

よ
う

各
機

関
へ

働
き

か
け

て
い

く
。

・
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
施

策
立

案
の

た
め

、
地

域
の

実
情

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

把
握

し
支

援
す

る
。

特
に

過
疎

地
域

市
町

村
の

取
組

み
の

財
政

的
な

支
援

の
た

め
、

重
点

要
望

等
の

機
会

を
通

じ
、

過
疎

債
（

ソ
フ

ト
事

業
）

枠
の

確
保

を
要

請
し

て
い

く
。

・
県

民
協

働
に

よ
る

事
業

実
施

効
果

や
必

要
性

に
対

す
る

理
解

を
さ

ら
に

促
進

す
る

た
め

、
協

働
推

進
員

の
参

加
意

欲
を

喚
起

す
る

内
容

、
時

期
、

場
所

に
よ

り
研

修
を

実
施

す
る

。

政
策
企
画
局

－
2
3
－
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２
７

年
度

２
８

年
度

３
１

年
度

実
績

値
（

参
考

）
目

標
値

目
標

値
単

位
施

策
名

目
的

平
成

２
８

年
度

の
施

策
目

的
の

達
成

度
予

測

今
後

の
取

組
み

の
方

向
性

成
果

参
考

指
標

幹
事
部
局

判
断

判
断

理
由

成
果

参
考

指
標

名

施
策

２
　

市
町

村
と

の
更

な
る

連
携

に
よ

る
行

政
の

推
進

　
住

民
に

最
も

身
近

な
基

礎
自

治
体

で
あ

る
市

町
村

が
、

少
子

高
齢

化
に

よ
る

人
口

減
少

が
進

む
中

に
お

い
て

も
、

地
域

に
お

け
る

充
実

し
た

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

と
と

も
に

、
分

権
時

代
に

ふ
さ

わ
し

い
県

と
市

町
村

の
役

割
分

担
の

も
と

で
の

、
連

携
・

協
力

を
進

め
ま

す
。

Ａ

（
市

町
村

行
財

政
）

・
新

た
な

行
政

課
題

に
対

し
て

は
、

説
明

会
や

個
別

訪
問

等
を

通
じ

て
市

町
村

へ
の

支
援

、
助

言
を

行
う

。
・

今
後

と
も

地
方

財
政

措
置

の
充

実
に

つ
き

国
に

要
望

す
る

と
と

も
に

、
合

併
算

定
替

関
連

の
制

度
改

正
や

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
方

式
導

入
の

影
響

に
つ

い
て

も
、

市
町

村
と

分
析

・
意

見
交

換
を

行
っ

た
上

で
、

実
情

を
踏

ま
え

た
措

置
が

講
じ

ら
れ

る
よ

う
国

に
働

き
か

け
る

。
（

特
定

地
域

振
興

法
関

連
）

・
特

定
地

域
振

興
法

の
制

度
の

維
持

・
拡

充
、

財
政

措
置

の
強

化
を

国
に

働
き

か
け

、
市

町
村

の
充

実
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

支
援

し
て

い
る

。
（

石
見

地
域

振
興

）
・

定
住

促
進

や
交

流
人

口
の

拡
大

、
特

産
品

販
売

促
進

な
ど

に
取

り
組

む
各

市
町

の
動

き
が

定
着

し
つ

つ
あ

る
。

 

（
市

町
村

行
財

政
）

・
各

種
行

政
課

題
に

対
し

、
市

町
村

の
自

主
性

・
主

体
性

を
尊

重
し

つ
つ

市
長

会
や

町
村

会
な

ど
と

も
連

携
し

て
、

情
報

提
供

・
相

談
・

助
言

を
行

っ
て

い
く

。
・

地
方

交
付

税
の

総
額

確
保

と
合

併
算

定
替

期
間

（
1
0
年

）
終

了
後

の
実

状
を

踏
ま

え
た

需
要

額
算

定
に

な
る

よ
う

に
、

市
町

村
と

連
携

し
て

国
へ

働
き

か
け

を
行

う
と

と
も

に
、

市
町

村
の

財
政

健
全

化
に

向
け

た
取

組
み

を
支

援
し

て
い

く
。

（
特

定
地

域
振

興
法

関
連

）
・

特
定

地
域

振
興

法
の

制
度

の
拡

充
、

財
政

措
置

の
強

化
に

つ
い

て
国

に
働

き
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

　
特

に
、

離
島

地
域

に
つ

い
て

は
、

有
人

国
境

離
島

に
関

す
る

特
別

措
置

法
が

平
成

2
9
年

４
月

１
日

に
施

行
さ

れ
る

こ
と

に
伴

い
、

必
要

な
支

援
措

置
が

講
じ

ら
れ

る
よ

う
国

に
強

く
働

き
か

け
て

い
く

。
・

特
定

地
域

の
振

興
に

向
け

た
国

の
制

度
等

の
活

用
に

つ
い

て
情

報
収

集
を

行
う

と
と

も
に

、
市

町
村

へ
の

情
報

提
供

や
相

談
対

応
に

よ
り

効
果

的
な

事
業

実
施

が
出

来
る

よ
う

支
援

し
て

い
く

。
（

石
見

地
域

振
興

）
・

市
町

等
が

行
う

、
広

域
的

な
取

組
み

に
つ

い
て

、
関

係
先

と
の

必
要

な
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
石

見
地

域
施

策
推

進
費

の
交

付
な

ど
に

よ
り

支
援

し
て

い
く

。
 
 

対
等

な
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

基
本

と
し

て
、

市
町

村
の

行
財

政
運

営
に

支
障

が
生

じ
な

い
よ

う
国

に
働

き
か

け
る

と
と

も
に

、
必

要
な

支
援

・
助

言
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

地
域
振
興
部

施
策

３
　

財
政

健
全

化
に

向
け

た
改

革
の

推
進

　
中

長
期

的
に

持
続

可
能

な
財

政
運

営
の

実
現

に
向

け
て

、
県

民
の

暮
ら

し
や

企
業

活
動

な
ど

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

な
が

ら
、

財
政

健
全

化
基

本
方

針
に

基
づ

く
改

革
を

推
進

し
ま

す
。

　
行

政
内

部
の

歳
出

削
減

努
力

の
徹

底
に

加
え

、
あ

ら
ゆ

る
事

業
の

見
直

し
を

進
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

将
来

に
わ

た
り

安
定

的
な

財
政

運
営

が
行

え
る

よ
う

に
し

ま
す

。

Ｂ

・
「

財
政

健
全

化
基

本
方

針
」

に
沿

っ
た

取
組

み
を

今
後

も
継

続
す

る
と

と
も

に
、

経
済

情
勢

、
国

の
予

算
、

地
方

財
政

対
策

等
の

動
向

に
留

意
し

つ
つ

、
適

宜
柔

軟
な

取
組

み
を

行
え

ば
達

成
は

可
能

と
見

込
む

。

・
国

の
動

向
を

注
視

し
つ

つ
、

地
方

交
付

税
の

総
額

確
保

な
ど

財
源

措
置

の
充

実
を

国
に

働
き

か
け

る
と

と
も

に
、

財
政

健
全

化
基

本
方

針
に

沿
っ

て
、

引
き

続
き

、
①

行
政

の
効

率
化

・
ス

リ
ム

化
　

②
事

務
事

業
の

見
直

し
　

③
財

源
の

確
保

　
に

取
り

組
む

。
・

課
税

自
主

権
を

活
用

し
て

自
主

財
源

の
拡

充
を

図
る

と
と

も
に

、
①

課
税

客
体

を
確

実
に

捕
捉

す
る

な
ど

適
正

な
課

税
の

実
施

　
②

県
と

市
町

村
の

相
互

併
任

制
度

や
厳

正
な

滞
納

処
分

の
実

施
　

な
ど

に
よ

り
、

税
収

の
確

保
を

図
る

。

毎
年

度
発

生
す

る
収

支
不

足
額

（
収

支
改

善
後

）
億

円
1
5
億

円
程

度
5
億

円
程

度
収

支
均

衡
総
務
部

組
織

体
制

に
つ

い
て

は
、

必
要

な
行

政
需

要
に

対
し

、
機

動
的

か
つ

弾
力

的
に

対
応

し
つ

つ
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
体

制
と

な
る

よ
う

、
適

宜
、

見
直

し
ま

す
。

職
員

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
一

人
ひ

と
り

の
能

力
開

発
を

進
め

「
県

を
取

り
巻

く
情

勢
や

県
民

の
声

に
敏

感
で

」
「

よ
く

考
え

、
よ

く
議

論
し

、
創

造
し

」
「

何
事

に
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
を

持
っ

て
取

り
組

む
」

姿
勢

を
育

て
ま

す
。

施
策

５
　

政
策

推
進

シ
ス

テ
ム

の
充

実

　
島

根
総

合
発

展
計

画
に

掲
げ

る
将

来
像

と
基

本
目

標
の

達
成

に
向

け
て

、
県

民
満

足
度

の
視

点
か

ら
、

政
策

や
施

策
の

成
果

の
検

証
・

評
価

と
、

以
後

の
施

策
の

改
善

に
結

び
つ

け
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
取

組
み

を
徹

底
し

、
そ

の
状

況
を

広
く

公
表

し
ま

す
。

Ｂ

・
行

政
評

価
に

お
け

る
成

果
志

向
を

理
解

し
て

い
な

い
職

員
、

理
解

し
て

い
る

が
実

践
で

き
て

い
な

い
職

員
が

１
～

2
割

い
る

も
の

の
、

枠
外

予
算

要
求

に
お

け
る

課
題

整
理

等
の

資
料

と
し

て
明

確
に

位
置

付
け

る
な

ど
活

用
を

進
め

て
い

る
。

・
国

へ
の

重
点

要
望

項
目

の
全

て
が

措
置

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
問

題
解

決
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
。

（
平

成
2
7
年

度
措

置
率

は
7
8
.
3
％

）
・

島
根

統
計

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
統

計
報

告
書

な
ど

で
幅

広
く

各
種

統
計

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

・
行

政
評

価
の

手
引

き
を

工
夫

し
、

成
果

志
向

へ
の

理
解

を
深

め
て

い
く

。
ま

た
、

行
政

評
価

で
得

ら
れ

た
評

価
結

果
を

総
合

戦
略

の
体

系
に

組
み

替
え

る
方

法
等

に
よ

り
、

整
合

性
の

と
れ

た
進

捗
管

理
を

行
う

。
・

国
の

動
き

等
を

踏
ま

え
、

当
県

が
抱

え
る

課
題

の
中

か
ら

提
案

・
要

望
す

べ
き

項
目

を
的

確
に

整
理

し
、

様
々

な
機

会
を

捉
え

、
タ

イ
ム

リ
ー

な
提

案
・

要
望

活
動

を
粘

り
強

く
行

っ
て

い
く

。
・

「
県

民
経

済
計

算
」

な
ど

の
分

析
に

あ
た

っ
て

は
、

よ
り

精
度

の
高

い
推

計
方

法
等

を
検

討
し

て
い

く
。

ま
た

、
統

計
情

報
の

提
供

に
あ

た
っ

て
は

、
よ

り
分

か
り

や
す

く
利

用
し

や
す

い
情

報
提

供
に

努
め

る
。

島
根

総
合

発
展

計
画

、
島

根
県

総
合

戦
略

の
目

標
達

成
に

向
け

て
、

行
政

評
価

シ
ス

テ
ム

を
効

果
的

に
運

用
し

、
行

政
評

価
結

果
を

施
策

の
改

善
に

役
立

て
る

と
と

も
に

、
計

画
の

進
捗

状
況

を
県

民
に

分
か

り
や

す
く

公
表

し
ま

す
。

政
策
企
画
局

－ －－

施
策

４
　

迅
速

に
活

動
で

き
る

組
織

の
運

営

　
時

代
の

変
化

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
柔

軟
で

活
動

的
な

組
織

の
構

築
に

向
け

、
民

間
の

知
恵

や
経

験
も

取
り

入
れ

る
な

ど
不

断
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
職

員
の

一
層

の
資

質
の

向
上

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
効

率
的

な
行

政
運

営
を

図
り

ま
す

。

Ａ

・
組

織
体

制
に

つ
い

て
、

時
代

の
変

化
に

対
応

し
た

簡
素

で
効

率
的

な
体

制
と

な
る

よ
う

柔
軟

な
見

直
し

と
、

職
員

の
一

層
の

資
質

向
上

に
向

け
た

取
組

み
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
る

。

・
引

き
続

き
、

必
要

な
行

政
需

要
に

対
し

、
機

動
的

か
つ

弾
力

的
に

対
応

し
つ

つ
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
組

織
体

制
の

構
築

を
図

る
。

・
自

治
研

修
所

研
修

に
つ

い
て

、
社

会
情

勢
の

把
握

や
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

な
ど

を
通

じ
、

更
な

る
効

率
的

・
効

果
的

な
研

修
の

企
画

・
実

施
を

図
る

。
・

求
め

ら
れ

る
人

材
、

職
員

像
、

育
成

方
法

等
に

つ
い

て
、

現
状

分
析

、
議

論
を

行
い

、
効

果
的

な
取

組
み

を
着

実
か

つ
継

続
的

に
実

施
す

る
。

・
女

性
活

躍
推

進
や

障
害

者
差

別
解

消
な

ど
の

社
会

情
勢

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
他

自
治

体
の

動
向

も
注

視
し

な
が

ら
、

効
果

的
な

取
組

み
を

実
施

す
る

。
・

人
材

育
成

の
重

要
な

ツ
ー

ル
で

あ
る

人
事

評
価

制
度

に
つ

い
て

、
地

方
公

務
員

法
の

改
正

の
趣

旨
に

そ
っ

た
見

直
し

の
ほ

か
、

今
後

の
人

材
育

成
に

向
け

て
人

事
評

価
制

度
を

ど
う

活
用

し
て

い
く

の
か

検
討

し
、

見
直

し
に

反
映

す
る

。

－

総
務
部

－
2
4
－
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

製
造
業
に
対
す
る
競
争
力
強
化
施
策
に
よ
る
従
業

者
の
増
加
数
（
４
年
間
の
累
計
）

人
H
2
7
:
8
6

1
2
5

5
0
0

製
造
業
の
従
業
員
１
人
当
た
り
年
間
付
加
価
値
額

万
円

H
2
9
.
2
頃

公
表

9
2
0

9
5
0

産
学

官
連

携
や

異
業

種
・

異
分

野
連

携
に

よ
る

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
創
出
数
（
累
計
）

件
8

1
0

3
0

産
業

競
争

力
強

化
法

に
基

づ
く

創
業

支
援

に
よ

る
創
業
者
数

人
2
1
5

2
1
0

3
0
0

ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ
産
業
の
技
術
者
数

人
1
,
2
8
4

1
,
3
2
4

1
,
5
5
0

ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ
産
業
の
年
間
売
上
高

億
円

2
2
8

2
4
0

2
8
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
支

援
に

よ
り

確
保

し
た

技
術

者
数

（
４
年
間
の
累
計
）

人
H
2
7
：
2
5

2
0

8
0

企
業

立
地

に
よ

る
新

規
雇

用
者

計
画

数
（

４
年

間
の
累
計
）

人
H
2
7
:
8
2
7

5
4
0

2
,
1
6
0

上
記

の
う

ち
中

山
間

地
域

・
離

島
（

４
年

間
の

累
計
）

人
H
2
7
:
2
5
0

2
2
0

8
8
0

「
島

根
総

合
発

展
計

画
」

の
施

策
評

価
の

全
体

概
要

基 本 目 標

政
策
名

Ⅰ 　 活 力 あ る し ま ね

1
も
の
づ
く
り
・

Ｉ
Ｔ
産
業
の
振

興

Ⅰ
－
１
－
４
　

企
業
立
地
の
推

進
Ｂ

・
昨
年
度
の
企
業
立
地
計
画
の
新
規
認
定
は
県
外
企
業
と
県
内
企
業
あ
わ
せ
て
3
2
件
で
、
平
成
４
年
度
の
制
度
開
始
以
降
の
最
高
と
な
り
、
新
規
雇
用
者
計
画
数
は

8
2
7
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
中
山
間
地
等
の
立
地
は
1
4
件
で
、
新
規
雇
用
計
画
数
は
2
5
0
人
で
あ
っ
た
。

・
引
き
続
き
今
年
度
も
製
造
業
、
ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ
産
業
と
も
に
新
規
立
地
に
向
け
て
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
拡
充
し
た
雇
用
助

成
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
中
山
間
地
域
等
へ
の
企
業
立
地
を
働
き
か
け
て
い
る
。

・
た
だ
し
、
新
規
立
地
に
つ
い
て
は
他
県
と
の
誘
致
競
争
が
激
化
し
て
お
り
、
ま
た
、
製
造
業
が
前
年
度
に
比
し
て
設
備
投
資
の
勢
い
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
や
、

ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ
産
業
を
含
め
人
材
確
保
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｂ

・
県
内
Ｉ
Ｔ
企
業
の
シ
ス
テ
ム
開
発
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
新
規
立
地
及
び
事
業
拡
大
に
よ
る
設
備
投
資
も
堅
調
に
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
技
術
者

数
・
売
上
高
と
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

・
全
国
的
な
技
術
者
不
足
の
状
況
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
人
材
確
保
は
厳
し
さ
を
増
す
と
見
込
ま
れ
る
。

・
自
社
製
品
を
開
発
し
販
売
す
る
な
ど
収
益
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
や
、
異
業
種
と
連
携
し
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
企
業
が
少
な
い
。

Ⅰ
－
１
－
２
　

新
産
業
・
新
事

業
の
創
出

Ｂ

・
先
端
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
５
カ
年
の
計
画
期
間
の
４
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
技
術
移
転
が
見
込
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
６
件
と
な
り
、
具

体
的
な
事
業
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事
業
で
は
、
前
年
度
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
案
件
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
事
業
化
に
結
び
付
け
て
い
く
。

・
島
根
大
学
・
松
江
高
専
・
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
県
内
企
業
と
の
共
同
研
究
・
受
託
研
究
件
数
は
、
過
去
数
年
順
調
に
伸
長
し
て
い
る
。

・
創
業
支
援
事
業
計
画
策
定
団
体
も
、
平
成
2
8
年
６
月
に
新
た
に
３
団
体
認
定
さ
れ
、
1
3
団
体
と
な
り
、
市
町
村
を
単
位
と
し
た
包
括
的
創
業
支
援
体
制
の
整
備
が

着
実
に
進
ん
で
い
る
。

・
先
端
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
よ
り
多
く
の
案
件
を
事
業
化
す
る
た
め
市
場
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
技
術
開
発
・
事
業
化
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
事
業
で
は
、
普
及
啓
発
か
ら
事
業
化
に
至
る
ま
で
産
学
官
金
が
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ⅰ
－
１
－
３

ソ
フ
ト
系
Ｉ
Ｔ

産
業
の
振
興

Ⅰ
－
１
－
１

企
業
の
競
争
力

強
化

Ｂ

・
県
内
も
の
づ
く
り
企
業
の
経
営
、
技
術
、
販
路
な
ど
の
個
別
課
題
へ
の
対
応
、
及
び
新
た
な
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の
研
究
開
発
、
販
路
確
保
、
設
備
投
資
等
に

対
す
る
支
援
の
実
施
と
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
、
付
加
価
値
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

・
他
方
、
世
界
経
済
の
景
気
動
向
や
為
替
相
場
な
ど
の
外
的
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
や
、
有
効
求
人
倍
率
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
力
の
安
定
的
な

確
保
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

・
２
８
年
度
末
の
達
成
度
予
測

「
Ａ
」
達
成
で
き
る

「
Ｂ
」
概
ね
達
成
で
き
る
（
見
直
す
点
が
あ
る
）
「
Ｃ
」
達
成
は
困
難

・
成
果
参
考
指
標

目
標
値
の
う
ち
２
段
書
き
に
な
っ
て
い
る
数
字
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

上
段
：
再
設
定
し
た
取
組
目
標
値

下
段
の
括
弧
内
数
字
：
総
合
発
展
計
画
第
３
次
実
施
計
画
の
目
標
値

資
料
４
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

主
食
用
米
の
契
約
的
取
引
率

％
5
6

6
0

6
5

主
要
園
芸
品
目
の
契
約
的
取
引
率

％
2
3
.
3

2
4

3
0

有
機
農
業
・
特
別
栽
培
農
産
物
の
栽
培
面
積

h
a

1
,
9
5
4

2
,
7
6
0

3
,
7
8
0

和
牛
子
牛
年
間
生
産
頭
数

頭
6
,
6
8
6

6
,
7
5
6

7
,
0
0
0

県
産
原
木
自
給
率
（
暦
年
）

％
3
8

3
9
.
5

4
4

原
木
年
間
生
産
量
（
暦
年
）

万
㎥

4
7
.
5

5
2
.
0

6
4
.
0

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
関
連
す
る
雇
用
者
数

人
8
5

1
0
0

1
0
0

漁
業
年
間
生
産
額
（
暦
年
）

億
円

2
1
7
.
0

2
2
2
.
6

2
3
4
.
0

多
様

な
事

業
者

が
連

携
し

た
６

次
産

業
化

に
取

り
組
む
事
業
体
数
（
４
年
間
の
累
計
）

事
業
体

H
2
7
:
1
6

3
5

1
3
9

多
様

な
事

業
者

が
連

携
し

た
６

次
産

業
化

の
取

組
み
に
よ
る
新
規
雇
用
者
数
（
４
年
間
の
累
計
）

人
H
2
7
:
1
3

2
1

8
4

し
ま

ね
県

産
品

販
売

パ
ー

ト
ナ

ー
店

に
お

け
る

県
産
品
年
間
販
売
額

百
万
円

1
,
1
5
8

1
,
3
3
3

1
,
5
3
0

に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
の
年
間
販
売
額

百
万
円

4
3
7

4
3
0

(
3
8
5
)

4
3
0

(
3
8
5
)

県
内
企
業
の
貿
易
実
績
企
業
数

事
業
所

1
8
3

1
8
5

2
0
0

学
校
給
食
に
お
け
る
県
産
品
の
使
用
割
合

％
5
8
.
6

5
9
.
7

6
3

県
外
へ
の
年
間
木
材
製
品
出
荷
量
(
暦
年
)

万
㎥

1
.
2

1
.
3

1
.
5

農
林
水
産
業
新
規
就
業
者
数
（
４
年
間
の
累
計
）

人
H
2
7
:
3
2
1

2
8
0

1
,
1
2
0

農
業
法
人
数
（
累
計
）

法
人

H
2
7
:
3
8
5

4
2
5

5
0
0

林
業
就
業
者
数
（
暦
年
）

人
9
2
6

9
1
3

1
,
0
0
0

年
間

漁
業

生
産

額
3
0
0
万

円
以

上
の

自
営

漁
業

者
数

（
暦
年
）

人
2
7
5

2
3
8

2
5
0

Ⅰ 　 活 力 あ る し ま ね

2
自
然
が
育
む
資

源
を
活
か
し
た

産
業
の
振
興

Ⅰ
－
２
－
３
　

農
林
水
産
業
の

担
い
手
の
育

成
・
確
保

Ａ

・
新
規
就
業
者
数
は
、
農
・
林
・
水
産
業
と
も
に
近
年
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
農
業
は
、
平
成
2
7
年
度
に
1
6
9
人
と
過
去
２
番
目
の
確
保
数
と
な
っ
た
。

　
林
業
も
、
県
内
林
業
事
業
体
で
積
極
的
な
求
人
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
の
き
め
細
か
い
対
応
も
あ
り
、
平
成
2
7
年
度
は
1
2
5
人

の
新
規
就
業
者
が
あ
っ
た
。

　
水
産
業
は
、
平
成
2
7
年
度
は
2
7
人
と
前
年
よ
り
若
干
減
少
し
た
が
、
近
年
は
比
較
的
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
今
年
度
も
高
校
と
の
連
携
、
就
業
相
談
活
動
、
技
術
研
修
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

・
農
業
法
人
に
つ
い
て
は
、
計
画
づ
く
り
の
支
援
や
研
修
会
の
開
催
等
設
立
支
援
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
2
7
年
度
は
目
標
値
の
農
業
法
人
を
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
平
成
2
8
年
度
も
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

・
年
間
漁
業
生
産
額
3
0
0
万
円
以
上
の
自
営
漁
業
者
数
は
、
年
間
を
通
じ
て
比
較
的
魚
価
の
高
い
魚
種
の
生
産
量
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
2
7
年
度
は

一
時
的
に
実
績
値
が
上
昇
し
た
。

Ⅰ
－
２
－
２
　

県
産
品
の
販
路

開
拓
・
拡
大
の

支
援

Ｂ

・
島
根
フ
ェ
ア
開
催
支
援
及
び
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
商
品
提
案
に
よ
り
、
県
産
品
の
県
外
へ
の
取
引
が
拡
大
し
て
い
る
。

・
生
産
者
・
製
造
業
者
向
け
基
礎
講
座
や
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
の
活
用
を
通
じ
て
、
商
品
力
強
化
に
取
り
組
む
事
業
者
は
増
え
て
い
る
。

・
に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
は
、
首
都
圏
消
費
者
に
対
す
る
島
根
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

・
し
ま
ね
食
品
輸
出
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
現
地
輸
入
卸
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
見
本
市
・
展
示
会
出
展
、
小
売
店
で
の
フ
ェ
ア
開
催
な
ど
に
よ
り
、
県
産
品
の
競
争
力

を
高
め
、
輸
出
拡
大
に
繋
げ
る
体
制
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

・
学
校
給
食
に
お
け
る
県
産
品
の
使
用
割
合
が
着
実
に
増
え
て
い
る
。

・
平
成
2
4
年
度
に
県
も
参
画
し
て
設
立
し
た
木
材
製
品
県
外
出
荷
し
ま
ね
事
業
体
連
合
は
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
、
広
島
で
の
展
示
・
商
談
会
に
出
展
す
る
こ
と

で
認
知
度
を
向
上
さ
せ
、
県
外
へ
の
木
材
製
品
の
出
荷
を
伸
ば
し
た
。

・
販
路
拡
大
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
の
生
産
事
業
者
や
製
造
事
業
者
が
多
く
、
個
々
の
事
業
者
単
独
で
の
販
路
拡
大
に
は
、
人
的
・
資
金
的
な
面
で
制
約

が
あ
る
た
め
、
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅰ
－
２
－
１
　

売
れ
る
農
林
水

産
品
・
加
工
品

づ
く
り

Ｂ

【
農
畜
産
業
の
振
興
】

・
米
に
つ
い
て
は
、
市
場
ニ
ー
ズ
が
高
い
「
つ
や
姫
」
へ
の
転
換
、
1
.
9
㎜
選
別
網
目
の
導
入
等
に
よ
り
食
味
・
品
質
の
向
上
を
推
進
し
て
お
り
、
主
食
用
米
の
契
約

的
取
引
率
は
伸
び
て
い
る
が
、
平
成
3
0
年
か
ら
の
生
産
調
整
廃
止
に
向
け
て
今
後
激
し
さ
が
増
す
産
地
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
、
業
務
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

み
等
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

・
園
芸
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
・
団
地
事
業
に
よ
り
新
規
生
産
希
望
者
を
支
援
し
て
お
り
、
主
要
園
芸
品
目
の
契
約
的
取
引
率
は
伸
び
て
い
る
。
一
方
、
高

齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
農
家
数
・
栽
培
面
積
が
減
少
し
て
お
り
、
意
欲
的
な
新
規
就
農
者
が
安
定
し
継
続
で
き
る
経
営
体
へ
発
展
し
て
い
く
た
め
の
支
援
が
急
務
で

あ
る
。

・
有
機
農
業
・
特
別
栽
培
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
組
織
化
や
技
術
の
普
及
等
の
課
題
解
決
に
よ
り
さ
ら
な
る
拡
大
が
期
待
で
き
る
。
特
別
栽
培
農
産
物
の
う
ち
「
つ

や
姫
」
に
つ
い
て
も
順
調
に
面
積
拡
大
し
て
い
る
。

・
畜
産
で
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
種
雄
牛
の
造
成
、
肉
用
牛
の
低
コ
ス
ト
生
産
対
策
等
に
よ
り
生
産
頭
数
は
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
。
更
に
、
集
落
営
農
組
織
が
放

牧
経
営
に
取
り
組
む
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

【
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
】

・
県
産
原
木
の
自
給
率
は
向
上
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
開
始
に
伴
い
林
地
残
材
の
利
用
が
進
み
、
ま
た
、
雇
用
者
も
順
調
に
増
え
て
い
る
。

・
原
木
生
産
は
着
実
に
増
加
し
、
大
口
需
要
先
へ
の
計
画
的
・
安
定
的
な
原
木
供
給
に
向
け
た
取
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

・
一
方
、
県
産
原
木
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
ま
だ
大
き
い
た
め
、
更
な
る
原
木
増
産
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
整
備
、
生
産
コ
ス
ト
等
の
縮
減
に
よ
る
伐
採
収
益
の
確
保

や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
水
産
業
の
振
興
】

・
浜
田
地
域
の
沖
合
底
び
き
網
漁
業
の
構
造
改
革
等
を
進
め
て
い
る
。
宍
道
湖
の
シ
ジ
ミ
は
、
資
源
管
理
強
化
の
取
組
み
な
ど
に
よ
り
漁
獲
量
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。

・
一
方
、
依
然
と
し
て
水
産
物
の
消
費
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
操
業
経
費
の
増
嵩
、
魚
価
の
低
迷
等
に
対
応
し
た
構
造
改
革
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
着
実
な

推
進
に
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

【
６
次
産
業
の
推
進
】

・
６
次
産
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
と
の
連
携
強
化
が
進
み
、
個
々
の
企
業
・
農
家
に
お
い
て
具
体
的
な
取
組
み
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
方
向
性

等
の
共
有
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

・
ま
た
、
個
別
事
業
者
の
連
携
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
広
が
り
の
あ
る
６
次
産
業
の
取
組
み
を
拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

【
共
通
】

・
美
味
し
ま
ね
認
証
の
普
及
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
認
証
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

・
美
味
し
ま
ね
認
証
の
一
層
の
拡
大
と
認
知
度
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

観
光
入
込
客
年
間
延
べ
数
（
暦
年
）

千
人

3
3
,
1
5
8

3
3
,
5
3
0

3
4
,
0
0
0

宿
泊
客
年
間
延
べ
数
（
暦
年
）

千
人

3
,
6
8
7

3
,
7
1
0

3
,
7
5
0

年
間
観
光
消
費
額
（
暦
年
）

億
円

1
,
3
6
7

1
,
4
0
0
.
6

1
,
4
5
0

観
光
満
足
度
（
暦
年
）

％
5
7
.
9

6
0
.
1

7
0
.
0

都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

位
以
内

4
0

3
5

2
0

島
根
県
へ
の
来
訪
意
向
割
合

％
1
1
.
5

1
2
.
0

1
5

主
要
観
光
施
設
の
外
国
人
利
用
者
数
（
暦
年
）

万
人

1
1
.
5

1
0
.
9

1
6

外
国
人
宿
泊
客
延
べ
数
（
暦
年
）

万
人

5
.
2

5
.
0

8

消
費
税
免
税
店
舗
数

店
舗

4
4

5
8

1
0
0

経
営
革
新
計
画
の
年
間
承
認
件
数

件
3
9

5
0

5
0

商
工

団
体

に
よ

る
県

内
中

小
企

業
の

年
間

巡
回

相
談
対
応
件
数

件
4
0
,
8
8
1

3
8
,
5
0
0

3
8
,
5
0
0

島
根

県
物

産
協

会
で

の
伝

統
工

芸
品

の
年

間
販

売
額

万
円

6
,
8
9
1

6
,
5
0
0

(
6
,
0
0
0
)

6
,
5
0
0

(
6
,
0
0
0
)

建
設

産
業

の
異

分
野

進
出

に
よ

る
雇

用
創

出
数

（
４
年
間
の
累
計
）

人
H
2
7
:
5

2
0

8
0

Ⅰ
－
４
－
２

円
滑
な
事
業
承

継
の
推
進

Ｂ

・
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
承
継
計
画
の
策
定
支
援
に
つ
い
て
は
、
支
援
機
関
と
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
施
策
が
浸
透
し
、
相
談
者
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
一
方
、
推
進
員
は
経
験
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
相
談
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
今
年
度
６
月
末
時
点
の
相
談
数
3
0
社
、

計
画
策
定
済
み
８
社
で
あ
る
。

事
業

承
継

計
画

を
策

定
し

、
後

継
者

を
確

保
し

た
企
業
数
(
累
計
)

社
―

5
0

2
0
0

高
校
卒
業
生
の
県
内
就
職
率

％
7
5
.
1

8
0
.
3

8
4
.
0

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

し
ま

ね
で

の
大

学
生

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
件
数

人
4
2
5

4
5
0

4
5
0

県
内
企
業
の
採
用
計
画
人
数
の
充
足
率

％
8
1
.
1

1
0
0
.
0

1
0
0
.
0

県
内

企
業

に
対

す
る

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
人

材
確
保
支
援
の
実
施
件
数
（
４
年
間
の
累
計
）

件
0

3
0

1
2
0

Ⅰ 　 活 力 あ る し ま ね

3
観
光
の
振
興

4
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振

興

5
雇
用
・
定
住
の

促
進

Ⅰ
－
５
－
１

雇
用
・
就
業
の

促
進
と
人
材
の

確
保

Ｂ

・
高
校
生
の
県
内
就
職
の
促
進
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
、
高
校
生
本
人
、
教
員
・
保
護
者
等
に
対
す
る
企
業
見
学
会
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
県
内
企
業
を
｢
知

る
」
た
め
の
取
組
み
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

・
ま
た
、
県
内
企
業
も
新
卒
者
等
に
対
し
自
社
の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
県
内
企
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
確
保
に
向
け
て
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
に
よ
る
企
業
訪
問
や
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
り
、
平
成
2
8
年

度
は
拠
点
の
働
き
か
け
に
よ
る
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
へ
の
取
次
ぎ
件
数
が
７
月
末
現
在
1
3
件
、
う
ち
１
件
が
成
約
と
、
成
果
が
挙
が
り
つ
つ
あ
る
。

・
一
方
、
景
気
回
復
に
伴
い
、
都
市
部
の
大
企
業
等
の
採
用
が
拡
大
基
調
と
な
っ
た
た
め
に
、
県
内
企
業
に
お
い
て
は
人
材
確
保
が
進
み
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

Ⅰ
－
４
－
１

経
営
革
新
及
び

経
営
基
盤
の
強

化
へ
の
支
援

Ｂ

・
経
営
革
新
計
画
の
年
間
承
認
件
数
は
伸
び
て
い
る
。

・
商
工
団
体
の
巡
回
相
談
体
制
を
強
化
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
2
7
年
度
に
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

・
地
域
商
業
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
売
店
等
持
続
化
支
援
事
業
の
補
助
対
象
と
し
て
事
業
承
継
計
画
を
有
す
る
中
小
企
業
者
又
は
個
人
を
追
加
、
ま
た
、
移
動
販

売
支
援
事
業
等
で
対
象
範
囲
を
中
山
間
地
域
か
ら
全
県
へ
拡
大
す
る
等
、
要
件
の
拡
充
を
進
め
て
い
る
な
か
で
、
地
域
商
業
機
能
の
維
持
に
取
り
組
む
市
町
村
が
増

え
て
き
て
い
る
。

・
建
設
業
の
異
分
野
進
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
8
年
度
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
過
去
1
0
年
間
で
延
べ
7
8
事
業
者
に
て
4
5
2
名
の
新
規
雇
用
が
あ
り
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
は
中
山
間
地
域
等
の
雇
用
創
出
に
特
化
し
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
５
名
の
新
規
雇
用
が
あ
っ
た
。

・
経
営
改
革
及
び
経
営
基
盤
の
強
化
に
向
け
て
は
、
新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金
力
、
人
材
の
育
成
な
ど
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

Ⅰ
－
３
－
３

外
国
人
観
光
客

誘
客
の
強
化

Ｂ

・
主
要
観
光
施
設
の
外
国
人
利
用
者
数
は
平
成
2
6
年
7
.
5
万
人
か
ら
平
成
2
7
年
1
1
.
5
万
人
と
約
1
.
5
倍
に
、
外
国
人
宿
泊
延
べ
数
は
平
成
2
6
年
3
.
0
万
人
か
ら
5
.
2
万
人

と
1
.
7
倍
に
増
え
た
。

・
や
ま
な
み
街
道
や
し
ま
な
み
海
道
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
人
の
流
れ
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
及
び
中
国
五
県
と
連
携
し

た
着
地
旅
行
商
品
の
整
備
や
、
広
島
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

・
平
成
2
8
年
度
に
山
陰
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
が
設
立
さ
れ
、
「
縁
の
道
～
山
陰
～
」
が
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
認
定
さ
れ
た
。

・
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
同
機
構
の
さ
ら
な
る
推
進
体
制
の
強
化
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅰ
－
３
－
２

情
報
発
信
等
誘

客
宣
伝
活
動
の

強
化

Ｂ

・
タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
や
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
素
材
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
に
よ
り
、
首
都
圏
に
お
け
る
「
ご
縁
の

国
し
ま
ね
」
の
認
知
度
や
来
訪
意
向
が
上
昇
し
て
い
る
。

・
松
江
城
天
守
の
国
宝
指
定
、
「
津
和
野
今
昔
」
・
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
」
の
日
本
遺
産
認
定
な
ど
島
根
の
「
本
物
」
の
魅
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

・
都
道
府
県
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
平
成
2
6
年
度
に
出
雲
大
社
平
成
の
大
遷
宮
が
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
情
報
接
触
度
が
大
幅
に
高
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
過
去
最
高
だ
っ
た
が
、
平
成
2
7
年
度
は
前
年
度
か
ら
の
反
動
や
北
陸
新
幹
線
開
通
も
あ
り
、
低
下
し
た
。

Ⅰ
－
３
－
１
　

地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
地

づ
く
り
の
推
進

Ｂ

・
観
光
入
込
客
年
間
延
べ
数
は
平
成
2
6
年
3
3
,
2
0
7
千
人
か
ら
平
成
2
7
年
3
3
,
1
5
8
千
人
に
、
宿
泊
客
年
間
延
べ
数
は
平
成
2
6
年
3
.
6
8
8
千
人
か
ら
3
,
6
8
7
千
人
と
ほ
ぼ
横

ば
い
（
微
減
）
だ
が
、
年
間
観
光
消
費
額
は
0
.
5
億
円
増
え
て
1
,
3
6
7
億
円
（
微
増
）
と
な
っ
た
。

・
平
成
2
7
年
度
に
は
「
松
江
城
」
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
「
津
和
野
町
今
昔
～
百
景
図
を
歩
く
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
2
8
年
度
に
は
「
出

雲
國
た
た
ら
風
土
記
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
誘
客
へ
の
効
果
が
出
て
い
る
。

・
石
見
地
域
と
隠
岐
地
域
は
、
松
江
・
出
雲
圏
域
に
比
較
し
て
入
込
客
が
少
な
い
。

・
国
内
の
旅
行
市
場
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
地
域
間
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

新
規
高
校
卒
業
就
職
者
の
就
職
３
年
後
の
定
着
率

％
6
0
.
9

6
2
.
5

7
0
.
0

新
規
大
学
卒
業
就
職
者
の
就
職
３
年
後
の
定
着
率

％
6
0
.
3

6
2
.
5

7
0
.
0

県
が
実
施
す
る
人
材
育
成
研
修
の
受
講
企
業
数

社
6
9
3

7
4
0

8
0
0

県
の

支
援

に
よ

り
人

材
育

成
計

画
の

策
定

・
実

行
に
取
り
組
む
企
業
数
（
累
計
）

社
H
2
7
:
1
7

3
0

7
5

技
能

検
定

（
技

能
の

習
得

レ
ベ

ル
を

評
価

す
る

国
家
検
定
制
度
）
合
格
者
数

人
以
上

6
8
6

7
5
0

7
5
0

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
受
入
数

人
増

1
4
0

2
0
0

5
0
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
希

望
者

の
産

業
体

験
終

了
後

の
年

間
定
着
者
数

人
以
上

4
7

5
3

5
3

島
根
ふ
る
さ
と
情
報
登
録
事
業
の
登
録
者
数

人
1
,
2
6
5

1
,
6
5
0

3
,
0
0
0

Ｕ
Ｉ

タ
ー

ン
希

望
者

の
た

め
の

無
料

職
業

紹
介

に
よ
る
年
間
就
職
決
定
者
数

人
2
5
5

2
6
0

(
1
9
2
)

2
7
0

(
2
1
0
)

し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
施
設
数

施
設

2
4
2

3
1
1

3
5
0

山
陰
道
の
供
用
率

％
5
6

5
9

6
7

出
雲
縁
結
び
空
港
の
年
間
乗
降
客
数

万
人

8
2
.
9

8
2
.
5

9
0
.
0

萩
・
石
見
空
港
の
年
間
乗
降
客
数

万
人

1
2
.
6

1
3
.
5

1
4
.
5

隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
空
港
の
年
間
乗
降
客
数

万
人

5
.
3

5
.
3

5
.
4

物
流
拠
点
港
の
岸
壁
の
整
備
率

％
9
0
.
9

9
3
.
6

9
6

物
流
拠
点
港
の
防
波
堤
の
整
備
率

％
6
7
.
7

7
5
.
6

9
5

5

Ⅰ 　 活 力 あ る し ま ね

6
産
業
基
盤
の
維

持
・
整
備

雇
用
・
定
住
の

促
進

Ⅰ
－
６
－
３

空
港
・
港
湾
の

維
持
・
整
備

Ｂ

・
県
内
３
空
港
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
り
、
航
空
機
の
安
全
な
運
行
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

・
各
港
湾
の
岸
壁
及
び
防
波
堤
の
整
備
は
、
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
。

・
一
方
で
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
・
設
備
等
の
計
画
的
な
維
持
修
繕
、
更
新
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
県
管
理
1
8
港
湾
す
べ
て
に
お
い
て
、
港
湾
施
設
の
維
持

管
理
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ⅰ
－
６
－
２

航
空
路
線
の
維

持
・
充
実

Ｂ

・
観
光
客
誘
致
や
各
利
用
促
進
協
議
会
の
取
組
み
の
成
果
、
便
数
、
路
線
増
に
よ
り
３
空
港
の
年
間
乗
降
客
数
は
、
こ
の
５
年
間
概
ね
増
加
傾
向
に
あ
る
。

・
平
成
2
8
年
度
も
、
出
雲
東
京
線
の
機
材
大
型
化
、
出
雲
名
古
屋
線
の
２
便
化
及
び
石
見
東
京
線
の
２
便
化
継
続
な
ど
に
よ
り
、
３
空
港
の
乗
降
客
数
は
、
堅
調
に

推
移
す
る
と
考
え
て
い
る
。

・
な
お
、
萩
・
石
見
空
港
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
団
体
旅
行
者
が
減
少
し
、
や
や
低
調
で
あ
っ
た
が
、
旅
行
会
社
へ
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ
り
、
７
月
か
ら
は
上

向
き
と
な
っ
て
い
る
。

・
今
後
は
、
各
利
用
促
進
協
議
会
で
、
閑
散
期
と
な
る
冬
季
の
対
策
に
力
を
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Ⅰ
－
６
－
１

高
速
道
路
網
の

整
備

Ａ
・
県
は
用
地
取
得
や
文
化
財
調
査
、
そ
の
他
の
事
業
調
整
に
お
い
て
国
を
支
援
し
て
い
る
。

・
平
成
2
8
年
度
に
は
、
浜
田
三
隅
道
路
が
全
線
開
通
す
る
予
定
で
あ
り
、
山
陰
道
の
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

Ⅰ
－
５
－
３

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

促
進

Ｂ

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
平
成
2
8
年
度
も
前
年
同
期
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。

・
産
業
体
験
事
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
定
着
率
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

・
島
根
ふ
る
さ
と
情
報
登
録
事
業
の
登
録
者
に
つ
い
て
は
、
目
標
ど
お
り
数
字
が
伸
び
て
き
て
い
る
。

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
無
料
職
業
紹
介
就
職
決
定
者
数
に
つ
い
て
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か
ら
多
数
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
供
給
戸
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

・
し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
施
設
数
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
の
改
正
や
、
体
験
施
設
を
運
営
す
る
実
践
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
減
少
し
て
お
り
、
目
標
達
成

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅰ
－
５
－
２

人
材
の
育
成
・

定
着

Ｂ

・
県
が
実
施
す
る
人
材
育
成
研
修
の
受
講
者
は
、
平
成
2
6
年
度
1
,
2
5
9
人
か
ら
平
成
2
7
年
度
1
,
5
1
1
人
と
増
加
し
た
。

・
雇
用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
利
用
企
業
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
が
相
談
内
容
別
延
件
数
が
伸
び
て
お
り
企
業
等
の
雇
用
環
境
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

・
今
年
度
か
ら
始
め
て
い
る
出
産
し
た
従
業
員
の
育
児
休
業
の
取
得
と
復
帰
に
取
り
組
む
企
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
利
用
が
伸
び
て
お
り
後
半
に

向
け
て
利
用
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

・
平
成
2
4
年
３
月
の
新
規
高
校
卒
業
生
の
就
職
後
３
年
以
内
の
定
着
率
は
全
国
平
均
の
6
0
.
0
％
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
新
規
大
学
卒
業
生
の
就
職
後
３
年
以
内
の
定

着
率
は
全
国
平
均
6
7
.
7
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

Ⅱ
－
１
－
１
　

危
機
管
理
体
制

の
充
実
・
強
化

Ａ

・
今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
北
朝
鮮
に
よ
る
危
機
管
理
事
案
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
連
絡
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
に
対
応
す
る
体
制
は
整
え
ら
れ
て
い
る
。

・
県
医
師
会
、
郡
市
医
師
会
、
医
療
機
関
と
の
定
期
的
な
情
報
交
換
会
の
開
催
等
を
通
じ
、
適
切
な
医
療
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

危
機

管
理

事
案

発
生

時
に

迅
速

・
的

確
な

対
応

が
取
れ
る
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

広
域

的
大

規
模

災
害

や
津

波
災

害
等

に
対

応
で

き
る
よ
う
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
率

％
8
8

9
0

9
3

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

の
基

礎
調

査
結

果
の

公
表
市
町
村
数

市
町
村

8
9

1
9

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ポ
ス

ト
を

増
設

、
拡

充
し

た
体

制
で

、
平

常
時

及
び

緊
急

時
に

お
け

る
環

境
放

射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
運
用
を
図
る
。

地
域

防
災

計
画

（
原

子
力

災
害

対
策

編
）

及
び

広
域
避
難
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

原
子

力
防

災
訓

練
に

参
加

し
た

防
災

業
務

関
係

者
の
訓
練
目
的
･
目
標
の
達
成
割
合

％
以
上

9
3
.
4

9
5

9
5

Ⅱ
－
１
－
４
　

治
安
対
策
の
推

進
Ｂ

・
本
年
６
月
末
現
在
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、
前
年
比
1
7
5
件
減
少
し
て
お
り
、
県
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
本
一
治
安
の
良
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

・
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
特
殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
自
転
車
盗
等
の
被
害
時
に
お
け
る
無
施
錠
で
あ
っ
た
割
合
が
全
国
で
も
ワ
ー
ス
ト
上
位

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引
き
続
き
、
治
安
対
策
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

犯
罪
率
（
暦
年
）

件
以
下
/

千
人

4
.
8

4
.
6

3
.
9

交
通
事
故
年
間
死
者
数
（
暦
年
）

人
以
下

2
7

2
0

1
8

交
通
事
故
年
間
死
傷
者
数
（
暦
年
）

人
以
下

1
,
6
4
0

1
,
5
0
0

1
,
3
5
0

交
通
事
故
年
間
高
齢
者
死
者
数
（
暦
年
）

人
以
下

1
3

1
0

9

歩
道
の
整
備
率

％
8
4

8
6

9
3

ク
ー

リ
ン

グ
・

オ
フ

制
度

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

％
7
6

8
5

8
5

消
費
生
活
相
談
窓
口
を
知
っ
て
い
る
人
の
割
合

％
―

8
5

1
0
0

消
費
者
被
害
に
遭
っ
た
人
の
割
合

％
以
下

―
8

8

Ⅱ 　 安 心 し て 暮 ら せ る し ま ね

1
安
全
対
策
の
推

進

Ⅱ
－
１
－
６
　

消
費
者
対
策
の

推
進

Ｂ

・
第
４
期
島
根
県
消
費
者
基
本
計
画
（
消
費
者
教
育
推
進
計
画
）
を
踏
ま
え
、
消
費
者
教
育
関
係
者
間
の
連
携
強
化
な
ど
、
自
立
し
た
消
費
者
育
成
の
た
め
の
教
育

体
制
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

・
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
お
よ
び
出
前
講
座
等
に
よ
り
、
様
々
な
広
報
を
実
施
し
て
お
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
や
消
費
生
活
相
談
窓
口
の
認
知
度
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

・
平
成
2
8
年
度
か
ら
景
品
表
示
法
に
課
徴
金
制
度
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
適
正
な
運
用
に
よ
り
不
当
表
示
の
抑
止
効
果
が
高
ま
り
、
消
費
者
被
害
を
受
け
た
人
の
割
合

も
低
下
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

・
全
市
町
村
に
お
い
て
消
費
者
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
全
市
に
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｏ
－
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
体
制
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
小
規
模
自
治
体
で
は
人
材
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
消
費
生
活
専
門
資
格
を
保
有
す
る
相
談
員
の
配
置
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
。

－

Ⅱ
－
１
－
５
　

交
通
安
全
対
策

の
推
進

Ｃ

・
交
通
事
故
年
間
死
者
数
は
、
平
成
2
8
年
７
月
末
現
在
で
既
に
死
者
数
が
1
7
人
（
内
高
齢
者
死
者
数
が
1
1
人
）
に
達
し
て
い
る
。

・
交
通
事
故
年
間
死
傷
者
数
に
つ
い
て
は
、
直
近
1
0
年
間
で
連
続
し
て
減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
各
種
対
策
の
推
進
に
よ
り
1
,
5
0
0
人
以
下
を
達
成
可
能
と
見
込
ま
れ

る
。

・
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
予
算
配
分
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
捗
す
る
。

Ⅱ
－
１
－
３
　

原
子
力
安
全
・

防
災
対
策
の
充

実
・
強
化

Ｂ

･
２
県
６
市
の
枠
組
み
で
の
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施
、
地
域
防
災
計
画
や
広
域
避
難
計
画
の
見
直
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い

る
。

・
原
子
力
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て
、
原
子
力
災
害
医
療
活
動
訓
練
及
び
避
難
行
動
要
支
援
者
等
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
及

び
備
蓄
の
拡
大
に
着
手
し
て
い
る
。

・
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
避
難
退
域
時
検
査
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
体
制
の
整
備
、
輸
送
手
段
の
確
保
や
要
支
援
者
避
難
の
仕
組
み
作
り
な
ど
、
放
射
線
監
視
体

制
や
避
難
対
策
を
含
む
原
子
力
防
災
体
制
の
充
実
に
継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

－－

Ⅱ
－
１
－
２
　

消
防
防
災
対
策

の
推
進

Ｂ

・
防
災
安
全
講
演
会
及
び
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
を
開
催
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

・
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
士
養
成
講
習
会
を
開
催
し
、
登
録
者
の
技
能
維
持
及
び
新
規
判
定
士
の
養
成
を
図
っ
て
い
る
。
 

・
県
社
協
（
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
）
、
各
市
町
村
及
び
県
と
の
間
で
３
者
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
整
備
を
図
っ
て

い
る
。

・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
指
定
医
療
機
関
を
新
た
に
１
病
院
指
定
し
、
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

・
公
共
建
築
物
の
耐
震
改
修
は
進
ん
で
い
る
が
、
民
間
住
宅
の
耐
震
化
は
進
ん
で
い
な
い
。

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
つ
い
て
は
、
調
査
及
び
公
表
は
計
画
的
に
進
ん
で
い
る
が
、
指
定
は
旧
江
津
市
の
9
1
2
箇
所
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

－
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

洪
水
か
ら
保
全
さ
れ
る
人
口

人
2
9
9
,
7
0
0

3
0
3
,
1
0
0

3
1
3
,
5
0
0

土
砂
災
害
か
ら
保
全
さ
れ
る
人
口

人
1
5
8
,
6
7
9

1
5
9
,
5
7
0

1
6
3
,
2
6
3

緊
急
輸
送
道
路
上
の
防
災
危
険
箇
所
整
備
率

％
5
2

5
6

6
8

緊
急
輸
送
道
路
上
の
橋
梁
耐
震
対
策
実
施
率

％
5
9

6
2

7
3

食
中
毒
年
間
発
生
件
数

件
以
下

1
0

6
6

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
年
間
指
示
公
表
件
数

件
1

0
0

平
均
寿
命
（
男
性
）

歳
8
0
.
4
1

8
0
.
1
9

(
7
9
.
9
5
)

8
0
.
5
3

(
7
9
.
9
5
)

平
均
寿
命
（
女
性
）

歳
8
7
.
3
0

8
7
.
7
0
 
 
 

(
8
7
.
1
8
)

8
8
.
0
8
 
 
 
 

 
 

(
8
7
.
1
8
)

7
5
歳
未
満
が
ん
年
齢
調
整
死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対
）
（
男
性
）

以
下

1
0
4
.
7

9
4
.
7

9
2
.
1

7
5
歳
未
満
が
ん
年
齢
調
整
死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対
）
（
女
性
）

以
下

5
4
.
9

4
7
.
3

4
6
.
1

脳
卒
中
年
齢
調
整
死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対
）
（
男
性
）

以
下

3
8
.
8

4
0
.
4

3
8
.
4

脳
卒
中
年
齢
調
整
死
亡
率

（
人
口
1
0
万
対
）
（
女
性
）

以
下

2
1
.
4

2
1
.
3

2
1
.
1

民
生
児
童
委
員
の
年
間
訪
問
回
数

件
3
2
0
,
9
4
3

3
0
6
,
0
0
0

3
2
5
,
0
0
0

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
職

業
紹

介
に

よ
り

就
職

し
た
福
祉
事
業
従
事
者
数

人
3
5
1

3
5
0

(
2
8
5
)

3
5
0

(
3
3
0
)

介
護
を
要
し
な
い
高
齢
者
の
割
合
（
年
間
）

％
8
4
.
4

8
5
.
0

8
5
.
0

介
護
職
員
数

人
1
4
,
7
3
5

1
4
,
9
1
0

1
5
,
6
0
0

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数
（
累
計
）

人
5
7
,
0
8
3

5
5
,
0
0
0

7
0
,
0
0
0

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
数

人
以
下

4
,
9
1
7

4
,
7
0
0

(
5
,
4
4
0
)

4
,
1
0
0

(
5
,
2
0
0
)
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1 2

安
全
対
策
の
推

進 健
康
づ
く
り
と

福
祉
の
充
実

Ⅱ
－
２
－
３
　

高
齢
者
福
祉
の

推
進

Ｂ

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
数
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
数
は
順
調
に
減
少
し
て
い
る
。

・
介
護
職
員
数
は
関
係
団
体
等
と
の
連
携
し
た
人
材
確
保
の
取
組
み
な
ど
に
よ
り
、
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

・
第
６
期
計
画
（
平
成
2
7
～
2
9
年
度
）
に
基
づ
き
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、
市
町
村
等
と
と
も
に
医
療
と
介
護
の
連
携
の
強
化
、
介
護
予
防

や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
介
護
を
要
し
な
い
高
齢
者
の
割
合
は
、
前
年
度
と
大
き
な
変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
要
介
護
認
定
率
が
高
く
な
る
８
５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て

い
る
な
か
、
早
い
段
階
か
ら
長
期
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅱ
－
２
－
２
　

地
域
福
祉
の
推

進
Ｂ

・
民
生
委
員
の
活
動
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
個
々
に
関
わ
る
時
間
が
多
く
な
り
訪
問
回
数
が
増
加
し
て
い
る
。

・
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
業
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
福
祉
事
業
従
事
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
3
1
年
度
の
目
標
を
達
成
し
た
。

・
主
に
離
島
・
中
山
間
地
域
で
は
福
祉
・
介
護
職
員
の
人
材
確
保
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
人
材
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
－
２
－
１
　

健
康
づ
く
り
の

推
進

Ｂ

・
平
均
寿
命
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も
平
成
3
1
年
度
の
目
標
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
4
0
～
6
4
歳
の
死
亡
、
特
に
心
疾
患
と
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
数
の
減
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

・
7
5
歳
未
満
が
ん
年
齢
調
整
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

・
健
康
寿
命
を
延
伸
し
健
康
で
高
齢
期
を
む
か
え
る
た
め
、
働
き
盛
り
世
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、
さ
ら
な
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅱ
－
１
－
８
　

食
の
安
全
の
確

保
Ｂ

・
食
中
毒
発
生
件
数
は
平
成
2
6
年
の
1
1
件
か
ら
平
成
2
7
年
は
1
0
件
、
う
ち
広
範
な
被
害
に
繋
が
り
や
す
い
食
品
営
業
施
設
な
ど
で
の
発
生
は
７
件
か
ら
６
件
に
、
指

導
強
化
に
よ
り
減
少
し
た
。

・
毎
年
、
家
庭
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
発
生
が
全
体
の
1
0
％
程
度
を
占
め
る
が
、
実
数
は
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
根
本
的
な
予
防
対
策
の
な
い
寄
生

虫
性
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
る
。

Ⅱ
－
１
－
７
　

災
害
に
強
い
県

土
づ
く
り

Ｂ

・
第
二
浜
田
ダ
ム
本
体
工
事
が
完
了
し
、
河
川
改
修
も
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

・
土
砂
災
害
防
止
対
策
は
、
関
係
部
局
間
で
調
整
し
な
が
ら
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
て
い
る
。

・
道
路
防
災
対
策
は
、
緊
急
輸
送
道
路
か
ら
危
険
箇
所
整
備
や
橋
梁
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

・
道
路
の
落
石
対
策
は
、
「
落
石
事
故
再
発
防
止
検
討
委
員
会
」
の
提
言
を
踏
ま
え
て
と
り
ま
と
め
た
「
落
石
に
係
る
道
路
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
再
発
防
止
策

を
実
施
し
て
い
く
。

・
対
策
が
必
要
な
箇
所
が
多
数
存
在
し
整
備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
、
既
存
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
維
持
・
更
新
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
者
数
（
累
計
）

人
2
1

8
8

1
7
8

精
神

障
が

い
者

の
入

院
後

３
か

月
経

過
時

点
の

退
院
率

％
5
9
.
6

6
4

6
4

精
神

障
が

い
者

の
入

院
後

１
年

経
過

時
点

の
退

院
率

％
8
6
.
7

9
1

9
1

生
活
衛
生
に
関
す
る
健
康
被
害
発
生
件
数

件
0

0
0

薬
事
に
関
す
る
健
康
被
害
発
生
件
数

件
0

0
0

Ⅱ
－
２
－
６
　

生
活
援
護
の
確

保
Ｂ

・
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
う
ち
、
就
労
収
入
増
加
に
よ
り
自
立
で
き
た
世
帯
数
は
、
平
成
2
7
年
度
が
1
1
7
世
帯
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
必
要
な
保
護
と
適
切
な
自
立
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
や
就
労
支
援
員
の
活
用
、
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
く
事
業
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立

し
安
定
し
た
生
活
に
向
け
た
世
帯
数
が
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

就
労

に
よ

り
自

立
し

た
生

活
保

護
世

帯
の

数
（

年
間
）

世
帯
以
上

1
1
7

1
2
5

1
2
5

救
急
病
院
数

病
院

2
5

2
5

2
5

訪
問
看
護
師
数

人
3
1
1

3
2
0

3
8
0

平
均
在
院
日
数
（
中
央
病
院
）
（
年
間
）

日
未
満

1
4
.
2

1
4
.
0

1
4
.
0

退
院

率
（

3
か

月
以

内
）

（
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ
ー
）
（
年
間
）

％
以
上

7
8
.
3

7
0
.
0

7
0

病
院
・
公
立
診
療
所
の
医
師
の
充
足
率

％
7
6
.
5

7
8
.
8

8
0

し
ま

ね
地

域
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー
の

登
録

者
の

う
ち
県
内
で
研
修
、
勤
務
す
る
医
師
数

人
1
2
0

1
2
5

1
7
5

病
院
の
看
護
師
の
充
足
率

％
9
5
.
7

9
6
.
4

9
7

し
ま

ね
縁

結
び

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
た

年
間
婚
姻
数

件
8
0

9
0

1
5
0

結
婚

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「
は

ぴ
こ

」
の

登
録

者
数

（
累
計
）

人
1
7
6

2
1
0

3
0
0
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2
健
康
づ
く
り
と

福
祉
の
充
実

3
医
療
の
確
保

4
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
の

充
実

Ⅱ
－
４
－
１
　

結
婚
支
援
の
充

実
Ｂ

・
は
ぴ
こ
が
取
り
も
つ
年
間
婚
姻
数
は
、
増
え
つ
つ
あ
る
。
更
に
、
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
）
を
通
じ
た
広
域
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
や
「
は
ぴ
こ
」
の
増
員
、
定
期
相
談
会
の
実
施
箇
所
数
の
増
加
、
質
の
向
上
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
研
修
）
等
を
図
り
な
が
ら
、
「
は
ぴ
こ
」
に
よ
る
相
談
→
交

際
→
成
婚
件
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

・
セ
ン
タ
ー
独
自
の
少
人
数
お
見
合
い
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
セ
ン
タ
ー
活
用
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
取
組
み
も
強
化
し
つ
つ
あ
る
。

・
さ
ら
に
、
企
業
と
連
携
し
た
婚
活
の
取
組
み
（
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
企
業
）
も
新
た
に
実
施
す
る
予
定
。

・
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
結
婚
支
援
の
取
組
み
を
厚
く
し
、
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
た
年
間
婚
姻
数
の
増
加
を
図
り
、
県
全
体
の
婚
姻
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い

く
。
　

　
　

Ⅱ
－
３
－
３
　

医
療
従
事
者
の

養
成
・
確
保

Ｂ

・
医
師
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域
枠
や
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
医
師
が
毎
年
2
0
名
程
度
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

医
師
を
早
期
に
県
内
勤
務
へ
誘
導
す
る
取
組
み
な
ど
に
よ
り
県
内
に
定
着
す
る
医
師
も
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。

・
看
護
職
員
に
つ
い
て
も
、
毎
年
、
修
学
資
金
貸
与
者
の
８
割
以
上
が
県
内
に
就
職
し
て
い
る
。

・
離
島
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
医
師
の
不
足
（
地
域
偏
在
）
、
特
定
の
診
療
科
に
お
け
る
医
師
の
不
足
（
診
療
科
偏
在
）
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

Ⅱ
－
３
－
２
　

県
立
病
院
に
お

け
る
良
質
な
医

療
提
供

Ｂ

・
中
央
病
院
で
は
、
平
成
2
7
年
度
に
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
や
新
生
児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も

引
き
続
き
県
の
基
幹
的
病
院
と
し
て
県
民
に
安
全
安
心
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

・
医
療
提
供
体
制
の
充
実
と
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
早
期
退
院
支
援
の
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
－
３
－
１
　

医
療
機
能
の
確

保
Ｂ

・
訪
問
看
護
師
数
は
、
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
救
急
病
院
数
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
及
び
島
根
県
が
ん
診
療
連
携
推
進
病
院
数
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ⅱ
－
２
－
５
　

生
活
衛
生
の
充

実
Ａ

・
各
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
、
監
視
・
指
導
の
実
施
、
県
民
に
対
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
活
衛
生
に
関
す
る
健
康
被
害
は
防
止
で
き
て
い
る
。

Ⅱ
－
２
－
４
　

障
が
い
者
の
自

立
支
援

Ｂ

・
施
設
入
所
か
ら
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
残
っ
て
い
る
入
所
者
は
重
度
者
・
高
齢
者
が
多
い
が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
に
加
え
、
地
域
の
相
談
支
援
体

制
の
充
実
等
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
工
賃
は
、
販
路
開
拓
支
援
員
派
遣
事
業
や
就
労
事
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
よ
り
、
全
国
上
位
の
水
準
で

推
移
し
、
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

・
精
神
障
が
い
者
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、
入
院
後
３
か
月
経
過
時
点
の
退
院
率
は
概
ね
6
0
％
、
入
院
後
１
年
経
過
時
点
の
退
院
率
は
9
0
％
弱
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
医
療
機
関
と
地
域
援
助
事
業
者
と
の
連
携
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

低
出
生
体
重
児
の
出
生
割
合
（
暦
年
）

％
以
下

1
0
.
8

1
0
.
5

9
.
6

出
生
後
４
か
月
児
の
母
乳
育
児
の
割
合

％
6
4
.
5

6
5
.
0

6
8
.
5

妊
娠

初
期

（
妊

娠
1
1
週

以
下

）
か

ら
の

妊
娠

届
出

率
％

8
8
.
6

8
9
.
0

9
1
.
0

妊
娠

･
出

産
・

子
育

て
の

総
合

相
談

窓
口

の
設

置
市

町
村
数

市
町
村

1
3

1
9

こ
っ
こ
ろ
協
賛
店
舗
数
（
累
計
）

店
舗

2
,
5
3
2

2
,
5
5
0

(
2
,
4
1
0
)

2
,
7
0
0

(
2
,
5
0
0
)

こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー
認
定
企
業
数
（
累
計
）

社
2
6
3

3
0
0

4
0
0

保
育
所
待
機
児
童
数
（
４
月
）

人
4
6

0
0

保
育
所
待
機
児
童
数
（
1
0
月
）

人
1
4
8

1
1
0

0

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ル
ー
ム
登
録
数
（
累
計
）

箇
所

2
9
9

3
4
0

4
0
0

里
親
登
録
数
（
累
計
）

世
帯

1
0
3

1
1
3

1
2
7

就
業

支
援

に
よ

り
就

職
に

結
び

つ
い

た
ひ

と
り

親
世
帯
の
割
合
（
年
間
）

％
以
上

8
9
.
1

8
0
.
0

8
0
.
0

幹
線
道
路
の
改
良
率

％
8
4

8
5

8
8

生
活

関
連

道
路

（
優

先
整

備
区

間
）

の
み

な
し

改
良
率

％
7
1

7
2

7
5

道
路
管
理
瑕
疵
に
よ
る
年
間
事
故
件
数

件
以
下

2
5

2
2

2
2

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
公
民
館

エ
リ
ア
数
（
累
計
）

エ
リ
ア

5
9

7
7

1
5
0

機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
に
向
け
た
実
践
活
動

を
開
始
す
る
公
民
館
エ
リ
ア
数
（
累
計
）

エ
リ
ア

0
1
3

5
0

地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
開
発
に
積
極
的
に

取
り
組
む
事
業
者
数
（
累
計
）

事
業
者

9
6

1
5

Ⅱ 　 安 心 し て 暮 ら せ る し ま ね

4
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
支
援
の

充
実

5
生
活
基
盤
の
維

持
・
確
保

Ⅱ
－
５
－
２
　

小
さ
な
拠
点
づ

く
り

Ｂ

・
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
向
け
の
説
明
会
や
研
修
会
等
を
通
し
て
市
町
村
と
県
と
の
一
体
的
な
推
進
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
お
り
、
理
解

が
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
、
住
民
主
体
の
話
し
合
い
を
丁
寧
に
促
し
、
一
層
の
住
民
の
機
運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
に
向
け
た
実
践
活
動
に
つ
い
て
は
、
予
算
事
業
の
活
用
等
に
よ
り
取
組
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
民
間
専
門
家
に
よ
る
指
導
や
研
修
会
の
開
催
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
育
成
支
援

事
業
等
に
よ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅱ
－
５
－
１
　

道
路
網
の
整
備

と
維
持
管
理

Ｂ

・
道
路
改
良
は
、
地
域
住
民
等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
道
路
網
の
整
備
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

・
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
舗
装
修
繕
や
道
路
施
設
の
定
期
点
検
及
び
老
朽
化
対
策
等
の
実
施
に
よ
り
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

・
道
路
の
落
石
対
策
は
、
「
落
石
事
故
再
発
防
止
検
討
委
員
会
」
の
提
言
を
踏
ま
え
て
と
り
ま
と
め
た
「
落
石
に
係
る
道
路
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
再
発
防
止
策

を
実
施
し
て
い
く
。

Ⅱ
－
４
－
４
　

子
育
て
福
祉
の

充
実

Ｂ

・
市
町
村
の
児
童
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
の
研
修
の
実
施
等
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
の
適
切
な
保
護
や
養
育
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
8
0
％
程
度
の
数
値
を
維
持
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
複
雑
・
困
難
化
し
て
い
る
児
童
相
談
の
内
容
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
市
町
村
と
相
談
支
援
体
制
を
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
－
４
－
３
　

子
育
て
支
援
の

充
実

Ｂ

・
こ
っ
こ
ろ
協
賛
店
は
、
順
調
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

・
こ
っ
こ
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
登
録
業
種
の
偏
り
の
是
正
を
含
め
、
登
録
増
加
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
す
る
。

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
実
施
や
総
合
戦
略
に
基
づ
く
新
規
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
子
育
て
環
境
の
整
備
は
進
み
つ
つ
あ

る
。

・
平
成
2
8
年
４
月
１
日
の
保
育
所
待
機
児
童
数
（
3
8
人
）
は
、
前
年
度
を
下
回
っ
た
が
、
保
育
所
の
受
入
数
や
、
保
育
人
材
の
確
保
が
保
育
ニ
ー
ズ
に
間
に
合
わ
な

い
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
化
事
業
の
活
用
や
保
育
所
の
整
備
等
に
よ
り
、
受
入
数
（
定
員
）
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
市
町
村
ご
と
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
た

取
組
み
を
、
市
町
村
と
と
も
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
－
４
－
２
　

妊
娠
・
出
産
支

援
の
充
実

Ｂ

・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
１
市
（
町
村
）
が
設
置
し
、
今
年
度
も
３
団
体
に
動
き
が
あ
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
の

確
保

に
向

け
た

実
践

活
動
を
開
始
す
る
公
民
館
エ
リ
ア
数
（
累
計
）

エ
リ
ア

0
1
8

7
0

一
畑
電
車
の
年
間
利
用
者
数

万
人
以
上

1
3
9
.
7

1
4
0

1
4
0

隠
岐
航
路
の
年
間
利
用
者
数

万
人

4
4
.
1

4
4
.
3

4
5

離
島
航
路
の
岸
壁
整
備
率

％
8
9
.
4

9
7
.
8

1
0
0

Ⅱ
－
５
－
４

地
域
情
報
化
の

推
進

Ｂ

・
県
内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
、
4
0
歳
代
以
下
で
は
高
水
準
に
あ
り
、
5
0
歳
代
以
上
で
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

・
電
子
申
請
は
、
申
請
・
届
出
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
が
低
調
で
あ
る
も
の
の
、
年
々
利
用
率
は
上
昇
し
て
い
る
。

・
携
帯
電
話
不
感
地
域
の
解
消
世
帯
数
は
、
平
成
2
7
年
度
8
9
世
帯
が
解
消
し
、
平
成
2
8
年
度
は
新
た
に
1
3
3
世
帯
が
解
消
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
は
、
未
達
成
の
物
品
・
役
務
に
つ
き
シ
ス
テ
ム
の
利
用
率
が
低
調
で
あ
る
も
の
の
、
工
事
・
業
務
は
1
0
0
％
達
成
し
て
い
る
。

・
高
齢
者
層
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
が
若
年
層
に
比
べ
て
低
く
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
(
情
報
を
使
い
こ
な
す
能
力
)
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
（
個
人
）

％
7
6
.
3

7
7
.
5

8
3
.
0

多
面
的
機
能
支
払
取
組
面
積

h
a

2
2
,
5
0
4

2
2
,
9
0
0

2
3
,
8
0
0

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
協
定
面
積

h
a
以
上

1
2
,
5
9
7

1
3
,
3
0
0

1
3
,
3
0
0

集
落
営
農
法
人
数

法
人

2
0
9

2
2
9

2
8
6

地
域
ぐ
る
み
の
鳥
獣
対
策
取
組
み
数
（
累
計
）

箇
所

2
9

3
1

4
1

都
市

計
画

区
域

の
整

備
・

開
発

及
び

保
全

の
方

針
の
見
直
し

区
域

3
1
1

1
9

汚
水
処
理
人
口
普
及
率
（
全
県
）

％
7
7
.
8

7
8
.
6

8
1

老
朽

化
し

た
県

営
住

宅
の

建
て

替
え

戸
数

（
４

年
間
の
累
計
）

戸
―

4
0

1
6
0

Ⅱ 　 安 心 し て 暮 ら せ る し ま ね

5
生
活
基
盤
の
維

持
・
確
保

Ⅱ
－
５
－
６
　

居
住
環
境
づ
く

り

Ｂ

・
下
水
道
等
の
汚
水
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
小
型
化
等
、
コ
ス
ト
縮
減
効
果
の
あ
る
新
技
術
の
導
入
を
図
っ
て
お

り
、
県
全
体
の
施
設
整
備
は
進
ん
で
い
る
が
、
整
備
率
が
低
い
地
区
も
あ
る
。

・
都
市
計
画
区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
現
在
松
江
圏
他
７
地
域
で
改
訂
案
の
作
成
を
進
め
て
い
る
が
、
住
民
の
合
意
形
成
に
時

間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
県
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
「
地
盤
対
策
」
が
必
要
な
団
地
も
あ
り
、
工
事
進
捗
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅱ
－
５
－
５
　

農
山
漁
村
の
多

面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮

Ｂ

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事
業
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
協
定
数
・
面
積
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
市
町
村
と
連
携
し
て
集
落
間
の
統
合
や
連
携
調
整
を
担

う
人
材
配
置
を
支
援
す
る
な
ど
し
、
活
動
廃
止
と
な
る
協
定
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
集
落
営
農
組
織
は
、
平
成
2
7
年
度
に
1
8
法
人
が
設
立
し
、
今
年
度
も
同
程
度
の
法
人
化
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
営
農
活
動
以
外
の
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
組
織
が
増
加
し
て
い
る
。

・
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に
対
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
防
除
意
識
の
高
ま
り
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
営
農
や
共
同
活
動
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
集
落
営
農
組
織
が
あ
り
、
法
人
化
や
近
隣
の
集
落
営
農
組
織
と
の
連
携
を
進
め
、
農
地
の

保
全
・
有
効
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
－
５
－
３
　

地
域
生
活
交
通

の
確
保

Ｂ

・
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
向
け
た
実
践
活
動
を
開
始
す
る
公
民
館
エ
リ
ア
数
に
つ
い
て
は
、
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
の
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
に

向
け
た
実
践
活
動
と
連
動
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

・
一
畑
電
車
に
つ
い
て
は
、
沿
線
の
人
口
減
少
、
自
動
車
利
用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
中
長
期
的
に
利
用
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
利
用
者
数
は
ほ
ぼ
前

年
並
み
で
、
通
勤
通
学
定
期
利
用
は
前
年
に
比
し
伸
び
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
車
両
の
更
新
な
ど
老
朽
化
し
て
い
た
施
設
の
整
備
に
よ
り
安
全
性
の
向
上
が

図
ら
れ
、
安
定
し
た
運
行
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
隠
岐
航
路
に
つ
い
て
は
、
５
月
連
休
期
間
中
の
欠
航
に
よ
る
利
用
者
数
減
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
前
年
並
み
の
利
用
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

・
隠
岐
航
路
の
岸
壁
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
6
年
度
末
に
来
居
港
の
岸
壁
改
良
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、
順
調
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

ふ
る

さ
と

教
育

を
３

５
時

間
以

上
実

施
し

て
い

る
小
中
学
校
の
割
合
（
年
間
）

％
1
0
0

1
0
0

1
0
0

県
立
高
校
へ
の
県
外
か
ら
の
入
学
者
数

人
1
5
1

1
6
2

2
0
0

小
学

校
６

年
生

で
算

数
の

勉
強

は
好

き
だ

と
す

る
児
童
の
割
合

％
5
7
.
5

6
0
.
0

7
0
.
0

平
日

に
家

や
図

書
館

で
3
0
分

以
上

読
書

を
す

る
児

童
の
割
合
（
小
学
校
６
年
生
）

％
3
4
.
1

3
6
.
0

4
5
.
0

地
域

や
社

会
で

起
こ

っ
て

い
る

問
題

や
出

来
事

に
関
心
を
示
す
生
徒
の
割
合
（
中
学
校
３
年
生
）

％
5
8
.
7

5
9
.
0

6
5
.
0

不
登
校
児
童
生
徒
の
割
合
（
年
間
）

％
以
下

H
2
8
.
1
0
頃

公
表

1
.
3
0

1
.
2
1

「
し

ま
ニ

ッ
コ

！
（

ス
マ

イ
ル

声
か

け
）

運
動

」
推
進
者
登
録
数
（
累
計
）

人
1
0
4

4
0
0

1
,
0
0
0

刑
法
犯
少
年
の
再
非
行
率
（
暦
年
）

％
以
下

3
2
.
9

3
1
.
5

2
6
.
5

一
般
入
試
の
志
願
倍
率
の
順
位

　
県
立
大
学
 
人
文
・
社
会
系
（
浜
田
、
松
江
）

％
以
内

2
4
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

一
般
入
試
の
志
願
倍
率
の
順
位

　
県
立
大
学
 
薬
・
看
護
系
（
出
雲
）

％
以
内

7
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

一
般
入
の
志
願
倍
率
の
順
位

　
短
期
大
学
部
（
松
江
）

％
以
内

6
9
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

入
学
者
に
占
め
る
県
内
出
身
者
比
率

　
県
立
大
学
 
人
文
・
社
会
系
 
（
浜
田
）

％
2
3
.
7

3
2
.
5

4
0
.
0

入
学
者
に
占
め
る
県
内
出
身
者
比
率

　
県
立
大
学
 
人
文
・
社
会
系
（
松
江
）

％
-

-
5
5
.
0

入
学
者
に
占
め
る
県
内
出
身
者
比
率

　
県
立
大
学
　
薬
・
看
護
系
（
出
雲
）

％
5
8
.
8

6
0
.
0

6
0
.
0

入
学
者
に
占
め
る
県
内
出
身
者
比
率

　
短
期
大
学
部
（
松
江
）

％
6
6
.
4

7
0
.
0

7
0
.
0

県
内
高
等
教
育
機
関
卒
業
生
の
県
内
就
職
率

％
3
5
.
0

3
8
.
2

4
5
.
1

県
内

高
等

教
育

機
関

か
ら

県
内

企
業

へ
の

イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
数

人
4
0
7

3
8
3

4
7
3

県
立

大
学

・
短

期
大

学
部

の
公

開
講

座
年

間
受

講
者
数

人
5
,
5
5
6

5
,
7
0
0

6
,
0
0
0

Ⅲ 　 心 豊 か な し ま ね

1
教
育
の
充
実

Ⅲ
－
１
－
４

高
等
教
育
の
充

実

Ｂ

・
志
願
者
確
保
で
は
、
高
校
訪
問
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
実
施
に
よ
り
大
学
の
魅
力
・
特
徴
の
周
知
に
努
め
た
。
一
般
入
試
の
志
願
倍
率
は
、
浜
田
・
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
は
前
年
度
を
上
回
っ
た
が
、
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
前
年
度
比
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
入
学
者
に
占
め
る
県
内
出
身
者
割
合
は
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も

前
年
度
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
志
願
倍
率
で
は
３
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、
ま
た
県
内
出
身
者
割
合
で
は
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
平
成
2
8
年
度
目
標
値
と
は
隔

た
り
が
あ
る
。

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
県
民
に
対
す
る
学
習
機
会
等
を
提
供
す
る
た
め
公
開
講
座
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
が
、
受
講
者
数
は
減
少
し
て
い
る
。

・
県
内
就
職
で
は
、
「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）
」
に
お
い
て
、
県
内
の
高
等
教
育
機
関
で
平
成
3
1
年
ま
で
に
1
0
％
増
の

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
県
内
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
み
を
強
化
し
て
お
り
、
参
加
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

・
今
後
は
、
県
内
就
職
率
の
向
上
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
学
生
と
県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
－
１
－
３
　

青
少
年
の
健
全

な
育
成
の
推
進

Ｂ

・
「
し
ま
ニ
ッ
コ
！
（
ス
マ
イ
ル
声
か
け
）
県
民
運
動
」
は
、
平
成
2
7
年
度
後
半
か
ら
推
進
者
の
登
録
を
始
め
1
0
0
名
以
上
が
登
録
さ
れ
た
。
今
後
は
、
市
町
村
民
会

議
や
青
少
年
育
成
関
係
機
関
・
団
体
へ
重
点
的
に
広
報
周
知
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
広
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。

・
刑
法
犯
少
年
は
平
成
2
7
年
度
は
前
年
度
比
で
３
割
程
度
減
少
し
た
。
問
題
を
抱
え
る
少
年
の
社
会
参
加
活
動
、
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
立
ち
直
り
支
援
、

非
行
防
止
教
室
の
開
催
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
活
動
を
更
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。
　

・
刑
法
犯
少
年
の
再
非
行
率
の
改
善
が
課
題
で
あ
り
、
再
非
行
に
繋
が
ら
な
い
た
め
の
よ
り
質
の
高
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅲ
－
１
－
２
　

発
達
段
階
に
応

じ
た
教
育
の
振

興

Ｂ

・
計
画
的
に
進
め
て
き
た
少
人
数
学
級
編
制
は
、
今
年
度
か
ら
全
学
年
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

・
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
は
、
普
通
科
高
校
に
お
い
て
も
就
職
希
望
者
を
対
象
と
し
た
企
業
見
学
な
ど
を
実
施
す
る
学
校
が
増
え
て
き
た
。
地
域
を
支

え
る
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
高
校
で
の
学
び
が
社
会
へ
つ
な
が
る
と
い
う
連
続
性
の
意
識
を
、
今
後
さ
ら
に
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
出
来
事
に
関
心
を
示
す
中
学
３
年
生
の
割
合
は
、
全
国
平
均
値
よ
り
も
高
く
、
小
・
中
・
高
等
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な

り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
を
推
進
し
、
そ
の
割
合
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
そ
の
ほ
か
、
不
登
校
・
問
題
行
動
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談
員
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
配
置
、
家

庭
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
行
う
子
ど
も
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
育
授
業
の
改
善
な

ど
、
き
め
細
か
な
取
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
が
育
ち
、
主
体
的
な
学
習
態
度
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
身
に
つ
き
つ
つ

あ
る
。

Ⅲ
－
１
－
１
　

学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
協

力
に
よ
る
教
育

の
充
実

Ｂ

・
県
立
高
校
へ
の
県
外
入
学
者
数
は
、
平
成
2
3
年
度
の
8
2
名
か
ら
平
成
2
7
年
度
は
1
5
1
名
と
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

・
離
島
・
中
山
間
地
域
の
高
校
を
中
心
に
進
め
て
き
た
高
校
魅
力
化
・
活
性
化
事
業
を
、
地
域
と
地
元
の
小
・
中
学
校
等
と
連
携
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
市
町
村
や
地
域
の
意
識
が
よ
り
高
ま
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
こ
う
と
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

・
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
は
、
県
内
全
て
の
市
町
村
立
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
公
民
館
等
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の
に
つ
い
て
も
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
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２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

社
会

教
育

関
係

者
の

年
間

養
成

・
育

成
（

延
べ

研
修
参
加
者
）
人
数

人
1
,
9
7
8

2
,
0
0
0

2
,
3
0
0

県
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
年
間
受
付
件
数

件
1
0
,
8
5
9

1
1
,
0
0
0

1
1
,
5
0
0

N
P
O
法
人
の
認
証
数
（
累
計
）

法
人

2
7
7

2
8
1

2
9
0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
割
合

％
2
7
.
0

2
7
.
5

3
0

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
の
割
合

％
3
6
.
4

3
7
.
0

4
0
.
0

国
民
体
育
大
会
年
間
入
賞
種
目
数

種
目

2
6

2
6

2
8

全
国

中
学

校
体

育
大

会
・

全
国

高
等

学
校

総
合

体
育
大
会
等
の
年
間
入
賞
種
目
数

種
目

5
8

5
3

5
6

県
立
文
化
施
設
の
年
間
入
館
者
数

千
人

1
,
0
8
1

9
2
6

1
,
1
0
7

県
民
文
化
祭
の
年
間
参
加
者
数

人
4
5
,
2
3
1

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

差
別

や
人

権
侵

害
を

受
け

た
こ

と
の

あ
る

人
の

割
合

％
以
下

1
5
.
1

1
3
.
8

1
0

人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
年
間
利
用
者
数

人
4
,
9
3
4

4
,
9
5
0

(
4
,
5
5
0
)

5
,
0
1
0

(
4
,
7
0
0
)

固
定

的
性

別
役

割
分

担
意

識
に

と
ら

わ
れ

な
い

人
の
割
合

％
7
2

7
4

8
0

し
ま

ね
女

性
フ

ァ
ン

ド
を

活
用

し
た

新
規

の
活

動
件
数
（
４
年
間
の
累
計
）

件
2
7

2
8

1
1
2

Ⅲ
－
３
－
３

国
際
化
と
多
文

化
共
生
の
推
進

Ｂ

・
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
日
本
語
教
室
の
運
営
支
援
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
実
施
な
ど
の
積
極
的
な
取
組
み
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者

数
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。

・
交
流
の
翼
な
ど
次
世
代
人
材
育
成
の
た
め
の
青
年
派
遣
事
業
へ
の
若
者
の
参
加
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
層
の
普
及
啓
発
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

人
6
0
0

6
0
5

6
2
0

Ⅲ 　 心 豊 か な し ま ね

2
多
彩
な
県
民
活

動
の
推
進

3
人
権
の
尊
重
と

相
互
理
解
の
推

進

Ⅲ
－
３
－
２

男
女
共
同
参
画

の
推
進

Ｂ

・
家
庭
で
の
家
事
、
育
児
、
介
護
に
つ
い
て
は
、
妻
が
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
が
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
が
、
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
の
割
合
は
全
体
と
し
て
増
加
傾
向
で
あ
る
。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

Ⅲ
－
３
－
１

人
権
施
策
の
推

進
Ｂ

・
研
修
・
啓
発
資
料
や
研
修
室
の
利
用
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
配
布
等
周
知
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
年
間
利
用
者
数
は
、
平
成

3
1
年
度
の
目
標
を
達
成
し
た
。

・
魅
力
あ
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
や
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
研
修
内
容
の
充
実
、
啓
発
資
料
の
貸
出
等
に
よ
る
人
権
啓
発
に
よ
り
、
県
民
の
人
権
に

関
す
る
関
心
を
高
め
、
気
づ
き
を
促
し
て
い
く
。

・
研
修
参
加
機
会
が
増
え
る
ほ
ど
、
人
権
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
若
年
層
、
子
育
て
世
代
の
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

人
権
課
題
に
関
す
る
研
修
へ
の
参
加
が
少
な
い
県
民
層
を
中
心
に
参
加
の
機
会
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
－
２
－
３
　

文
化
芸
術
の
振

興
Ｂ

・
県
民
文
化
祭
の
実
施
主
体
で
あ
る
文
化
芸
術
団
体
や
市
町
村
文
化
協
会
の
積
極
的
な
事
業
展
開
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
広
報
を
事
業
実
施
主
体
と
連

携
し
、
効
果
的
、
効
率
的
に
行
い
参
加
者
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
る
。

・
県
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
も
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
に
訴
求
で
き
る
多
彩
な
企
画
展
の
開
催
、
魅
力
的
な
ホ
ー
ル
事
業
を
実
施
し
入
館
者
数
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
る
。

・
今
後
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
で
、
青
少
年
の
文
化
活
動
の
維
持
・
活
性
化
、
活
動
水
準
の
向
上
を
図
る
に
は
、
学
校
文
化
部
活

動
へ
の
各
種
支
援
や
児
童
生
徒
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
提
供
等
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅲ
－
２
－
２
　

ス
ポ
ー
ツ
の
振

興

Ｂ

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
含
め
、
多
く
の
県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
実
践
で

き
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
住
民
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

・
学
校
体
育
団
体
や
競
技
団
体
が
実
施
す
る
強
化
練
習
会
や
指
導
者
研
修
会
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
等
の
専
門
家
に
よ

る
競
技
者
へ
の
身
体
面
・
栄
養
面
な
ど
の
多
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
選
手
の
育
成

が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
優
秀
な
競
技
力
の
あ
る
成
年
選
手
が
競
技
を
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
－
２
－
１
　

生
涯
を
通
じ
た

学
習
と
社
会
貢

献
活
動
の
推
進

Ｂ

・
社
会
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
研
修
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
7
年
度
か
ら
、
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
等
職
員
、
市
町
村
教
育
担
当
者
等
の
対
象
者
別
研
修

と
し
、
研
修
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足
度
が
向
上
し
て
お
り
、
研
修
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
見
込
め
る
。

・
図
書
館
で
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
民
が
生
涯
を
通
じ
た
学
習
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
つ
つ
あ

る
。

・
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率
の
向
上
を
目
指
し
、
今
後
「
県
民
い
き
い
き
広
場
」
で
の
情
報
提
供
の
充
実
や
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
を
予
定
し
て
お

り
、
多
く
の
県
民
が
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
し
や
す
く
な
る
。

・
公
民
館
な
ど
に
お
い
て
も
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
学
習
機
会
が
提
供
さ
れ
充
実
し
て
い
る
が
、
今
後
は
社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
等
の
職
員
に
対

す
る
資
質
・
能
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
。

・
県
民
向
け
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座
の
開
催
や
、
法
人
設
立
を
め
ざ
す
方
へ
の
相
談
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
は
着
実
に
増
え
て
い
る
が
、
解
散

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

- 62 -



２
７
年
度

２
８
年
度

３
１
年
度

実
績
値

（
参
考
）

目
標
値

目
標
値

基 本 目 標

政
策
名

単
位

施
策
名

平
成
２
８
年
度
の
施
策
目
的
の
達
成
度
予
測

主
な
成
果
参
考
指
標

判
断

判
断
理
由

成
果
参
考
指
標
名

自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

人
3
2
2

3
3
1

3
6
0

県
民
協
働
の
森
づ
く
り
活
動
年
間
参
加
者
数

人
5
9
,
5
8
4

6
0
,
1
0
0

6
2
,
4
0
0

自
然
公
園
等
の
年
間
利
用
者
数

万
人
以
上

1
2
9
2
.
2

1
2
9
2
.
2

(
9
7
8
)

1
2
9
2
.
2

(
9
7
8
)

自
然
学
習
施
設
の
年
間
入
場
者
数

千
人
以
上

6
2
9

6
2
1

6
2
1

景
観
計
画
策
定
市
町
村
数
（
累
計
）

市
町
村

7
8

1
1

景
観
重
点
地
区
数
（
累
計
）

地
区

3
3

3
5

4
1

Ⅲ
－
４
－
４
　

文
化
財
の
保

存
・
継
承
と
活

用
Ｂ

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
連
続
講
座
、
巡
回
講
座
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
情
報
発
信
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
を
集
め
、
そ
の
反
応
も
良
好
で
、

島
根
の
歴
史
文
化
に
対
す
る
興
味
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、
文
化
財
や
地
域
の
歴
史
文
化
に
対
す
る
県
民
の
意
識
は
向
上
し
つ
つ
あ
る
。

・
松
江
城
天
守
の
国
宝
指
定
等
の
新
た
な
文
化
財
の
指
定
・
登
録
や
、
国
・
県
指
定
文
化
財
の
修
理
・
整
備
へ
の
助
成
に
よ
り
、
文
化
財
の
保
存
・
継
承
の
取
組
み

が
着
実
に
進
ん
で
き
て
お
り
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
文
化
財
の
活
用
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

島
根

の
歴

史
・

文
化

が
豊

か
で

、
文

化
財

の
保

存
・

継
承

と
活

用
が

さ
れ

て
い

る
と

思
う

人
の

割
合

％
6
8
.
5

6
8
.
8

7
0
.
0

公
共

用
水

域
に

お
け

る
Ｂ

Ｏ
Ｄ

（
Ｃ

Ｏ
Ｄ

）
環

境
基
準
達
成
率

％
8
8
.
2

8
5

8
5

産
業
廃
棄
物
の
再
生
利
用
率

％
H
2
9
公
表

5
6
.
2

5
7

学
校

に
お

け
る

３
Ｒ

・
適

正
処

理
学

習
支

援
事

業
実
施
校
数

校
1
1

2
1

5
0

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
（
累
計
）

人
2
,
2
1
1

2
,
3
0
6

2
,
5
6
3

Ⅲ
－
４
－
６
　

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活

用
の
推
進

Ａ

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
、
固
定
価
格
買
取
制
度
な
ど
国
の
政
策
、
県
や
市
町
村
の
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
取
組
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
順

調
に
導
入
が
図
ら
れ
て
い
る
。

・
平
成
2
8
年
６
月
に
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
県
内
で
2
番
目
の
規
模
と
な
る
風
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
た
。

・
県
企
業
局
に
お
い
て
は
、
水
力
発
電
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
計
画
ど
お
り
進
捗
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
も
順
調
な
運
転
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
風

力
発
電
は
、
故
障
を
防
ぐ
対
策
等
に
よ
り
一
層
の
発
電
量
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

・
平
成
2
7
年
度
に
県
内
２
箇
所
で
民
間
事
業
者
に
よ
り
運
転
開
始
さ
れ
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、
主
と
し
て
県
内
で
調
達
さ
れ
る
燃
料
に
よ
っ
て
順
調
に
稼

働
し
て
い
る
。

県
内

電
力

消
費

量
に

占
め

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー
発
電
量
の
割
合

％
2
5
.
5

2
7
.
0

3
0
.
4
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4
自
然
環
境
、
文

化
・
歴
史
の
保

全
と
活
用

Ⅲ
－
４
－
２

自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
推
進

Ｂ

・
平
成
2
7
年
度
は
、
出
雲
大
社
の
遷
宮
や
松
江
城
の
国
宝
化
な
ど
観
光
面
の
効
果
に
よ
り
、
「
大
山
隠
岐
国
立
公
園
」
の
利
用
者
数
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
自
然

公
園
等
の
年
間
利
用
者
数
は
、
平
成
3
1
年
度
の
目
標
を
達
成
し
た
。

・
今
後
の
利
用
動
向
は
、
地
域
と
一
緒
に
観
光
面
を
含
め
た
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
前
年
度
並
み
の
利
用
実
績
が
予
想
さ
れ
る
。

・
サ
ヒ
メ
ル
、
ゴ
ビ
ウ
ス
、
ア
ク
ア
ス
と
い
っ
た
自
然
学
習
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
積
極
的
な
情
報
発
信
、
展
示
の
魅
力
向
上
な
ど
、
入
場

者
数
の
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、
各
施
設
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

Ⅲ
－
４
－
１

多
様
な
自
然
の

保
全

Ｂ

・
自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
、
自
然
保
護
に
対
す
る
県
民
の
理
解
・
関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
県
民
参
加
を
呼
び

掛
け
る
等
、
継
続
的
に
自
然
保
護
活
動
及
び
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
進
展
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

・
企
業
等
の
関
わ
り
に
よ
る
森
林
整
備
の
C
O
2
吸
収
量
は
、
認
証
対
象
を
広
げ
る
な
ど
制
度
を
拡
充
し
、
吸
収
量
認
証
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。
 

 
 
・
県
民
協
働
の
森
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
み
ー
も
の
森
づ
く
り
事
業
」
等
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
県
民
参
加
を
促
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
－
４
－
５
　

環
境
保
全
の
推

進

Ｂ

・
公
共
用
水
域
に
お
け
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
環
境
基
準
達
成
率
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
値
の
変
動
が
あ
る
が
、
概
ね
目
標
値
（
8
5
％
）
付
近
で
推
移
し
て

い
く
見
込
み
で
あ
る
。

・
再
生
利
用
率
は
、
土
木
工
事
や
火
力
発
電
所
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
排
出
量
に
影
響
さ
れ
る
が
、
概
ね
5
0
％
～
6
0
％
の
間
を
変
動
し
な
が
ら
推
移
し
て
い
く
見
込
み

で
あ
る
。

・
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
要
件
と
す
る
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
の
制
度
拡
充
等
に
よ
り
交
付
金
申
請
者
が
増
加
し
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
数
も
増

え
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。

・
学
校
に
お
け
る
３
Ｒ
・
適
正
処
理
学
習
支
援
事
業
は
、
事
業
を
実
施
し
た
学
校
の
様
子
を
各
学
校
に
伝
え
る
等
の
情
報
発
信
の
強
化
や
、
学
校
の
授
業
の
ね
ら
い

と
一
致
す
る
よ
う
な
提
案
が
必
要
で
あ
る
。

・
平
成
2
8
年
度
か
ら
事
業
の
対
象
を
小
学
校
に
も
拡
充
し
た
こ
と
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
３
Ｒ
・
適
正
処
理
学
習
支
援
事
業
実
施
校
数
は
着
実
に
増
加
し
、
環
境
教

育
・
環
境
学
習
の
取
組
み
は
推
進
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ⅲ
－
４
－
３
　

景
観
の
保
全
と

創
造

Ｂ

・
景
観
計
画
は
、
現
在
、
浜
田
市
及
び
海
士
町
が
計
画
策
定
に
向
け
作
業
中
で
あ
り
、
ま
た
、
景
観
重
点
地
区
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
が
設
定
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
お
り
、
引
き
続
き
支
援
等
を
行
う
。

・
優
れ
た
景
観
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
県
民
等
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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■資料５－１　事務事業のＨ２８コストの状況（施策別）

一般財源
(千円）

施策Ⅰ－１－１　企業の競争力強化 1,822,499 1,026,902
施策Ⅰ－１－２　新産業・新事業の創出 437,462 379,885
施策Ⅰ－１－３　ソフト系IT産業の振興 364,705 301,091
施策Ⅰ－１－４　企業立地の推進 6,387,469 2,466,287
施策Ⅰ－２－１　売れる農林水産品・加工品づくり 25,652,875 4,863,651
施策Ⅰ－２－２　県産品の販路開拓・拡大の支援 359,735 359,735
施策Ⅰ－２－３　農林水産業の担い手の育成・確保 3,770,025 512,590
施策Ⅰ－３－１　地域資源を活用した観光地づくりの推進 294,934 292,212
施策Ⅰ－３－２　情報発信等誘客宣伝活動の強化 488,095 488,095
施策Ⅰ－３－３　外国人観光客誘客の強化 224,766 224,766
施策Ⅰ－４－１　経営革新及び経営基盤の強化への支援 61,865,329 2,188,403
施策Ⅰ－４－２　円滑な事業承継の推進 167,653 101,633
施策Ⅰ－５－１　雇用・就業の促進と人材の確保 359,105 241,356
施策Ⅰ－５－２　人材の育成・定着 1,368,370 516,190
施策Ⅰ－５－３　U・Iターンの促進 317,579 214,632
施策Ⅰ－６－１　高速道路網の整備 67,509 25,359
施策Ⅰ－６－２　航空路線の維持・充実 164,118 154,118
施策Ⅰ－６－３　空港･港湾の維持・整備 4,530,252 1,662,843

基本目標Ⅰ小計 108,642,480 16,019,748
施策Ⅱ－１－１　危機管理体制の充実・強化 307,399 293,899
施策Ⅱ－１－２　消防防災対策の推進 3,976,882 801,028
施策Ⅱ－１－３　原子力安全・防災対策の充実・強化 2,630,313 11,064
施策Ⅱ－１－４　治安対策の推進 1,293,957 1,248,254
施策Ⅱ－１－５　交通安全対策の推進 4,456,701 698,338
施策Ⅱ－１－６　消費者対策の推進 83,018 41,973
施策Ⅱ－１－７　災害に強い県土づくり 33,035,554 3,682,792
施策Ⅱ－１－８　食の安全の確保 55,097 29,205
施策Ⅱ－２－１　健康づくりの推進 2,563,272 1,097,237
施策Ⅱ－２－２　地域福祉の推進 1,217,032 1,123,598
施策Ⅱ－２－３　高齢者福祉の推進 13,894,855 12,383,767
施策Ⅱ－２－４　障がい者の自立支援 9,165,330 7,324,376
施策Ⅱ－２－５　生活衛生の充実 1,563,122 45,215
施策Ⅱ－２－６　生活援護の確保 63,224 35,098
施策Ⅱ－３－１　医療機能の確保 19,276,025 17,617,278
施策Ⅱ－３－２　県立病院における良質な医療提供 0 0
施策Ⅱ－３－３　医療従事者の養成・確保 1,598,918 696,748
施策Ⅱ－４－１　結婚支援の充実 84,411 67,496
施策Ⅱ－４－２　妊娠・出産支援の充実 237,936 100,261
施策Ⅱ－４－３　子育て支援の充実 6,112,182 5,919,024
施策Ⅱ－４－４　子育て福祉の充実 1,820,923 1,001,748
施策Ⅱ－５－１　道路網の整備と維持管理 29,089,467 5,515,455
施策Ⅱ－５－２　小さな拠点づくり 249,019 142,237
施策Ⅱ－５－３　地域生活交通の確保 1,341,663 929,029
施策Ⅱ－５－４　地域情報化の推進 629,055 412,408
施策Ⅱ－５－５　農山漁村の多面的機能の維持・発揮 2,993,207 992,620
施策Ⅱ－５－６　居住環境づくり 9,707,882 886,721

基本目標Ⅱ　小計 147,446,444 63,096,869
施策Ⅲ－１－１　学校・家庭・地域の連携協力による教育の充実 210,953 104,907
施策Ⅲ－１－２　発達段階に応じた教育の振興 10,269,309 6,411,639
施策Ⅲ－１－３　青少年の健全な育成の推進 44,749 42,574
施策Ⅲ－１－４　高等教育の充実 2,524,484 1,532,011
施策Ⅲ－２－１　生涯を通じた学習と社会貢献活動の推進 378,123 308,741
施策Ⅲ－２－２　スポーツの振興 647,382 601,223
施策Ⅲ－２－３　文化芸術の振興 1,733,759 649,747
施策Ⅲ－３－１　人権施策の推進 156,649 89,809
施策Ⅲ－３－２　男女共同参画の推進 193,563 153,484
施策Ⅲ－３－３　国際化と多文化共生の推進 90,162 80,168
施策Ⅲ－４－１　多様な自然の保全 492,803 111,092
施策Ⅲ－４－２　自然とのふれあいの推進 1,034,077 886,357
施策Ⅲ－４－３　景観の保全と創造 15,850 0
施策Ⅲ－４－４　文化財の保存・継承と活用 1,881,802 857,949
施策Ⅲ－４－５　環境保全の推進 2,243,637 968,955
施策Ⅲ－４－６　再生可能エネルギーの利活用の推進 5,893,830 2,045

基本目標Ⅲ　小計 27,811,132 12,800,701
施策１　県民の総力を結集できる行政の推進 330,868 327,844
施策２　市町村との更なる連携による行政の推進 216,913 205,276
施策３　財政健全化に向けた改革の推進 4,357,335 4,190,705
施策４　迅速に活動できる組織の運営 91,003 48,973
施策５　政策推進システムの充実 42,154 42,154

基本姿勢　小計 5,038,273 4,814,952
該当施策なし 29,846 22,532

施策事業　　　計 288,968,175 96,754,802
※総合発展計画の施策の手段である事務事業について集計を行っています。
※病院局の所管事務事業（施策Ⅱ－３－２）については、コスト算定を行っていません。

施策名
事業費
(千円）
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■資料５－２　事務事業のＨ２８コストの状況（部局別）

（単位：千円）

一般財源

政策企画局 376,166 324,172

総務部 9,741,128 7,407,051

防災部 5,564,623 546,317

地域振興部 3,081,113 2,255,057

環境生活部 4,484,933 2,051,367

健康福祉部 58,018,897 47,687,406

農林水産部 38,451,701 6,959,655

商工労働部 73,516,644 8,474,501

土木部 73,676,878 12,715,086

企業局 8,945,269 36,821

病院局 0 0

教育庁 10,761,784 6,702,312

警察本部 2,349,039 1,595,057

合計 288,968,175 96,754,802

※総合発展計画の施策の手段である事務事業について集計を行っています。
※病院局の所管事務事業については、コスト算定を行っていません。

部局名 事業費
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